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    序　　回想：さる『宿主』の開花


    



    



    　ごつごつした石が敷き詰められた河原かわらに、やわらかな陽光をたたえる沢が流れていた。


    　川の上にはぽっかりと空が見えていて、降りしきる光が、張り出した木々を彩いろどっている。


    　穏やかに流れる川は光を不規則に照り返し、水みな面もを輝かせている。燻いぶされた緑の香りをまとい、川かわ面もで冷やされた空気が漂ってきて、火ほ照てった体には甘く染しみるだろう。


    　まだ山も浅いけれど、道から外はずれた場所。子供だけで来ていい場所ではない。道に迷っても危ないし、万が一、狼おおかみに出くわしてしまうかもしれない。しかしそんな河原に、今日は子供が二人。


    「ねえ、そろそろ帰ろうよ」


    　そのときルッカは十の年だった。このぐらいの少年としては平均的な体格と、冒険心を持ち合わせていたから、こっそり山の中を探検しようなんて話ならば、普段なら一も二もなく乗ったろう。しかし、いくらなんでも今日だけはわけが違う。


    　──里の裏山に宿主が現れた。


    　そんな報しらせが里中を駆け巡ったのは、今朝のことだ。どたばたと誰だれもが建物にこもり、まもなく里は、生き物全てが死に絶えたような静せい寂じやくに包まれた。


    　皆が家中の扉や窓を閉め切ってじっとしていた。


    　無む論ろん、ルッカもそれにならうつもりだったから、宿主を探しに行こうなんてドリスが言い出したときは耳を疑った。


    　やめようと何度も言ったけれど、ドリスの決意は固かった。思いとどまらせようとするルッカを振り切り、家を飛び出してしまったのだ。


    　ルッカの義姉であるドリスは、そのとき十二か十三で、背もルッカよりちょっと高かった。仮にルッカが力ずくで止めようとしても無理だったかもしれない。


    　彼女はハキハキと喋しやべる勝ち気な少女で、いかにもお姉さんという感じだった。この辺りの子供はだいたいそうだが彼女もまたやせっぽちで、手入れをすれば見事に輝くであろう銀髪は肩でぞんざいに切って、いつも土つち埃ぼこりにまみれていた。


    　山へ入るのは怖かったけれど、そんなところにドリスを一人で行かせるのはもっと怖くて、ルッカはドリスについてきた。そして、もう帰ろう、もう帰ろうと繰り返すばかりだった。


    「……ここで川に入ったんだ。足跡が消えてる」


    　少女は河原かわらの石をじっと睨にらみながら言う。顔の下半分を鋼の面覆いマスクで隠していてもその面おも差ざしだけで、痛いほど必死さと真剣さが感じられた。


    　二人は防花面チチエマスケをつけている。これは細い針金を編んだようなもので、鼻から口までを覆おおう作りだ。花の種を吸わないようにつけるものだが、あくまで宿主が来ている最中、どうしても外を歩かなければならない場合に使うのであって、まさか防花面があったからと言って宿主を探しに行けるようなものでもない。


    　たしかにこれがあれば花の種子は吸わないですむけれど、宿主は指一本で大岩をひっくり返せると聞く。宿主の馬ば鹿か力に、防花面だけでは手の打ちようがない。


    　そんな宿主を自分から探すなんて冗談じゃない。


    　狼おおかみの群れと鬼ごっこでもして遊ぶほうがまだ安全だろう。


    　足跡を見失ったと言って、切せつ羽ぱ詰まった顔をしたドリスとは反対に、ルッカはほっとした。


    「ほら、もう追っかけられないだろ？　……帰ろうよ」


    　そう言いながら、なにげなく沢の向こうを見やったときだった。


    　人影があった。


    　しかしルッカはほんの一瞬、人影を認識しながらも、景色の一部ででもあるかのように錯覚し、見過ごしてしまいそうになった。


    　それくらい自然に、まるでそこにいるのが当然であるかのように、対岸の木々に紛れてほっそりした若い女が立っていた。


    　最初は白かったのであろう薄汚れた服を着ていた。細ほそ面おもてに引き攣つれた傷が走っている。右頰ほほから、右目を潰つぶして額ひたいへ。服の右腕部分は虚うつろにはためいていた。


    　ただ、残された左目は穏やかに笑って、引き締まった口元は矜きよう恃じと品格を感じさせた。


    　肩まである亜あ麻ま色の髪が埃ほこりにまみれてなお美しく、そして、その上に優しい橙だいだい色の花が咲いていた。


    　そう。彼女は頭に花を咲かせていたのだ。頭頂から少し左に傾けた位置。例えるなら蓮はすの花のように、広がった葉の上に直接、花冠が鎮ちん座ざしていた。


    　濃緑の葉は深く切れ込みが入っていて、獣けものの尾のごとくしなやかにたなびく。その上に、蝶ちようの羽みたいに薄い花弁が、幾いく重えにも、幾重にも舞い、一つの花を織り上げている。鮮やかな色彩の花は、まるで暖かな灯ともしびを点ともしたようだった。


    　さながら巨大な髪飾りか奇抜な帽ぼう子しのようでもあったが、作りものではありえない、瑞みず々みずしい命の輝きを宿した花だ。


    　──宿主だ！


    　ルッカは逃げ出そうと思ったが、手も足もかすかに震ふるえるだけで、全く動けなかった。


    　ぽかんと開いたまま閉められない口の中で、舌がからからに乾燥していく。


    　歩く災さい厄やく。


    　死を振りまく化け物。


    　そんな印象と対極にある目の前の宿主は、だからこそ得体が知れず、余計に恐ろしかった。


    「ルッカ？　いったいどうし──」


    　ルッカの視線を追ったらしいドリスも、それきり隣で固まってしまった。


    「ド、ドド、ドリスススス」


    　──ドリス、早くここから逃げよう！


    　そう叫んだつもりだったのに、心の中ではたしかに叫んでいたのに、逃げるどころかまともに喋しやべれてさえいなかった。


    　全身が縮んでいくようだった。


    　死ぬんだ。死ぬかもしれない。こんなところで。


    　水を蹴け立てるほのかな音がして、宿主が川に一歩踏み出す。


    　二人[image: ]そろって息を呑のんだ。爽さわやかな山中の沢は一瞬にして地獄の淵ふちになってしまった。


    　ルッカは、駆除特務の軍人ですらないただの子供だ。自身、それはよくわかっていた。たとえドリスと二人がかりでも、宿主と戦って勝つ見込みなど絶対にない。


    　縮み上がってしまった体はもう動かしようがなく、逃げることさえかなわずにがたがたと震えるばかりだった。逃げよう、逃げようと気持ちばかり焦る間にも、宿主は川の浅いところを通って、一歩一歩、近づいてくる。


    　いよいよ目前に迫ってきた宿主は、片方だけの目で二人を見下ろしてきた。


    　そして、彼女は微ほほ笑えんだ。


    　慈じ愛あいに満ちた、他者を安心させるための微笑みだった。


    「あなたたち、防花面チチエマスケを着けてるってことは……私がここにいるのを知って、来たのよね。どうしてかしら？」


    　鈴虫の鳴き声みたいに、草花と響き合う綺き麗れいな声。


    　ルッカは面食らった。宿主が花に寄生された人間にすぎないことはわかっていたはずだけれど、言葉を話すとか、まして話が通じるとか、これっぽっちも考えていなかった。


    「あ、あ、あの、その、お、俺、俺──」


    「種を」


    　うろたえることしかできなかったルッカの隣で、怯おびえていても明めい瞭りようなドリスの声がした。


    「種を……分けてください」


    　膝ひざを摑つかんで、宿主を直視できずに震ふるえながらも、ドリスははっきり言った。銀色の頭が小刻みに揺れていた。


    　ドリスがここへ来た目的は、それだった。


    　宿主が咲かす花の種は薬になると聞く。しかも、家が建つほどの値で売り買いされると。


    　それだけの金があれば、国一番の名医だって呼べるだろう。ドリスの母、つまりルッカの義母となるアンナおばさんは、長く患わずらっている。このところ容態が思わしくないようで、ドリスはいても立ってもいられなかったのだ。


    　ルッカだってドリスの目もく論ろ見みを聞いて、うまくいくはずがないと思いながらも、夢想を抱いだかないわけではなかった。


    　でも、まさか宿主当人に頼むなんて。


    　きっとドリスは、いても立ってもいられなかっただけで、花の種を手に入れる具体的な算段など全く持ち合わせていなかったのだ。こうしていよいよ直面する段になって、正面突破をするしかなかった。


    　宿主に言葉が通じるならなおさら、機き嫌げんを損ねられたらおしまいだ、殺されてしまう。早く逃げたほうがいい。そう思っているのに体が動かない。


    　ところがまたも意外なことに、宿主は戸と惑まどったような疑問の表情を浮かべて言ったのだ。


    「あなたたち、その年で花狩りベスキユラムに？　それともこの国じゃ、別の名前だったかしら」


    「花狩り……？」


    「冗談よ。あなたたちみたいな子供が鋏プルーナーになんてなるワケないわね」


    　一人で勝手に得心して宿主はコロコロと笑った。ルッカにはわけがわからない。


    　川の中にしゃがみこんで、彼女はルッカたちと視線を合わせる。沢を抜ける風が亜あ麻ま色の髪を揺らめかせていた。片方だけの目が優しく覗のぞき込んでくる。


    「種を、どうしたいの？」


    「ドリスの！　あの、この子のお母さんが病気で。その、種は薬になるし、高く売れるそうだから、施せ療りよう院いんにも入れられるし、それで……」


    　ドリスが言い出す前にルッカが説明した。


    　さっきのドリスの言い分が気に障さわらなかったか心配だったからこうしたのだけれど、自分の喋しやべり方のほうが失敬だった気がして、尻しりすぼみになる。


    　すぐ上流にある滝の音が、急に大きく聞こえた。二人の前でしゃがんでいる宿主は、歯を剝むき出して襲ってくるでもなく、じっとルッカたちを見ている。


    　やがて宿主が立ち上がる。見上げるように二人はのけぞったけれど、宿主は二人にはかまわないとでも言うように、くるりと背を向けた。


    「残念ながら、種の元をあげちゃったら、私は綿毛を飛ばせないから、あなたたちにはあげられないわね」


    　──だめなんだ。


    　二人はその言葉をなぜか素直に受け入れて、落胆もしなかった。宿主が優しく話してくれたからかもしれなかった。


    　種は渡せない。それも当然だ。植物が花を咲かすのは実を結び、種を産み、子孫を残すためだ。花のために生きる宿主に頼んでも、はいそうですかと種をくれるはずがない。


    　川の中を歩いて、宿主は滝たき壺つぼへ向かっていく。


    　一瞬の後、波紋を残して彼女は消えた。


    　いや、目にも止まらぬ速さで跳躍したのだ。滝の脇に張り出した岩いわ棚だなへと。自分の背せ丈たけの三倍はあろうかというところまで、ほんのひとっ跳びで。


    「すげえ……」


    　思わず漏れた声に宿主は笑みを返した。あんな滝の近くにいるのに、これだけ離れたルッカの呟つぶやきを聞き止めたのだ。宿主は耳も違うのだろうか。


    「種はあげられないけど、代わりにいいモノを見せてあげるわー！　きっと素敵だから！　それに、もしかしたらあなたたちにも綺き麗れいな花が宿るかもー！」


    　朗ろう々ろうとした声で宿主は呼びかけてくる。とても楽しそうで、うきうきした声だ。


    「そんな、宿ったら困ります」


    　我われながら間抜けな返事だとルッカは思った。


    



    　気け怠だるそうな、とても眠たそうな様子で、宿主は岩棚に横たわる。役目を終えた肉体が急速に力を失っているのだとルッカは直感した。宿主の頭上に座していた仮かり花はなが、はらりと散る。


    　薄汚れた宿主の服も、黒かった髪も、徐々に緑がかっていく。いや、つる草だ。頭の花が生えていた場所からつる草が湧わき出して蛇へびのように伸び、宿主の全身を包んでいく。


    　全身が斑まだらな緑になり、つる草で地面に縫ぬい止められる。すると今度は、伸びたツタが寄り集まって、横たわる体の上に拳げん骨こつを作り始めた。


    　くるりと丸くなった拳骨は、大きなつぼみだった。巾きん着ちやく型にツタが固まっている。


    　つぼみが形を保っていたのは、永遠にも等しい一瞬だった。


    　固く結ばれたつぼみに亀裂が走る。


    　指を固めて手を平板にしたのと同じように、数本ごとのツタが葉として広がっていく。ツタではなく、繊せん維いと言うべきか。


    　中から現れたのは、彼女の頭上に咲いていた花と同じ、橙だいだい色の花弁だった。


    　ゆるやかに解けた花弁が夢む幻げんの如ごとく、花の姿を露あらわにする。広げられた葉と花弁によって、宿主の姿は完全に隠されてしまった。


    　離れたところから見上げるばかりで、花の全体像はわからないが、ルッカが手を広げたくらいに大きな花弁を八枚ほど持っているようだ。花弁は先端が濃く色づき、がくに近くなるほどたおやかな白になった。花の中央には薄紅色のやわらかな房ふさが見える。


    　日の下でいっそう鮮やかなその花は、世界中の光を集めたかのようだ。


    　ただし、花と呼ばれる存在であるのに、花は変化の終点でない。


    　花弁に囲まれた房の部分がざわついた、かと思うと、膨ふくらんだ。


    　赤い房が絡まり合って、はち切れんばかりに弾力を感じる不思議な実になった。


    「種……」


    　思い出したようにドリスが言う。


    「あ、そっか。あれだ。……でも、あそこまで登るのは、無理だよ」


    　そのつもりで宿主は崖に登ったのだろう。滝は切り立っていて、岩いわ棚だなに向けて反そり立っている。二人のような子供でなくても登るのは無理そうだった。


    　何より、そんな無ぶ粋すいなことをする気力は残っていなかった。ただ、この世で最も美しい一幕に酔いしれていたかった。


    　花の真ん中にできた実は、頭の部分を少しだけ開く。


    「わあ……っ！」


    　綿毛が飛んだ。


    　花から生み出されたばかりの綿毛は、銀色にきらめいていた。天高く吹き上げられ、立ち上がっていった銀砂が、風に乗って揺らめき飛んでいく。


    　花が最後の一息を吐き出して、高く高く舞い上がった綿毛は、光るのをやめてすっと空に溶け込んでいく。


    　余韻に浸る間まもなく、高らかに警笛が響いた。


    　どこか遠くで鳴ったその音に反応して、山のあちこちから同じ音がわき上がる。


    　少し遅れて、麓ふもとから滅茶苦茶に鐘かねを打ち鳴らす音が聞こえてきた。


    「軍隊が来てるんだ」


    　軍の駆除特務だ。この国では宿主が人里近くに現れたとき、軍によって駆除が行われる。


    　宿主を捕まえに来た軍隊にも、吹き上げられる種は見えただろう。撤収の合図か、注意を呼びかけたか。おそらく両方か。


    　笛の音に気を取られたわずかな間に花は枯れていた。葉の形をしていたつる草は、力なくばらけて茶色く朽くち果て、美しかった花弁も黒ずんでしおれていた。その下に埋もれて宿主の亡なき[image: ]がらがあるのだろうか。命を燃やし尽くした宿主の。


    　ルッカは、はーっと長い溜ため息いきをつき、輝きを残して消えていった花を見て、名な残ごりを惜しんだ。


    「種、取れなかったね」


    　ドリスは確かめるように、そう呟つぶやいた。意外なほど、どうでもよさそうな口調だった。凄すごいものを見た、という衝撃で、まだ半ば放心しているのだろう。


    「本当の本当に本気で、種を取りに来た？」


    「……わからない」


    　川かわ面もに一枚、萎しおれかけた大きな花弁が浮いていた。ドリスの言葉はその花弁に乗って流れゆく。流れが速くなる辺りで花弁は、くるりと回って川に吸い込まれた。


    　山の中に入ったところで、宿主を探さぐり当てられるとは限らない。運良く行き合えたところで、普通に考えたらこちらが命を落としそうなものだ。


    「もし種が手に入れば……お母さんは助かったかも。でも、どうしていたら種が手に入ったのか、今でもわからない。……そんなうまくいくことって、ないのかもね。全部が全部、一度に解決するなんて」


    「戻ろう。おばさんを放っといちゃ、いけない」


    「うん」


    　ドリスは強くうなずいた。泣いていたのかもしれない。


    　ただならぬ気配を感じたのか、虫の声が少し静かになった山道を、二人は小走りに下った。


    「……なんともないね」


    「何が？」


    「花。もし種がついたら、俺たち人間はすぐ宿主になっちゃうんでしょ」


    　ルッカが言うと、ドリスは自分の体をべたべた触った。


    「そう言えば、そう、だね。全然平気だ」


    　開花を見ている間はすっかり忘れていたが、下へ手たをすれば花にとりつかれていたかもしれないのだ。今になってルッカは身み震ぶるいした。自分やドリスが宿主になったらどうなるか、と考えたら、恐ろしくて。自分は本当にドリスを失いたくないのだと、泣き出しそうなくらいに強く、ルッカは感じた。


    「防花面チチエマスケが効いたのかな」


    「それとも、やっぱり私たち、まだ子供ってコト？」


    　なんだかドリスの言葉が、ルッカは嬉うれしくておかしくてたまらなかった。

  


  
    



    壱　　花と人と


    



    


    一　花散らしのルッカ


    



    　敷き詰められた石いし畳だたみは、ほのかな月明かりすら照り返すほど摩ま耗もうしていた。


    　その上に、何かの部品だったらしい鉄片や、酒の空き瓶びんや、そんなものが落ちている。壁と壁の間、隘あい路ろにはどこかから届く罵ば声せいが反響している。見上げれば、閉じた窓が向かい合う切り通しの遙はるか上、闇やみ色の雲の飛び渡る空があった。


    　果くだ物ものの皮が腐ったような匂いの漂う中、[image: ]さびついたゴミ箱の陰でルッカはうずくまっていた。二十を数える年の割りには小柄な青年だが、注意深く見れば全身、締め固めたようにしなやかな筋肉がついているのがわかるだろう。銀ぎん鼠ねずみ色の双そう眸ぼうが油断なく輝き、辺りに睨にらみをきかせている。短く適当に切られた髪は、鉛なまりのような色を帯びた赤毛で、癖くせが強く、あるかなしかの風が揺らしていく。


    　ルッカは息を殺して、細く長く呼吸をする。冷帯に属する街、ガランは、まだ秋口だと言うのに酷ひどく寒くて、呼吸のたびに喉のどが冷たくひりつくほどだ。泥まみれの茶色い雪が、半ば氷のようになって、道の端に居座っている。


    　やがて、折れ曲がった道の奥から聞こえる音が、ふいに高まる。


    　分厚い外がい套とうの下で、ルッカは短刀の柄を握った。もう片方の手も外套の裏に突っ込んで、薄汚い小瓶を取り出す。


    　親指で栓せんを跳ね上げて、小瓶の中身を一息に飲み干した。


    　舌といい喉といい、小瓶の液体に触れた場所全てが、焼けた火かき棒でも押しつけられたように鋭く痛む。同時に、昂こう揚ようにとても近い疼うずきが総身に満ちていった。


    　そして、痺しびれにも似た感覚が頰ほおに走って、顔にヒビでも入ったような錯覚を覚える。蜜虫を飲むと、赤い葉脈のような模様が顔に浮かんでくるのだ。


    　道を抜ける音がいよいよ近づいてくる。甲かん高だかい足音が一つ、複数人に勘違いしそうなくらい速い足音だが、同じ音が規則的に続いていることから一人とわかる。人間離れした速度で走っているだけだ。


    　こんな走り方をするのは今のルッカのように蜜虫を飲んだ者か、あるいは──。


    　足音が角を曲がり、一つの影が姿を現す。


    　それが何か確認する前にルッカはゴミ箱を蹴けり飛ばしていた。


    　あらかじめレンガを詰め込んでおいたゴミ箱は、普通なら持ち上げるのも難しいだろうが、ルッカが蹴ったゴミ箱は矢のように飛ひ翔しようする。


    　身体強化薬〝蜜虫〟は、ほんの一時、人間の限界を超えた力を手に入れる薬だ。


    　凄すさまじい速度と質量を持っているはずのゴミ箱は、しかし、標的が軽く腕を振っただけで簡単に叩たたき落とされ、重い音を反響させた。


    　ルッカは短刀を抜き放ち、標的に斬りかかる。普通の人間ならいざ知らず、あんな小細工で仕留められる相手とは、最初から思っていない。何しろ相手は宿主だ。


    　必要なのは不意打ちで生じる、一瞬の隙。


    　超重量の不意打ちを軽くあしらったのは、そんな力があるとはとても思えない細身の女だった。癖くせが強い漆しつ黒こくの乱れ髪の間から、怒りと憎しみに燃える目でルッカを睨にらんでいる。


    　そして頭の上に揺れるは、花。


    　肉厚の花弁が凜りんと反そり立つ深ふか紫むらさきの花を頭に生やしていた。


    　凍いてつく夜風を切り裂さいて、ルッカは短刀を前に突き出す。


    　特に武装していない宿主の女は、ルッカの手を狙った。短刀の腹を滑らせるように手を伸ばしてくる。素手で武器に対するなら順当な判断と言えよう。


    　花に寄生された宿主は、蜜虫の使用者ですらかなわない超常的な身体能力を備える。真っ向からやり合っては倒せない。それでも元がただの人なら、窮きゆう地ちに陥ったときの判断をしばしば誤る。つけいるべきはそこだった。


    　短刀を持っていない空いたほうの手を、ルッカは手刀の形に固め、女の鳩みぞ尾おちから斜めにえぐるように叩き込んだ。

  


  [image: ]


  
    　蜜虫によって増大した力のため、大した抵抗もなく、ルッカの手は女の体に潜り込む。あばら骨を砕き、気き管かん支しを引き裂いた手は、心臓を貫つらぬいて背中に抜けた。


    



    　ひゅうひゅうとやかましいのは、街を吹き抜ける風ではなく、倒れ伏した女の呼吸音だ。


    　胸部をぶち抜いた穴から血が流れ出して、女が倒れている下は赤々と染まっている。これだけやられてもなお、女は死なずにいるのだ。


    　──まあ、もうじきだ。


    　花がもたらす超常的な生命力のため、首をはねたところで宿主にとどめは刺せない。致命傷を与えたら、後は命が尽きるのを待つだけだ。ならば、これ以上傷つけないのがせめてもの慈じ悲ひだろう。


    「よう、小僧」


    　声をかけられてルッカは振り向く。最初に女が飛び出してきた道から数人が出てきていた。「ごろつき」とか「ならず者」という言葉に目鼻をつけたような男ばかり数人。手には安っぽい刃物を携たずさえている。


    　一人の例外もなく、その顔には赤い葉脈が浮かんでいる。蜜虫を飲んでいるのだ。


    「仕留めたか。さすが大口叩たたいただけはあるな」


    　髭ひげ面づらの男がにたりと笑う。


    　こいつらが追い込んで、ルッカが仕留める。そんな作戦だった。


    　にやにやと下品な笑いを浮かべているのは報ほう酬しゆうのことを考えているからか。ちょっと武器を持って追い立てただけで仕事が終わり、そして大金が入るのだ。ぼろい[image: ]もうけに頰ほおも緩むというものだろう。


    「こ、の……」


    　文字通りに地を[image: ]はう声が聞こえてきた。女のものだ。


    「薄汚い花狩りベスキユラムめ……金のためなら、どんな、ことでも、するのか。……花が、私の、花が……」


    　──違う。


    　鼓こ動どうが速くなる。


    　──金などいらない。俺は、お前のためにこうしたんだ。


    　理解の言葉を受け取れない悲しみは、ただしんしんと、ルッカの中に降り積もっていく。


    「おい、まだ生きてるじゃねえか！」


    　髭の男が顔を引きつらせ、素すっ頓とん狂きような声を上げた。たしかにこの有様は、普通なら死んだように見えるだろう。


    　苦い物思いを乱されて、ルッカはすわりの悪い溜ため息いきをついた。


    「宿主はそういうモノだ。心配しなくても、しばらく放っておけば死ぬ」


    　騒がれてもしょうがないので説明してやると、男は安あん[image: ]どともなんとも言いがたい下げ卑びた表情を浮かべた。


    「なんだ脅かしやがって。おいコラ化け物、生意気に人間様の言葉で喋しやべってんじゃねえ」


    　言うや男は、さっきまでの恐怖をごまかすように宿主を蹴けり飛ばそうとする。


    　軽く振りかぶって戻ってくる足に、ルッカは黙って短刀を突きつけた。


    　男がかろうじて足を止めたので、短刀の刃は汚い革かわ靴ぐつに穴を開けただけだった。


    「あ？　てめえ何……」


    「やめろ」


    　ルッカは鋭く制した。


    「あんだぁ、その死に損ない側につこうってのか？」


    　男は脅すように凄すごんできたが、すでにルッカは男の構えと身のこなしから実力を測り、どうすれば確実に始末できるか計算する。


    「遠からずこいつは死ぬ。尊厳まで踏みにじる必要があるか」


    　言い放ったルッカは既に間合いを計っていた。


    　あちらは六人。


    　と言っても加勢してこそうな奴はいないが、万一、手を出してきた場合でも対処できるよう動きを読む。さすがにまだ蜜虫の効果は切れないようで、全員の顔に赤い葉脈が走っている。


    　足を取られそうな地面の凹おう凸とつにまで気を配り、周囲の地形を頭に叩たたき込む。


    　宿主の最期を汚けがしたくない。理不尽に宿主にされてしまっただけの彼女を、こうやって冒ぼう瀆とくするなんて。まして、宿主になった結果として訪れた、死の瞬間に際してだ。ルッカにとって、それは許しがたい罪だった。


    　全身を一つの武器となし、油断なく身構える。


    　すると相対する男の側も、ただごとならぬ気配をようやく察したのか、ルッカの様子をうかがい始めた。


    　二人が睨にらみ合い、空気が帯電しているような沈黙が流れた。


    　奴が半歩でも踏み出してくれば行動を開始する。


    　引きしぼられた弓のように、ルッカは、必殺の瞬間を狙っていた。


    　そして、ぴしゃりぴしゃりと音がした。


    　注意をそらされた二人が緊張を解く。


    　張り詰めていた空気は、気のない拍手の音によって、もっとどす黒い何かに塗りつぶされていった。


    「そこまでだ」


    　丁てい寧ねいなようでぞっとするほど深い蔑さげすみを含んだ声だった。男たちのさらに背後から、黒ずくめの服を着た別の男が現れる。


    　印象に乏しい男だった。いや、冷たく異質な雰囲気のために思わず目をそらしてしまい、結果的に理解できない、そんな男だった。


    　何度も会っているが、ルッカはこの黒服の名前を知らない。ルッカは彼を単に『黒服』と呼んでいて、黒服もその呼称に不満はないようだった。


    　とにかく彼が仕事の前線において、全権を握っていることだけはわかっている。


    「死体は一つで十分だ。……これ以上、面倒を起こすな」


    　長身の黒服から見下ろすように睨にらみつけられて、髭ひげの男は不ふ承しよう不ぶ承しようと言った様子で切っ先を下げた。


    「命拾いしたな」


    　命を拾ったのは自分のほうだとも知らず、男は毒づく。


    　黒服がルッカを助けに入ったとでも思っているのだろう。


    　そんな甘い関係ではないとルッカは知っている。ルッカは黒服にとって役に立つ手札だから、相応の[image: ]えさを与えて飼われているにすぎない。


    　どうせ使い捨ての駒だ。蜜虫を飲ませるとは、そういうことだ。黒服の言葉は字じ面づら通りの意味しかないだろう。


    　金で多少腕が立つ奴をかき集め、宿主を殺す尖せん兵ぺいにするのが黒服どものやり方だ。こうして集めた使い捨ての手駒を、黒服たちは鋏プルーナーと呼んでいた。刃こぼれしたら捨てるだけの単なる道具。


    　もっともルッカのような仕事慣れした鋏だと、それなりに使い出があるので、扱いは変わってくる。しかし、それは捨て駒にされないという程度のもので、消耗品扱いされている現実は変わらないのだ。


    「では割り符を配る……報ほう酬しゆうはこれと引き替えだ、受け渡しは追って連絡する」


    　黒服の言葉に男たちは歓声を上げた。労もなく大金を手に入れたのだ、さぞかし嬉うれしいことだろう。下へ手たを打てば宿主に殺されていたことや、蜜虫の副作用が後遺症として体に残ることは、知らないのか気にとめてもいないのか。


    　死肉を喰くらう獣けもののように、鋏たちが黒服に群がり、彼の手から割り符を受け取っていく。


    　他の全員に行き渡ったところで、傍ぼう観かんしていたルッカのところへ黒服がやってきた。


    「お前にも報酬だ」


    　仕事のたびに配られる割り符がルッカの前にも示される。


    　──金のため。


    　宿主の言葉が頭をよぎって、反射的にそれを叩たたき落としそうになる。


    　けれど、思いとどまって、受け取ることにした。無む闇やみに波風を立てる必要はない。金を受け取ろうと受け取るまいと宿主を殺した結果に変わりはないのだから。


    　差し出された割り符を血塗れになったほうの手で受け取った。


    　いや、受け取ろうとした時だ。先ほどルッカに絡んできた髭ひげ面づらの男が平手で制すような手ぶりを見せながら黒服ににじり寄っていった。


    「何だ？」


    「まあ待てや……よう、旦だん那な。あんた、この花から、種を取るんだろ」


    　手にした剣で倒れた宿主を指して、髭男は言った。


    　なれなれしく話しかけられた黒服は眉まゆ一つ動かさず応じる。


    「だったら何だ。お前の仕事ではないだろう」


    「ついでと言っちゃ何だが。その種も、俺によこす気にゃならないかい」


    　黒服は全く表情を変えず、髭男は、赤い葉脈とにやにや笑いを顔に浮かべている。


    「なあ、お前らもどうだよ。報ほう酬しゆうだって大金だけどよ。花の種ってのは、いいクスリのもとになるんだってよ。売れば一生遊んで暮らせるような金になるぜ。どうだ？　一口かまねえか？」


    　髭男はますます笑みを深くして、ルッカや、他の鋏プルーナーたちへ声をかけた。


    　ルッカ以外の鋏たちには、戸と惑まどったような雰囲気が流れる。大金、不気味な黒服、その背後の大きな力、共犯者。いくつもの情報をまとめて処理できるほど上等な頭は持ち合わせていないらしい。まだ事態が飲み込めないような顔で、髭男と黒服を見比べている。


    　ルッカは何も言わなかった。もはや何を言っても無む駄だだろうと思ったから。


    「つまり、私を脅しているわけか」


    「いいや違うぜ」


    　動じない黒服に苛いら立だったように、髭男は吠ほえる。


    「こっちゃあなあ、さっきの蜜虫がまだ残ってんだよ！」


    　言うなり、刃を突き出した髭男が地を蹴けった。


    　脅し取るのではなく、殺して奪っていこうというのだ。


    　次の瞬間髭男はもんどりうって倒れ、黒服の足あし下もとに転がった。


    　いや、転がったのは体だけ。切り落とされた髭面づらが勢いそのままに放物線を描き、赤い飛ひ沫まつを散らしながら闇やみの中へ消えていった。


    　花狩りベスキユラムは危ないところを鋏に任せるが、それは所しよ詮せん、花狩りの人間を万一にも失ったりしないためだ。報酬を割り符で配るのも、検分役である黒服が、少しでも荷物を減らして動きやすくするためなのだ。


    　ルッカのように使える鋏が手元になければ、とどめを刺すのは黒服の役目だったはずだ。


    　丸腰のように見えていたのに、いつの間にか彼の手には、ぎらりと月を映す抜き身がある。


    「……たびたびこういう輩やからが出てくるな、全く」


    　黒服は全く感情のこもらない目で男の体を見下ろし、そいつが摑つかんでいた割り符を回収した。


    　そして、動けずにいた鋏たちを睨にらみつけると、ひらりと手の甲をかざして見せた。どことなく骨張った印象の手には、びっしりと葉脈のような赤い紋様が刻まれていた。


    「最も上等な蜜虫は、顔でなく手足に紋様が浮かぶ。折せつ角かくだから空からっぽの頭で覚えておけ」


    　髭ひげ男の強気は、黒服が蜜虫など使っていないと誤解してのものだったのだろう。


    「それで、あいつと同じ意見の者は他にいるか？」


    「滅めつ相そうもありません！　でございます！」


    　素すっ頓とん狂きような声で一人が叫ぶと、後の者たちも慌あわてて首しゆ肯こうする。目の前であんな死に方をされてなお、欲をかく度胸はないだろう。


    　その様子を見ていた黒服はゆっくりと鼻から息をつく。鼻で笑ったのかもしれなかった。


    　黒服が手を払う仕草をすると、鋏プルーナーたちは蜘く蛛もの子を散らすように、夜や闇あんへ溶けていく。後にはルッカと黒服、首なしの死体が一つと、倒れた宿主だけが残された。


    「見ていくんだろう？」


    　まるでなにごともなかったように、黒服はいつも通りの問いを放つ。


    「ああ」


    　質問でなく確認としての言葉を受け、ルッカは生返事をした。


    　花。


    　いつの頃からかこの世に現れた、人間に寄生する妖よう花か。寄生された宿主は頭から花を咲かせるようになる。


    　頭に咲く花は妖花の本体ではなく、仮かり花はなと呼ばれる。種を飛ばすとき地面に根を張って咲かせる、真しん花かと呼ばれる巨大な花こそ、本当の花だ。


    　妖花は十分な栄養を蓄たくわえたとき、宿主を取り殺して地面に根を下ろし、風に乗せて種子を飛ばす。そして種子は人間に寄生し、新たな宿主を生み出すのだ。


    　その上、恐ろしいことに宿主は、真花を咲かせ種子を放つことこそ己おのれの第一の使命と思うようになり、真花の咲くときが来れば、自らそれに適した場所へ向かう。花に操あやつられているのだ。


    「情けをかけた、つもり？」


    　途切れ途切れに宿主が喋しやべる。


    　命が尽きかけているようだ。


    　情けとは、先ほど足あし蹴げにしようとした男から庇かばったことだろう。


    「俺は……宿主が憎くて殺すんじゃない。宿主を獲物だとも思ってない」


    「……偽善者が」


    　たった一言の呪いの言葉がルッカを打ち据すえた。


    　息が詰まる。首を絞める指の感触まで感じられる。


    　偽善者。最も聞きたくない言葉の一つだった。


    「私から命を……花を奪っておいて、それ以上……もう失うものなど……」


    　──花だ。花が言わせているんだ。


    　そう強く自分に言い聞かせ、頭の中を自分の言葉だけで埋め尽くす。


    　花の命を繋つなぐこと。それが花と、花に操あやつられた宿主にとっての至上命令だから、憎まれるのも必ひつ定ていである。


    　それはルッカにとって酷ひどく悲しいことだった。


    「これは、お前を……お前たち宿主を救うためだ」


    「な……に……」


    　かがみ込んで、目線の高さを近づけて、ルッカは静かに言葉を紡つむいだ。


    「お前がこのまま花を咲かせたら、どうなる？　また多くの宿主が生まれて……そいつらはみんな、花を咲かせるにしても、どこかで殺されるにしても、結局は若くして死ぬことになるんだ。だから、俺は──」


    　言葉を切り、唇くちびるを湿してから、はっきりと届くように告げる。


    「お前を止めたんだよ。そんなことをしないですむように」


    　倒れたまま、宿主の女は震ふるえていた。


    　ただそれは、間違ってもルッカの言葉を聞いて感動に打ち震えているわけではなかった。


    「許、さな……花……私の……花……」


    　怒りのあまり揺れる声で、彼女はただ、恨む。


    　これではルッカは途方に暮れるしかない。


    　これだけ懇こん切せつ丁てい寧ねいに言って聞かせても、花に取り憑つかれた宿主には通じない。


    　継ぐ言葉がないと思ったら、いつしか宿主は永遠の静せい寂じやくに包まれていた。


    　ほっとしてしまう。逃げられたことを喜ぶなんて彼女への冒ぼう瀆とくだとわかっているのに。


    「『許さない』……か」


    　悄しよう然ぜんと呟つぶやく。


    　救えども、救えども、ルッカは恨みだけを背負っていく。


    　──わかってはいるんだ。


    　ルッカの言葉を受け入れるような宿主だったら花など咲かそうとせず、とっくに焼身自殺でもしていただろう。


    　当の宿主に拒絶されようとも、ただルッカは、かつて人間だった頃の彼女たちのため、宿主を狩り続ける。


    　倒れた女の体が震えた。皮ひ膚ふの下でうごめくものがある。花が根を張り巡らせているのだ。


    　黒服は女の体を動かし頭が上を向くようにした。顎あごを出して腹ばいになる姿勢だ。


    　宿主が命を落とせば、時期が来ていなくても花はその場で咲こうとする。これでは弱い種子しか飛ばせないが──そもそもこれほど寒い中では、やっと飛んだものも皆死んでしまうだろうが──花にしてみればせめてもの悪あがきだ。


    　仮かり花はなが散ったかと思うと、仮花の根元だった場所から噴き上がるようにして葉が生えてきた。重なり合って珠たまを包む形に成長し、つぼみを作る。それがすぐにふわりと開く。


    　宿主の上半身に被かぶさる程度の真しん花かが咲いた。


    　花弁に囲まれた中央部、普通ならおしべやめしべがある場所にやわらかな房ふさの塊かたまりがあった。しばらく見ていると、ここから種が生まれ、綿毛が飛んでいく。


    　生育途中で無理矢や理り咲かされた花というのは今ひとつ綺き麗れいでない。


    　ルッカはかつて、一度だけ真花を見たことがある。その美しさは今でもまざまざと思い起こせた。人を惑まどわし破滅へ導く魔性の色香こそ花の本質か。


    　ルッカが埒らちもないことを考えている傍かたわらで、黒服は短剣を抜いた。


    　無造作に房の塊を摑つかみ、房の根元を搔かき出すように断ち切る。


    　種ができつつある状態の実は、クスリ──麻薬の原料になる。ある種の薬品にほんのごくわずかな粉末を混ぜるだけで、上質な麻薬を量産できるのだ。


    　花狩りベスキユラムは宿主を専門に狩る犯罪組織だ。他の組織から依頼を受け、宿主を狙う。


    　これが麻薬組織にいくらで売り渡されるのか、ルッカは知らない。多分、ルッカが手にした報ほう酬しゆうの数十倍……もしかしたら数百倍はするのだろう。だがルッカは、そんなことに興味はなかった。


    



    　宿主の死こそがルッカにとって最大の関心事だった。

  


  
    二　リディ


    



    　暗かった。


    　月も星も、文明の灯ひも届かない無む明みようの闇やみ。黒いだけの世界。


    　それが、ほのかに照らされる。


    　薄ぼんやりと光を放つ道が姿を現した。


    　細い、ただ一人歩けるだけの道。


    　──また、この夢……。


    　蛍ほたるが寄り集まったような道をルッカは歩いた。


    　永遠に代わり映えなく続いていきそうな道だったけれど、やがて道の脇に、人影が現れた。


    　立ち昇る光に下から照らされているのは、黒い髪の上に紫むらさきの花を宿した女。ルッカが殺した宿主だ。


    　道を歩くルッカに気がついた彼女は顔を歪ゆがませる。


    「偽善者」


    　吐き捨てられた言葉、それをルッカは聞くしかない。いつの間にか体が勝手に動いている。足を速めることはできない。引き返すことも、耳を塞ふさぐことも。


    　彼女の先にも、道の脇に影があった。影があった。


    　赤い花。白い花。黄色い花。青い花。色とりどりの花。


    「どうして、こんな酷ひどいこと」


    「私の花を返して！」


    「金の亡もう者じやが」


    「何が宿主のためだ！」


    　恨み言。恨み言。吹きつけるのは恨み言ばかり。


    　いつしか道は輝きをなくし、赤黒くぬめったものになっていた。


    　──もう、聞きたくない……。


    　声が肉をえぐる。恨み言がルッカの臓ぞう腑ふを食いちぎっていく。


    　言葉を発せずルッカを睨にらむだけの宿主もいた。視線がルッカの皮ひ膚ふを焦こがす。


    　行く先に、道が途切れる場所に、倒れ伏した宿主の姿があった。


    　彼女はルッカを罵ののしらない。恨みがましく睨みつけもしない。


    　──ああ、そうだ。


    　彼女の姿を見てルッカは長い息を吐いた。


    　──俺はまだ歩き続けなければならない。


    



    　正午を告げる鐘かねで目を覚ましたルッカは、悪夢の残ざん滓しを払うように軽く柔軟運動をしていた。


    　金鉱の街、ガランでは、鉱山労働者向けの貸し部屋が多い。鉱山開発が始まった時期に集合住宅が次々建てられたのだ。


    　ルッカのねぐらは、そんな部屋の一つだった。


    　突とつ貫かん工事で安く早く造られた建物なので、劣化するのもまた早いらしい。ちょっと大きな地震が来れば間違いなく崩れる。


    　積み上げたレンガを漆しつ喰くいで固めたはずだったものは、剝はげてレンガが剝むき出しになっている。白い漆喰も色がくすんでいた。狭い窓から差し込む日差しまで、なんだか古ぼけた雰囲気を漂わせている。


    　暖だん炉ろが備えつけてあるのが不思議なくらいだが、暖炉なしでガランの冬をしのぐのはさすがに厳しいだろう。もっと上等なところなら、温水を流す配管による暖房設備がある。


    　狭い部屋に粗末な寝台一つ、簡素な棚たな一つ。これは元から部屋にあったもので、それ以上は特に家具もない。天井からは裸電球が吊り下がっていて、寝台の隅には壁に持たせかかるように、最小限の衣類が積み上げられていた。


    　飾り気のかけらもない部屋の中、異彩を放つのは、棚の中身だ。


    　事情を知らぬ者がそれを見たら、[image: ]の粉末ばかりで薬師の棚とでも勘違いしただろう。


    　指で摘つまめるほどの小瓶びんが、芋いもを洗うようにぎっしりとひしめいている。いずれの小瓶も、黒ずんだ粉末がわずかな量だけ入れてあった。


    　前回の仕事で着ていた外がい套とうから、ルッカは小瓶びんを取り出す。蜜虫の空き瓶だ。やはりこちらにも黒ずんだ粉末が入っている。


    　中身は昨夜殺した宿主の種子。本来なら花狩りベスキユラムが回収する種子を、特別に少し分けてもらっている。割り符でもらえる報ほう酬しゆうは半減するが。


    　棚たなにまた一つ、小瓶が増える。


    　ふと、ルッカは瓶を置く手が震ふるえているのに気づいた。


    　軽く痺しびれを感じる掌てのひら。二、三度握って活を入れる。


    「大丈夫だ。俺は、まだ戦える」


    　もたらした救いの数──殺してきた宿主の数と同じそれを数えて、ルッカは呟つぶやいた。


    



    「酒はやめたのか？　ルッカ」


    　飯だけ注文したルッカに、ヒカリゴケ亭の主人は聞いてくる。昼日中から酒を飲むのは本当につい最近までルッカの習慣だった。


    　昼を少し過ぎて落ち着いてきた裏通りの飯屋は、昼の客たちが残していった、食べ物と煙草たばこの匂いが渦巻いていた。空いている椅い子すに荷物を置いたルッカは、机に突っ伏したまま品書きをたぐっている。


    「体でも気ぃつかってんのか？」


    「いや……」


    　体を気遣づかうなんて随分と縁遠い言葉だ。蜜虫に比べれば、酒なんて薬みたいなものだろう。


    「酔うと、酷ひどい夢ばかり見る。だからやめた」


    　見るのは、あの夢だ。しらふなら宿主を殺した夜にしか見ないのに。


    「残念だなあ、上客だったのによ」


    　実際、そう言われるくらいはヒカリゴケ亭の経営に貢こう献けんしてやったはずだ。高い酒から安い酒まで片っ端から飲めるだけ飲んだ。


    　どうしてそんなに金回りがいいのか、なんて聞かれたことはなかった。立地が立地だし客層が客層なので、この店は出どころがやばい金を持った客も結構いそうだ。


    「代わりに牛乳でも出しとくよ」


    「いらん」


    「タダでいい。酷いツラしてんぞ。つまみに煮豆もつけてやる……ああ、いらっしゃい」


    　からり、と乾いた鈴の音がして扉が開く。


    　一陣の涼やかな風が吹き込んで、煙草の匂いを吹き散らした。遅めの食事を取る客がもう一人来たのだろう。ふと、その客を見てルッカはどきりとした。


    　どうして心臓が飛び跳ねたか、思い当たる理由が多すぎてわからなかったが。


    　花を、つまりその宿主を出し抜けに見たからかもしれない。ガランの街は、北方諸国の都市にはありがちなことだが、官かん憲けんが花の駆除に不熱心で、宿主には過ごしやすい街だ。しかしそれでも街中で宿主などそうそう見かけるものではない。


    　花に寄生されているのが、年とし端はもいかない少女だったからかもしれない。珍しくもないのだけれど、やはり痛ましく感じる。


    　だが何より、その少女が常軌を逸して美しかったからかもしれない。


    　そもそも花からして美しい。


    　少女が頭上に頂いただくのは、血潮の色に燃える真しん紅くの仮かり花はなだった。花はいくつも見てきたルッカだが、その中でも彼女に寄生した花は際立っている。


    　大輪の花は、薄くやわらかな真紅の花弁を互い違いに重ねるようにして並べたもので、まさしく燃えたぎる炎の形に花冠を象かたどっていた。目に染しみるほど鮮せん烈れつな赤が、一種異様な存在感を醸かもし出し、白けた北国の風など焼き尽くしてしまう。


    　しかし宿主たる少女も、強烈な印象を持つ花に負けないほど美しい。非現実的な、冒おかしがたい雰囲気と浮遊感を持つ美び貌ぼうだった。


    　少しだけ日焼けした肌は、それでも元の白はく皙せき、新雪のような美しさを容易に想像させる。絵画や石像にしか見ないような整った顔立ちは、怜れい悧りな美貌でありながらも、[image: ]めいた雰囲気と言うよりは童女めいた無む邪じや気きさを感じさせた。かすかに頰ほおにさす、赤みに目を奪われてしまう。


    　そして頭に咲いた花と同じ、炎を思わせる真紅の双そう眸ぼう。曇りのなさすぎるその目は、ある意味で狂気的にすら思える。

  


  [image: ]


  
    　何かの美しさに感動する、なんて感覚がまだ自分に残っていたのかとルッカは驚いた。自分も含めた彼女の周囲全てが突然汚く見えて、急に身だしなみが気になり始める。彼女の美しさの前ではたとえガランの大路だろうと、掃き溜だめに見えてしまいそうだ。


    　なにごとにも構わない調子で、彼女は悠ゆう然ぜんと店に踏み入ってくる。足音が妙に大きく聞こえると思ったら、店にいた誰だれもが動きを止め、息をするのも忘れて彼女に魅み入いっていたのだ。


    　着ているのが薄汚れた旅たび衣ごろもでも、彼女の美しさはいっかな損なわれていない。丈たけの長い褐かつ色しよくの衣で、胸元を帯で締めたようになっているが、この色合いが元々なのか、汚れた結果なのか、ルッカにはよくわからなかった。


    　腰辺りまである栗くり色の巻き毛が歩みに合わせて揺れている。髪の揺らぎ一つでさえ、見逃のがしてはいけないような気分になってくるほどだ。


    　ちょっと店の中を見回した少女は、空いた席などいくらでもあるのに、あろうことかルッカのほうに向かってくる。そこまで来て初めて、彼女が巨大な背負しよい子こを担いでいるのにルッカは気づいた。旅の荷物らしい。店の入り口につっかえそうな大きさの背負子だが、背負子の大きさに比べて荷物は少なかった。


    「隣。いい？」


    　少女はキビキビと、形も血色もいい唇くちびるを動かす。


    　外見とは今ひとつ合致しない気もする、元気で張りのある声だった。


    「……別に構わない」


    　状況を理解できないまま、とりあえずルッカは答えた。


    　ルッカが返事をするやいなや、彼女は背負子を放り出して座る。すると、厨ちゆう房ぼうに引き返しかけていた店の主人が、いそいそとこちらへやって来た。


    「お嬢ちゃん、このへんじゃ見ない顔だね」


    「だったら？」


    「女の子一人で、こんな危ねえ界かい隈わいの店まで来るクソ度胸に感動しただけさ」


    　たしかに女の子が一人で来るような場所ではない。


    　普通の女の子なら、だが。


    　宿主は間違っても普通じゃない。物もの盗とりも人さらいも力ずくでひねり潰つぶせるはずだ。


    　この妖よう花かは、身体強化薬蜜虫に似た成分を分ぶん泌ぴつし、宿主に超常的な力を与える。


    ルッカのような蜜虫使いも、純粋な力比べなら適かなわないほどなのだ。


    　主人としては、その強さに対するおべんちゃらのつもりだったのだろう。こんな寒い土地で種を飛ばす宿主など存在しないために、北方諸国において宿主というモノはあまり認識されておらず、おとぎ話に出てくる戦闘民族か何かのように思われている節ふしがあった。


    　当然、宿主を危険視する向きもある。しかし普通の人間だって、剣や銃を提げて歩いていれば警戒されるだろう。頭に花を付けているというのは、その程度の意味でしかなかった。こんな界かい隈わいの店では、好奇の目こそ向けられても、それ以上は何もないのだ。


    「頭に花の咲いた客が来ても気にしない店は、だいたいこういう場所にあるから。……うん、肉料理の欄にあるものを全部一つずつお願い」


    「ぜ、全部？」


    　少女の注文は、筋骨隆々の鉱山労働者が十人くらい集まって宴会でもするときの量だ。


    　さすがの店主も言葉を失うが、ルッカに驚きはない。


    「なるべく早くね。この子がお腹なかをすかせてるから」


    　少女はちらっと上に目をやった。少女の頭上に揺れる花のことだ。摂取した栄養のほとんどを花が吸い上げるため、宿主は恐ろしい量を食うようになる。


    　宿主の客が初めてではないだろうけれど、この可愛かわいらしい少女が冗談のような注文をしたのは、やはり衝撃的であるらしい。店主ははにかんだような顔で首をかしげただけで、今度こそ厨ちゆう房ぼうに引っ込んだ。後にはルッカと少女が残される。


    「何？」


    　居心地悪そうな、少しむっとした顔で少女がルッカのほうを見てくる。何が起こっているのか考えながら、気がつけばルッカはずっと少女のほうを見つめていたのだ。


    「……綺き麗れいな花だなって、思っただけだよ」


    　ルッカはとっさにそんなことを言っていた。


    　適当な言い訳だったが噓うそではない。彼女の仮かり花はなは形の均整がとれ、色みもよく、おそらくは栄養状態も問題ない。それはルッカでなければわからないほどの微妙な違いだったのかもしれないが、確かなものだった。


    　ルッカの言葉を聞いて少女は、こぼれ落ちそうなくらいに両目を見開いてまじまじとルッカを見つめてくる。そして結局、溜ため息いきをつくように、


    「ふうん」


    　とだけ言ったのだった。


    「どうして俺の隣に？」


    　ルッカは思い切って探さぐりを入れる。少なくとも、この状況で聞いても変に勘かんぐられはしないだろう。


    「今いる客の中では相対的に見て、一番頭がよさそうだから話を聞きたくて」


    「は？」


    　思いがけぬ言葉にルッカは我わが身を省かえりみ、他の客のほうを見回した。


    　ざっと店の中を見回せばお世せ辞じにも頭がよさそうとは言えない顔ぶれだが、はたして彼らと比べてルッカは、抜きんでて学があるように見えるだろうか。皆、少女が気になるらしく、ちらちらとこちらの様子をうかがっている。


    　釈然としないルッカを差しおいて、少女は心持ち声を潜ひそめ、囁ささやく。


    「この子の花弁を売れる場所、知らない？」


    　指差したのは頭上の仮かり花はなだ。


    　仮花は、花弁や葉を毟むしってもすぐに再生する。この花弁や葉は、新鮮なうちに生食すれば蜜虫と同じ身体強化効果があり、成分を抽出して保存がきくよう調合すれば蜜虫を作れる。


    　無秩序に出回れば間違いなく危険な代しろ物もので、当然ながら取引は厳しく取り締まられている。


    　たしかに、こういう場所の酒場ででもなければ聞けない話だろう。まさか太陽の下で聞いて回るわけにもいくまい。


    「専門的に売り買いしてる奴を、二人くらいは知ってる」


    　長いこと花狩りベスキユラムに関わっていれば、花に関わって飯を食う人間に、いくらか心当たりができるものだった。


    　まさしくルッカなら知っていることだけれど、なんでまた彼女はこんなに運良く偶然にも、望む答えを知っている人間に聞いたのだろうか。


    　偶然？　いや、どうだろう。都合が良すぎるか悪すぎる偶然というのは、得てして何らかの必然だ。探さぐりを入れてみる必要くらいはありそうだった。こんな危ない仕事を続けていると、知らない間に厄やつ介かいごとに巻き込まれていることも少なくないものだ。


    　頭の中を仕事に切り替えて、これからの段取りを手早く考える。


    　そして彼女が何か言うより先に、ルッカは掌てのひらを差し出した。


    「いくらくれる？」


    　嫌いやみに聞こえないように、しかし清廉潔白にも見えないようにルッカは気をつけた。


    　少女はルッカの手を見て考えている様子だったが、やがて顔を上げる。


    「即金で買ってくれるなら、売り上げの一割で」


    「後払いか。ま、それでもいいや」


    　手を引っ込めたルッカは笑って言った。


    　本音を言うなら、金など取らなくてもいいが、無償の善意というのはかえって警戒されるものだ。まして少女は脱法行為の相談を持ちかけたのだから、金目当てと思ってもらったほうがやりやすい。第一、花狩りの者だと疑われては、何の意味もない。


    「商談成立ね。あなたに聞いて正解だったみたい」


    「正解かどうかは、その花弁が売れるまでわからないだろ」


    　冗談めかして言ってみる。


    　ルッカは花狩りに通じているのだから、大ハズレだ。野うさぎが自分から虎とらの口に飛びこんできたようなものだ。


    「俺はルッカ。お前は？」


    　名乗ると、ちょっとばかり少女は目をしばたたかせる。何か引っかかることでもあるのか。


    「リディ」


    　ぽつりと、少女は己おのれの名を口にした。


    　言葉に出さず、喉のどの奥で彼女の名を反はん芻すうしてみる。不思議な響きだった。適当に名乗り出したものだろうか。宿主は普通、名前を失っているから。


    　厨ちゆう房ぼうからは、肉の脂あぶらがはねる景気のいい音が聞こえ始めていた。先んじて運ばれてきた牛乳を飲みながら煮豆をつまんでいると、リディも当然のような顔でルッカの前に置かれた煮豆を食べ始めたが、ルッカは特に気にしなかった。


    「この街にはいつ？」


    「ほんのついさっき」


    「そうか、ガランへようこそ。クソ寒いけど宿主には過ごしやすい街だ」


    　ここガランは、まさに今成長している金鉱の街で、仕事を求めて流入する労働者が多い。街には活気があふれ、人が多く、何より余よ所そ者ものが珍しくない。頭に花の生えた奴が多少いても、そこまで気にされないような街だった。


    　調理に時間がかからないものから順に料理が運ばれてきて、ここで二人の会話は途切れる。


    　魚ぎよ介かい汁にパンを浸して食べるルッカの傍かたわらで、リディは、串焼きや煮込みなど様々な調理された肉類を信じられない勢いで平らげた。五人掛けの食卓ほぼ全体に、リディの注文した料理が並んでいた。


    　食事をしていると言うより、栄養を摂取していると言ったほうが、多分近い。味わう暇ひまさえもったいないという勢いで、彼女は料理を平らげていく。宿主らしい食事風景だ。


    　ルッカはこれを見るのが少し苦手だった。宿主がものを食う姿を見ると、手の中に、幼い頃の生々しい感触が蘇よみがえってくる。


    　かすかに、手が震ふるえる。それでもルッカは、努めて平静を装い食べ続けた。そうして、気がつけばいつの間にか食べ終わっていたけれど、ルッカは自分が何を食べたのかさえ記憶が曖あい昧まいだった。


    　下働きの少年が皿を片づけに来たので、二人は金を払った。リディはあり合わせの布で作ったような財さい布ふから銀貨を出して払っていた。


    「こんな店でもちょっと高いのね、都会は」


    「どこの店でもあれだけ食えばそれなりの出費だろうよ」


    「仕方ないでしょ。この子のためだもの」


    　どこか誇らしげにリディは言い切る。


    「花が大事か？」


    「もちろん！」


    「だろうな……」


    　誇らしげで嬉うれしげなリディを見て、苦いものが喉までこみ上げてきた。溜ため息いきをつくのはなんとかこらえた。彼女に返した笑いが引きつっていないか心配だった。


    　花が咲けば結果として自分が死ぬことも、新たな感染者が生まれてしまうことも、彼女は知っているはず。それでも彼女は花が、大事なのだと言ったわけだ。


    　開花に適した地方の国は宿主の駆除に血道を上げている。感染が拡大してはたまらないからだ。逆に北方の国々においては、どういった作用か、妖よう花かの種は寒気に晒さらされると死んでしまうので、特に危機感もなく、宿主対策もおざなりだ。


    　だから、この辺りの国では宿主をよく見かける。彼ら彼女らは、花を咲かせるそのときまで北で時間を過ごす。


    　そして、花狩りベスキユラムはそんな宿主を狙うのだった。


    



    　ヒカリゴケ亭からさして離れていない一つの通り。


    　道を折れて通りに入るなり、異様な雰囲気が漂う。店が連なっているのに昼間から人影がまばらで、数少ない通行人も目つきが鋭く、油断のない物腰である。


    　しかしリディに動じた様子はない。


    　そこは一見、ただちょっとした店が並ぶだけの短い通りだ。すぐまた別の通りに突き当たる。


    　石を組んだ堅けん牢ろうな建物の隙間、申し訳程度に舗装された道がある。


    「右側三軒目の古道具屋。仮かり花はな丸出しで入れば、何も言わなくても通じるよ」


    「わかった」


    　ここに来るまでも、リディは仮花を晒して歩いていた。


    　宿主だからと言って即座に殺されはしないけれど、宿主だからと色眼鏡で見られる事はあるわけで、そのために厄やつ介かいごとが降ってくる可能性もある。用心するなら花を隠す所だ。


    　彼女が花を隠さずに居るのは自信の表れなのか、はたまた過信か。


    　リディは花を揺らして歩いて行った。そして三歩目で振り返る。


    「来ないの？」


    「行かないほうがいい。……俺がいると買い叩たたかれる。ああ、くれぐれも俺の名前は出すなよ」


    　そう言うとちょっと変な顔をしたけれど、それっきりリディは行ってしまった。


    　通りに並ぶ店は雑貨屋であったり古道具屋であったりと、一見それ自体は普通の店である。どれも表向き普通の商売をしながら来るべき客が来たときだけ商売を替える店だ。ここは言わば犯罪商店街。


    　三軒目の古道具屋は蜜虫と、その材料──すなわち、摘み立ての仮花の仲なか買がい人にんだ。特定の組織には所属していないが花狩りと繋つながりがあって、鋏プルーナーが花狩りに逆らえないのを利用して鋏相手にはあこぎな商売をしてくる。鋏は所しよ詮せん花狩りに使われているだけで花狩りの仲間とは見なされていないのだ。


    　もっとも、ルッカがリディを一人で行かせた理由はまた別なのだが。


    　リディが古道具屋に消えたのを確認すると、ルッカはすぐに動いた。滑り込むように、すぐ近くの雑貨屋に飛び込む。狭い店内は左右の壁が棚たなになって雑貨が並んでいた。


    　正面にしわくちゃの老人が一人座っている。老人はルッカに挨あい拶さつもせず、底光りのする目でぎろりと睨にらんだだけだった。


    「頼む。古道具屋に入った奴だ。話は花狩りベスキユラムへ上げてくれ」


    　老人は微動だにしなかったが、彼はいつもこんな調子だ。ルッカは言うだけ言って店を出る。


    　こちらは情報屋だ。


    　いつ見ても店の奥に座っているだけなのに、街で交わされる言葉の半分くらいを彼は知っている。残りの半分も依頼があれば大抵調べ上げてくれる。そして花狩りも顧客だった。


    　これでリディは目をつけられた。


    　蜜虫と仮かり花はなの仲なか買がい人にんは他にも知っているけれど、あえてここへ来たのは、ついでに情報屋に飛び込めるからだった。


    　静かに店の戸を閉めて外に出たルッカは大きく息をつく。


    　忘れていた寒さを急に感じて、外がい套とうの胸元をかき寄せた。


    　二度、三度と呼吸をするうちに、こらえようもない震ふるえが体の奥から上ってきた。ルッカは寒くて震えているのか喜びに打ち震えているのかわからなかった。


    　抱かかえこんだ肩に爪を立てて、全身を駆け抜ける冷たい昂こう揚ように耐える。


    　──さあ、狩りの始まりだ。


    　決して、夜の街を駆け宿主の命を摘むばかりが仕事ではないのだ。身辺を調査し、行動を読む。それでこそ最適な場所で罠わなにかけられる。


    　本来は鋏プルーナーの仕事などではないのだが、ルッカは自主的に協力している。


    　何よりも、ただ命令に従って宿主を狩るのでは、ただ命を奪っただけだ。


    　人となりを知り、可能ならば過去も調べ上げ、その上で狩るからこそ、宿主に与えた救いを実感できる。戦いの場で初めて会うのでは、心を移す暇ひまもなく、害獣の駆除と変わらない。


    　ルッカがほくそ笑んでいると古道具屋の戸を押し開けてリディが出てくる。すぐにルッカは居住まいを正した。


    　彼女の頭上から宿主の証あかしたる仮花が丸ごと失われていた。どうやら葉まで売ったらしい。


    　相変わらずリディは、子供でもわかる剣けん呑のんな雰囲気をものともしない様子で、仮花がなくなっていても、その堂々とした態度のため、ただの少女には見えない。


    　どこかリディには場馴なれした雰囲気があった。街に着いてすぐ仮花を売り、当座の金を手に入れる、このやり方にしたって妙に……宿主として生きることに慣れている。


    　こうした宿主は厄やつ介かいだ。平然と策を見抜いてくるような所がある。しかし、だからこそルッカにとっては、腕の見せ所でもある。


    　──自分でなければ彼女は救えない。


    　そう思えば、自然と気持ちが奮い立つ。


    「売れたか」


    「うん」


    　リディは素そっ気けない返事をすると、あらかじめ取り分けていたらしい硬貨を手渡してきた。仮かり花はなの大きさと買い取りの相場から概がい算さんすると、概おおむね一割に間違いない。


    「へい、毎度あり」


    「頭がスースーするわ」


    　仮花があった場所を撫なでて、ほんのちょっとだけ無念そうに溜ため息いきをつく。


    　珍しい宿主だな、と、ルッカは単純な感想を抱いだく。宿主は何より花のために行動するというのに、仮花を切ることには意外と頓とん着ちやくしないのが普通だ。


    　仮花と呼ばれるこの器官が、花にとってどんな意味を持つのかはわからない。しかし、少なくとも宿主にとって、仮花は守らなくてよいものであるらしかった。いずれにせよ、切ったところで数時間で再生する。


    「すぐ元に戻るさ」


    「う、うん。そうだけど、えっと、その。そうね」


    　慰めるつもりでルッカが声をかけると、リディはなぜか面食らった様子で、へどもどして言葉尻じりを濁した。


    「リディはこれからどうするんだ？」


    　謝礼を受け取ったのだから、そのまま別れることになってしまうかもしれない。少しでも情報を仕入れようと、ルッカはリディが何か言い出す前に質問をぶつけた。


    　するとリディはルッカをまじまじと見て、虚こ空くうに視線をさまよわせて、それからもう一度ルッカを見た。栗くり色の艶つややかな巻き毛がざわりと揺れた。


    「宿ね。宿を探さないと。訳ありの客を黙って受け容いれるような宿……知らない？」


    　巧妙に隠れても、どうせ花狩りベスキユラムや類似の組織はどこからか嗅かぎつけてくるものだが、快適さという面では重要だった。宿主の知識が一般的でない北方においても、その異常な強さは知られているし、何せ宿主は誰だれも彼も流る民みんだ。


    　開花の脅きよう威いがない北方で、宿主が即座に殺されることはそうそうない。しかし、人とは異なる容姿、能力、身分。これだけ[image: ]そろえば差別の対象として十分すぎる。その強さのために真っ向から攻撃されることは稀まれだが、どうしても警戒と嫌けん悪おがつきまとう。だから薄暗く、薄汚い界かい隈わいのほうが居心地良く過ごせるわけだ。


    「そうだな。宿屋じゃなくていいなら心当たりはある」


    　ルッカの答えにリディがほんの一瞬、口元をほころばせた。


    　どこか違和感のある笑みだった。求めるモノに首尾よく巡り会った幸運とはどこか違う。読みを当てたような、見透かしたような笑いだ。


    「差し支つかえなければ教えてちょうだい」


    「すぐ近くだ。案内するよ」


    「まさか、あなたの家？」


    　ずっこけそうになった。


    　しかしたしかにルッカの言葉は、何か下心を隠したようにも受け取れる。


    　リディは全くもって涼しい顔だ。


    「いいわよ？　体売るくらい。ちゃんと宿が用意されてるなら、ね」


    　どうも冗談ではなくリディは大まじめのようだ。


    「……違うっての」


    「ふーん、男どもときたらどうにかして私を押し倒そうとするのに。奇き特とくな人もいるのね」


    　ルッカは唸うなるしかなかった。


    　たしかにリディの器量ときたら、野郎どもの劣れつ情じように火を点つけるには十分だ。


    　所しよ詮せん宿主の体は花の道具だ。花のためであるのなら、リディが言う通り、体を売るなどなんでもないのだろう。


    　普通なら、この年の少女が口にする台詞せりふではない。だけどリディは宿主だから。これが宿主の生き方なのだ。


    「ついてきてくれ」


    　こつこつと石いし畳だたみを鳴らしルッカは歩き出す。足音がすぐに追いついてきた。


    　迷路のような路地を抜けると、建物の隙間から大通りに出る。


    　石造りの頑がん健けんな建物が左右に並ぶ、灰色の大路。ガランはたしかに寒いが乾いた風の吹く土地で、雪の日はそれほど多くない。物もの陰かげにところどころ、白いものが居座っている程度だ。


    　通りはそこそこ賑にぎわっていた。道行く人々はほとんどが分厚い外がい套とうを羽は織おり、暖かそうな帽ぼう子しを被かぶる者もいる。


    　人間が帽子を被る街は、つまり今リディがしているように、宿主が仮かり花はなも隠さずに出歩ける街でもある。


    　ルッカはどうも、いまだ、帽子という奴に慣れられない。十の年まで南方で育ったルッカは、その間、帽子なんて一度も被ったことがなかったからだ。宿主への危機感が強い南方では、仮花を隠した宿主が紛れ込まないよう被りもの自体が嫌われる傾向にある。どうしても必要な場合は、できるだけ頭の形が出るような帽子に限られている。


    　頭にぴったりとはまる帽子なら、宿主には被れないからだ。


    　声と足音が交錯し、低くこもった熱気が時折吹く風に散らされていく。


    　底抜けに青い空を見上げて気を取り直し、ルッカは仕事の続きに取りかかった。


    「どうしてこの街に？　どこかへ行く途中か？」


    　最大の関心事をルッカは聞いておく。


    　動向を、目的を摑つかんでおかなければならない。特に、街を出る予定があるかを。


    　はぐらかされるかもしれないと思ったが、気にした様子もなくリディは答えた。


    「人捜し。捜してる人がこの街にいるらしくってね。……あ、おじさん、これちょうだい」


    　最後はルッカでない誰だれかへ向けられた言葉。


    　振り向くと道の脇の屋台をリディが覗のぞいて、平たいパンに焼いた魚をくるんだものを買っていた。受け取るとすぐさまリディはかぶりつく。それは小さな口の中へ、吸い込まれるように消えていった。


    「人捜しね。手がかりは？」


    「あると言えばあるし、ないと言えばない。……お姉さん、これ五つ」


    　ルッカが一瞬目を離した隙に、リディは揚げ饅まん頭じゆうの籠かごを持った女に金を払っていた。


    「よく食うなあ」


    　あれだけ食べた後なのに凄すさまじいばかりの食欲だ。そうして食べ続けなければならない生き物だとわかっていても、時々、唖あ然ぜんとさせられる。


    「物を食べると、仮かり花はなが早く戻るのよ。あなたも一ついかが？」


    「はあ、どうも」


    　なぜか突然お裾すそ分わけにあずかった。


    　渡された狐きつね色の物体は、冷たい風の中で少しだけ温かい。


    　──こんなものが売られていたのか。


    　ふと気がついて、小麦粉の塊かたまりをルッカは眺めた。数年ガランに住み着いてるルッカより、ついさっきガランの街にたどり着いたリディのほうが早く、この揚げ饅頭を発見したのだった。


    　揚げ饅頭は一口で飲み込むにはやや大きく、ルッカは半分ほどかじり取る。安い油の匂いが弾けた。中には刻んだ野菜と少しの肉が詰まっていて、肉汁を吸った野菜に旨うまみがあった。


    　リディは口いっぱいに饅頭を頰ほお張り、旨そうに食べている。必要な栄養は昼食で摂取し終わったのか。食べる義務から解放された今のリディは、きっと、好きな物を食べているだけだ。


    　食い物に味があるということを、ルッカは今まで忘れていた気がする。作業的に飯を食っていたのは、はて、宿主か、ルッカか。


    　もしかしたら、とルッカは思う。


    　──もしかしたら俺はリディよりも宿主に近いのかもしれない。


    　人間であることを捨ててただ一つの目的のために生きる、人ならざる化け物……。


    　頭に花なんか生やさなくても人間であることはやめられるのだろう。


    　揚げ饅頭を全部食べ終わったリディが、油のついた細い指を舐なめていた。

  


  
    三　宿主の宿


    



    　この国は国教を、唯一神ウヤをあがめるウヤ教に定めている。


    　たとえ科学的事実でさえ、聖典と教会には逆らえない。……と、言うのも今は昔の話で、産業や市民文化の発展と反比例し、教会思想の絶対性は薄れてきていた。


    　それでもいまだ絶大な力を持つ教会は、その財力の半分くらいで高僧たちを肥こえ太らせ、残りの半分くらいを人々への施ほどこしに充あてている。


    　最たるものは教会によって運営される施せ療りよう院いんだ。病人は貧しくとも医者にかかれる。


    　遙はるか南方にあるルッカの故国では、医者になどそうそうかかっていられるものではなかったから、最初にこうした施療院のことを知ったときは衝撃的だった。代わりにきっと、この国にはこの国の悩みがあるのだろうけれど。


    「……あんた何者？」


    　たっぷり時間をかけてリディはそれだけ言った。


    　気品すら感じられるほど悠ゆう然ぜんとしていた彼女が、大きな目をまん丸く見開いて驚きを表現している。


    　無理もない。ルッカが示した宿の『心当たり』とは、ウヤ教の施療院だったのだから。


    　しかもルッカは、たびたび大口の寄付をする後援者として下にも置かない扱いを受ける。顔を出すなり院長が飛んでくるし、部屋を一つ用立ててほしいと言えばすぐだった。


    「さあ。俺は何者なんだろうな」


    　病的なくらい徹底的に掃除がなされた、塵ちり一つない部屋。そこを見回してルッカは溜ため息いきをつく。はぐらかしたというよりも正直な感想だった。


    　ルッカのねぐらより広い個室は、病室と呼ぶより旅館の一室だ。詰めれば二人くらい寝られそうな大きな寝台と鏡台、磨すりガラスで電球を包んだ照明。三人くらいが一緒に食事を取れそうな円卓の周りに、椅い子すが三つ置かれている。ガラスを入れた大きな窓からは日中の光がやわらかく流入し、炙あぶられた床から木材の匂いが立っていた。


    　一般の患者は寝台が並んだ大部屋で寝させられる。ここは特別な入院者に割り当てられる部屋であった。


    「お気に召しましたかな」


    　二人を案内した僧服姿の男は、ひょうきんな仕草で手を広げて見せた。


    　彼は名をモーリーと言う。


    　僧服は藍あいに近い黒の簡素なもの。ウヤ教の聖職者にとって一般的な服装だ。ただ、左胸に金糸で縫ぬい取られた図案は、彼が高位にあることを示している。


    　好こう々こう爺や然とした人物で、いつ見ても皺しわの深い顔に物静かな笑みをたたえている。白しら髪が頭は寂しくなっていたが、代わりに髭ひげを蓄たくわえていた。


    　モーリーがどんな立場なのか、実はルッカはよく知らない。ただ、この施せ療りよう院いんの責任者を含め、ガランの街ではいくつもの要職を抱かかえているそうだ。


    「恩に着るよ」


    「なんの。こちらこそ、これだけでは恩を返しきれません」


    　人の良さそうな笑顔の奥で灰色の双そう眸ぼうが光っていた。モーリーはちらりとリディを見る。


    　リディの頭の上、先ほどまで仮かり花はながあった場所には、早くも瑞みず々みずしい双ふた葉ばが芽生えていた。


    　知識層たる教会のお偉いさんが宿主の生態を知らぬ道理はない。


    　わかっていて、それでも金のために受け容いれると。


    「特段配慮を要することなどはありますか？」


    　ものわかりのいいことだ。


    「そうだな……気をつけることとして、口の堅い奴一人を当番に決めてそいつ以外近づけないこと。食事は日に三度、味はどうでもいいから肉などを中心に七人前程度出すこと。後は──」


    「窓から出入りしても文句言わないこと」


    　唐とう突とつにリディが口を挟はさむ。


    「「はい？」」


    　男二人は[image: ]そろって素すっ頓とん狂きような返事をした。


    　リディは窓を開けて外を見ているところだった。


    　この部屋は三階だ。窓の外には隣家の屋根がある。


    「廊ろう下かを歩いて出入りしてたら目立つから」


    　人目につかないならそのほうが好ましいのは確かだ。


    　屋根や三階の窓まで跳び上がるくらい宿主には軽いものだ。ルッカはそれをわかっているから、窓からの出入り自体には異論を差し挟まないし、モーリーもやはりそうだった。


    「では、その通りにしましょう」


    　ただ深くうなずく。


    　そしてモーリーはそのまま出て行こうとするので、ルッカは慌あわてて後を追う。


    「俺はちょっと院長殿と話がある。……すぐ戻るから、荷物の整理でもしててくれ」


    　部屋からの出際に言いおくと、リディの返事も待たずにルッカは部屋を出た。


    



    　体がとろけて消えてしまいそうなくらい眩まぶしい光の下。


    　風と、街の声が少しだけ遠い。


    　施療院の中庭は、堅けん牢ろうな石組みの建物に囲まれた、小さな庭園だった。建物から張り出した屋根つきの回かい廊ろうが箱庭を囲んでいる。


    　短く刈られた適当な草が生い茂り、申し訳程度の花壇が隅のほうにある。


    　庭園にいるのはルッカたちだけ。ちょうどよく人がいなかった。


    　ごつごつした石壁をルッカは見るともなしに見ている。窓がいくつもいくつもあって。その向こうには病床がいくつもあるのだ。


    「ルッカさん。先日もご寄付を賜たまわりましたそうで、誠にありがとうございます」


    「何度も言うが、礼はいらない。俺の手元にあったんじゃ金が不幸になる」


    　穏やかに微ほほ笑えんでモーリーが礼を述べる。素直に『毎度あり』と言えばいいのに。


    　ルッカは仕事で得た報ほう酬しゆうのほとんどをこの施せ療りよう院いんへ寄付していた。合わせていくらになったかルッカは覚えていないが、部屋一つ用意するくらい、代価としては安すぎるくらいだ。


    「はて、相変わらず不思議なお方だ」


    　無む邪じや気きに面白がるような声が返った。


    「教会に貢みついでる奴なんて、俺の他にもいくらだっているだろ？」


    　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思っているのを隠しもせず、ルッカは言い捨てる。


    　意地悪い言い方をしたルッカの言葉にもモーリーが動じた様子はなかった。


    「その通り。救いを求める方々のご寄付によって、我われ々われは日々神の道を説とき、また恵まれない人々に施ほどこすこともできる。現世でウヤ様の教えを広め、実行するには、どうしても先立つものが必要なのです。それをいただく代価として、我らはウヤ様の御お許もとへ至る道を示すのです」


    　歌うように、けれどどこか、笑いをこらえるように。


    　口のうまい男だ。きっと、ウヤ教を信じる人々は皆彼の説教で、感動に打ち震ふるえるのだろう。


    「しかし、ルッカさん。あなたはウヤ様を信じておられぬ。ウヤ様におすがりしようとお考えのようにも見えませぬ」


    「わかるか」


    「わかりますとも」


    　自信に満ちた口調だった。


    　ルッカは感心する。教会でこれだけ出世するのだ、とぼけた木ぼく訥とつな神父だと思ったことは一度もないけれど、穏やかな笑顔が急に得体の知れないものに思えてきた。


    「あれだけの額をどうやって手に入れておられるのか……なぜ、投げ捨てるように私どもに下さるのか……お聞きしても？」


    　控えめな質問にルッカは首を振る。まさか優良顧客を官かん憲けんに突き出すようなまねはしないだろうが、どこから話が漏れるかわからない。仕事が続けられなくなるのは何より困る。


    　ちょっと考えて、モーリーは質問を変える。


    「ルッカさん。あなたは何を求めてここへいらっしゃったのですか？」


    「金を捨てるのにちょうどいい場所が他に見あたらなかっただけだよ」


    　ルッカは軽口ではぐらかした。もしかしたら捨て鉢気味に聞こえたかも知れない。


    　いつどこでのたれ死ぬかわからず、仮に一時、死を免まぬがれたとしても長く生きてはいられない身の上だ。財産を築く気になどなれず、さりとて、金の使い道など思い浮かばない。


    　施せ療りよう院いん、という場所を選んだ気持ちは、どこかに贖しよく罪ざいを意図したものがないとは言い切れなかった。もしあのとき、こんなものがあったら、という気持ち。


    　──ドリスは宿主を探そうなんて思わなかったんじゃないだろうか。


    　わかってはいる。施療院に貢みつげばたしかに、モーリーたちはさらに手を広げて、多くの人々を救うだろう。しかしそれは、宗教さえ違う遠い南の国まで、ましてや過去にまで届くことは、ありえない。


    　それでもただ、金を渡すなら他よりはマシかと、それだけだった。


    「それはそれは……あなたが私の施療院を見み初そめてくださったこと、ウヤ様に感謝せねばなりますまい」


    　結局の所、彼にとって関心があるのは、見返りを期待されているのか否かだけらしい。


    　煮ても焼いても食えないくそじじいの顔をモーリーは最後に覗のぞかせた。


    「とにかく。あいつに余計なことを話さんでくれよ」


    「話すも何も、私は語れるほど多くのことを知りません」


    「どうだか」


    　はぐらかすような返答を、ルッカは承諾と受け取った。


    



    　モーリーに釘を刺した後、灰色の石から削り出したような無ぶ骨こつな階段を上りながら、ルッカは考えを巡らせていた。


    　施療院への寄付について、リディへの言い訳も用意しておかなければなるまい。


    　宿主を捕まえておく役回りは、何より標的に怪しまれてはいけない。


    　──順当なのは……お遣いとして金を持ってきただけ、ってところかな。


    　どこか犯罪組織の使いっ走りと。まあ現実と大して違わないけれど。


    　実際、最初にルッカが金を持ってきたときは、モーリーもそれを疑ったようだった。資金洗浄の手段として教会への寄付はありふれたものだったからだ。この国では教会の力が強すぎて、少々怪しい金でも、教会が受け取ると言えば出どころを追及するのが難しい。そして、その金は教会がなんのかんの理由をつけて浪費し、綺き麗れいな金として寄付者に戻ってくるのだった。手数料を差し引いて。


    　──もし聞かれたら、これでいくか。


    　言い訳の台本を確認しながら、借りた部屋の扉を叩たたく。


    「入っていいか？」


    「いいよー」


    　すぐに返事があったので、ルッカは入室した。


    　するとリディが脱いでいた。


    　割り板を並べた床の上に旅たび衣ごろもがぞんざいに脱ぎ捨てられ、彼女は胸から太ふと股もも辺りまでを覆おおう下着一枚きりの姿になっていた。


    　露あらわになったリディの肢し体たいは未成熟ながら女のそれで、裸身を隠す一枚きりの布地は流りゆう麗れいな曲線を描いていた。


    　細い手足は柳のようにしなやかで、美術品のように美しい。


    「話はもう終わったの？」


    「終わったよ」


    　リディは特に気にもせず話しかけてくる。それどころか近寄ってくる。


    　普通なら、服を着るまで待つよう止められる場面だ。


    　ひるみそうになったが、ルッカは平静を取り繕つくろった。


    　──もう『女』ではないからな。


    　自分に言い聞かせるかのように、ルッカはそう、思う。


    　宿主になった時点で人ではなくなる。人として子を成す機能も喪うしなわれる。自然、価値観も変わってくるのだろう。


    　だから宿主をよく知るルッカは、リディを『女』として見ない。女性型をしたモノに反応するのは悲しい本能だが、リディが言うように押し倒す気にはなりそうもなかった。


    　平然と返事をし、さしたる感かん慨がいもなく下着姿のリディを見る。リディはかすかに首をかしげていたけれど、急に身を翻ひるがえし、小さな体を寝台に投げ出した。長い髪がふわりと被かぶさって体を隠す。うねった巻き毛の隙間からところどころ、白い布地がのぞいていた。

  


  [image: ]


  
    「あー……久しぶりのちゃんとした寝床……」


    　陶とう然ぜんとした声を上げて彼女は枕に頰ほおずりする。


    　枕の世界に旅立ってしまったリディに取り残され、ルッカは立ち尽くすしかない。しばし、寝台が軋きしむだけの静かな時間があった。


    　そして突然ルッカのほうへ振り向く。


    「恥ずかしがるなり気まずそうにするなり、それなりの反応ってあるんじゃないの？」


    「いや、まあ」


    　曖あい昧まいに言葉を濁しながらも、何なのだこの状況は、という思いがこみ上げてくる。


    　彼女の行いにはルッカの反応を試すようなところがあった。


    　うまい話には裏がある。宿主は官かん憲けんに頼るわけにもいかないので、自分で身を守る必要がある。慎重になるのも必然だ。とすればわざと動揺させるようなまねをして、ルッカの狙いを見定めているのか。


    　または、裏があるのはリディのほうか。


    「それよりさっきの話。続きを聞かせてくれないかな。人捜しって言うけど──」


    「先にこっちから質問していいかしら。この素敵なおもてなしと引き替えに、私は何をさせられるの？」


    　寝台に転がったままリディが問う。


    　──怪け訝げんに思ってはいても、まだ怪しんではいない。納得できる答えを返せれば十分だ。


    　気取られないよう小さく息を吐き、肩の力を抜いてからルッカは喋しやべり始める。


    「無茶なことは言わないさ。花弁を……そうだな、日に半分でいい。一輪の半分。出してくれれば、それで宿代にしてやろう」


    「ああ、あなたは宿主を飼うのね」


    　リディは見透かしたような笑い方をした。


    　蜜虫を扱う連中は花狩りベスキユラムと比べれば、表の世界に近いところで商売をしている。


    　蜜虫に手を出すのは犯罪組織だけではない。ひたすらに強さを求めなければならない軍隊は当然のこと、蜜虫を使った犯罪に対するにも蜜虫がいる。要は表の世界にも蜜虫の需要があるのだ。


    　特に公的機関は蜜虫の安定供給を望んでいるし、出どころが裏社会でない綺き麗れいな蜜虫を求めてきた。が、問題になるのは、乳牛を飼育するように宿主を飼うのは、少なくとも表の世界では困難極まるということだった。


    　宿主を飼うつもりなら、食べ物と安全な環境を保証してやるだけでいい。


    　問題は、やがて花が咲くことだ。もし表の世界で宿主を飼うなら、花が咲く前に絶対に処分すると保証しなければならないだろう。それは二重に不可能だ。飼われている宿主はみすみす処分されてやる義理などないし、猛獣より危険な宿主を思い通りに飼育するなどそうそうできることじゃない。


    　かつてどこぞの実業家が宿主を集めて、危ないからやめろと国中から非難を浴び、国主導で宿主を育てた東の王国は、花に悩まされる南の国々と深刻な外交対立を招き、戦争に発展したという話も聞く。それでいて戦争には両者とも蜜虫を用いたのだからお笑いだ。


    　いつしか官かん憲けんの側は、蜜虫を扱う連中を適度に締め上げつつも黙認するという奇妙な均きん衡こうを築いていた。


    　結局のところ、そこから蜜虫を調達するのが一番安くつくのだ。宿主の扱いについて責任を負わなくてすむのだから。


    「そうだ。お前が街にいる間、小こ遣づかい稼ぎをさせてもらう」


    　ルッカは戦いの中でじりじりと間合いを計るように、慎重に言葉を紡つむいだ。


    「質問には答えたぞ。今度はそっちの番だ」


    「そうねえ……」


    　彼女は考え込むと言うより、悪いた戯ずらを考えている子供みたいな顔をしていた。


    「人捜しは人捜し。人じゃなく宿主だけど。この街にいると聞いたの」


    「知り合いか？」


    「違うわ」


    「じゃあ、恨みがある相手？」


    「それも違う。偶然[image: ]うわさを聞いただけの、完全な赤の他人」


    　ここでルッカは、何かが変だと思い始めた。


    　宿主の行動としても変だけれど、人間の行動としてもおかしい。


    「赤の他人を捜して、どうしようってんだ」


    「どうとも。ただ私は足跡を[image: ]たどって、調べるだけだもの」


    　[image: ]かけめいた言葉だった。どうも話が見えない。考えているルッカを、愉ゆ快かいそうにリディは見ていた。


    「縁もゆかりもない赤の他人を追いかけてる？」


    「そーよ。その生まれから今に至るまで、ね」


    　──生まれから。


    　リディの口調はさらっとして、特に重要な部分だとは思っていない様子だった。


    　しかし、ルッカの血を沸わき立たせるには十分だった。


    　平静を装うにはかなりの労力を要した。鋼線で肺を締め上げられているように胸が苦しく、痛い。呼吸を乱さないようにするのが精一杯だった。耳元から鼓こ動どうが聞こえる。


    　生まれから、との言葉が宿主にとってどれだけ重いか。


    　一般人にはどうでもいいことだからなのかあまり知られていないが、花には一つ性質がある。


    　宿主となった人間は、その時点で全ての記憶を失う。


    　それまでの人生で得た知識や技術は覚えているのに、自分がどこの誰だれで周りにどんな人間がいたか、すっかり忘れてしまうのだ。


    　……花にとっては実に都合がいい。肉親の情とは時に、何ものにも勝る強きよう靱じんな鎖となる。記憶を消してしまえば情にほだされることなく、花の思う通りに動かせるのだ。もはや姿が同じだけの別人だ。


    「……何のために他人の人生なんか追いかけてるんだ？」


    「趣味よ。暇ひまつぶしみたいなもの。これでもう四人目になるわ」


    　あっけらかんと言い放つリディに拍子抜けする。


    　外ほかならぬリディ自身にも宿主になる前の──本物のリディが存在したはずなのに。いや、だからこそか。宿主になる前のことなどなんでもないような扱いだ。


    　少しだけ不ふ愉ゆ快かいだった。


    　宿主がかつて人間であった証あかし。彼ら彼女らの過去とは、それだけの重みがあるものだ。たやすい気持ちで触れるのは、たとえ宿主たち自身であろうと気にくわない。とはいえ宿主の行動に怒ったところで仕方がないので、生殺しの心ここ地ちだ。


    　だけど、今は、それ以上に一つ。


    　ルッカはちょっとだけ考えた。


    「その、お前が捜してる宿主ってのは、この街にいるんだな？」


    「情報が正しければ」


    「で、お前は人間の頃──ああ、いや。過去についてまで調べてると」


    　リディの片眉まゆがぴくりと動いたような気がしたが、それだけだった。


    「そうよ」


    「そいつについて今まで調べたこと、俺に教えてはくれないか」


    　寝転がったままのリディが面食らったように身じろぎする。


    　ルッカは真剣だった。


    　喉のどから手が出るほど欲しい情報だ。この街にいついている宿主の話だとしたら、今後ルッカが仕事で関わり、獲物にする可能性も高い。


    　ならば、知らなければならないのだ。知った上で殺さなければならない。


    　何のために宿主を殺すか。かつて存在した彼ら彼女らのためだ。


    　しかしリディは訝いぶかしげな視線を返すだけだった。


    「見せびらかすものじゃないの」


    「そこを、なんとか頼むっ」


    「んん？」


    　深く頭を下げると、リディは呻うめくように疑問の声を漏らす。


    「そーんなに聞きたいの？　どうして？」


    「……言えない」


    　ルッカは言葉を偽いつわらなかった。


    　不審に思われようが構わないくらいの気持ちでいたのは確かだけれど、言い訳をしなかった理由は、頭の中がいっぱいいっぱいでとっさに言い訳など思いつかなかったからだ。


    　ルッカは目も眩くらむほどの飢えを覚えていた。ともすれば眼前にある少女の首筋に齧かじりついてしまいそうなほどの。


    　宿主の過去──宿主がかつては人間であった証あかし。ルッカの存在理由。


    　ルッカはそれを欲していた。


    　寝転がっていたリディが身を起こす。寝台がきりりと軋きしんだ。


    　なにごとか考えている様子だった彼女は、やがて。


    「まずは私の用事がすんでからね。渡すかどうかは、それから決める」


    「わかった」


    　止めていた息をルッカは吐き出す。


    　ひとまずはそれでよしとした。


    「それで、捜してる宿主ってのは──」


    「せっかち。……ちょっと待って、ええと」


    　言いながらリディは荷物をほどき始めた。


    　そして、箱状のものを取り出す。


    　革張りの表紙を持つ日記帳だった。

  


  
    四　二人の宿主


    



    　一日で一番暖かい時間、どこか街全体が気け怠だるく、くつろいでいるような雰囲気になる。


    　風も凪ないだ街の中を二人は歩いていた。


    「まさか知り合いなんて。……あんたちょっと都合よすぎだわ」


    「そりゃ言いがかりだ」


    　苦笑する。都合がいいと思っていたのはルッカも同じだ。


    　あの日記帳は、本来の日記としての用途ではなく、リディが足跡を追った宿主について事細かに記されているらしい。


    　リディがあげた宿主の名は、ナターシャ。


    　そんな名前の宿主は花狩りベスキユラムが把は握あくしている限り街に一人で、しかもルッカとは顔見知りであった。


    　もっとも、ルッカはこの国に定住している宿主のほとんどと顔見知りなのだが。


    　荷物を下ろして身軽になったリディは、ついでに着替えていた。薄汚れた旅たび衣ごろもでなく、鮮せん烈れつに赤い服。花と関係があるのかは全くわからないが、なにか宿主は自分の花の色に合わせた装いを好む気がする。


    　小さな帽ぼう子しに見えるのは、ふわりと広がった仮かり花はなの葉だ。その上には固く閉じた青いつぼみが既にできあがっている。さっきは双ふた葉ばだと思ったのに再生が速い。


    「ところで、会いに行って、お前はどうするんだ」


    「どうするって……どうも」


    　それが当然という顔だった。


    「足跡を追うだけで終わらせたくはない。私がこの日記帳に綴つづった作品は、彼女に会うことで初めて完成するの。ただそれだけね」


    　やっぱりよくわからない。


    　ルッカにわかるのは、『作品』なんて言い方がちょっぴり不ふ愉ゆ快かいだということだけだった。そんな、死者を冒ぼう瀆とくするように過去をほじくり返すなんて、よくない。彼女の作品とやらは自分の手に渡ってこそ真に意義を持つのだと、ルッカは思う。


    　もやもやと黒煙のように、未処理の感情が胸のうちにわだかまっている。その気持ちはリディに抗議しようとすれば途端に散ってしまうような摑つかみどころのないもので、さりとて気にしないようにすれば気になってくる。実体のない苛いら立だちだった。


    「どんな出来事も、時間と共に流れ去ってしまう。例えば百年前の六月に、この街で何人の子供が喧けん嘩かしたかなんて、わかる人がいるかしら？」


    　唐とう突とつにそんなことをリディが口にした。


    　詩を吟ぎんずるような彼女の言葉に、ルッカは沈黙で応じる。


    「だから記録は尊とうといのよ。私たちの命はとても短い。咲かせた花は、私たちを覚えていてくれない。ならば誰だれかが覚えていないと」


    　だから彼女は『作品』を作っている、とでも言うのだろうか。


    　あまり悲壮感を抱いだかないのは、開花と引き替えに死ぬ恐怖を彼女が感じていないからなのだろう。


    　遠い目でどこかを見ていたリディがふいにルッカのほうを向いた。見上げる深い朱あかの瞳に、星が瞬またたいていた。


    「どうかしら？」


    「どう、って──」


    　一言では言い表せず、ルッカは言葉に詰まる。


    　ルッカの心情としても、彼女の言い分は概おおむね理解できる。しかし、それはつまりリディにとって、宿主の生とは花を宿す前から一貫したものだと言うことだ。


    　一個の生命体の記録と考えるなら、それも間違ってはいないのだろう。しかしルッカとしては、宿主になる前と、なった後で分けずにいるのは受け入れられない。ルッカにとって興味があるのは前者だけだ。


    「記録するって言っても、そうやって自分が覚えておくだけ？　……君が死んだら、君が覚えてたとしても意味がなくなるんじゃないか？」


    　率直に言うわけにもいかないので、適当に話をそらした。


    「そりゃ、私が死んだ後のことなんて知らないもの。同志がいれば、継いでもらうのはやぶさかじゃないけど」


    　なるほど、自分が死んだ後はどうなっても知らないと言うのは、いかなる宿主らしい。


    　自分からの上じよう申しんがあれば、遠からずリディは狩りの獲物になるだろう。ならばそのとき、いただこう。彼女の作品を。宿主について記したという日記帳を。


    　──安心してくれ。


    　ルッカは心の中で呟つぶやく。


    　──俺が生きているうちは覚えているよ。その日記帳に記された宿主も。……お前も。


    　リディはふぅーっと長い息をついた。吹き出した白い吐と息いきがふわりと、二人の間に浮いて、もっと浮いて、青すぎる空に溶けていった。


    



    　穏やかな庭園──そんな一言で表せる場所だった。


    　やわらかな色合いの芝しば生ふが敷かれ、門から玄関までの道に並んだ植木は小こ綺ぎ麗れいに整えられ、生け垣がきの迷路があったりする。一般市民が想像する『金持ちの庭』をそのまま体現したような庭だ。降り注ぐ日中の光が、全ての輪りん郭かくをおぼろにしている。


    　その一角に真っ白い東あずま屋やがあった。丸っこい屋根で、柱は蛇へびが巻きついた意い匠しようの彫刻を施ほどこしてある。その下に置いてある机と椅い子すは、緻ち密みつな細工で埋め尽くされ金細工の装飾が目ま映ばゆい、わかりやすい趣味の代しろ物ものだった。


    　そんな成金趣味の塊かたまりを、彼女は神話の舞台装置に変えてしまっていた。


    　肘ひじ掛けつきの椅子に深く腰掛けて足を組んでいるのは、若い女だ。


    　彼女が頭上に頂いただくのは、宿主たる証あかしの仮かり花はな。百合の花に似た、しかし花弁の多い、白くてかわいらしい花が彼女の頭に咲いていた。リディのものに比べると花弁がやや固く、花の形がはっきりとしている。


    　ボロ布を蔓つる草で体に巻きつけ、最低限隠さなければならないだろう場所を隠しただけの、服とは呼びがたい服。そこから伸びる剝むき出しの手足は、こんがりと日に焼け、一いち分ぶの隙なく造形されたように引き締まって見えた。靴くつは履はいていない。


    　宿主が風か邪ぜを引くようなことはほぼ絶対にありえないのだが、見ているこっちが寒くなりそうな格かつ好こうだった。


    　金髪と言うには少しくすんだ色をした伸び放題の髪は、やや乱れ気味ながらなお、美しさを保ち、艶つややかな黄金色の干し草を思わせる。化粧っ気一つない顔がかえって浮き世離れした雰囲気を醸かもし出していた。たれ気味の目に愛あい嬌きようがあった。


    　頭に花が咲いていることも含めて非現実的な格好だ。なのに彼女の存在感と美しさに『そういうものだ』と納得させられてしまう。そして、ひとたびその非現実を受け入れてしまえば、気け怠だるげにくつろぐ彼女の姿は一枚の絵のようだった。


    　あんぐりと口を開けたリディの顔は見ものだった。


    　たしかに彼女の格好は衝撃的だ。しかも、なんでまた金鉱成金の屋敷の庭にいるのか、と。


    「あらルッカ、今日は変わった連れがいるのね」


    「この宿主はリディだ、ナターシャ」


    「はじめましてリディちゃん。わたし、ナターシャっての。よろしく！」


    　ナターシャは半ば呆ほうけているリディの手を勝手にとって、ぶんぶん上下に振った。


    　そしてナターシャはそのまま流れるような動作で、頭一つ分小さいリディを抱きしめた。


    「あー、この子可愛かわいいーっ。お人形さんみたいって、こんな子を言うのねぇ」


    　頭を抱かかえこまれてしまったリディは強引に突き放すこともできず手足をじたばたさせている。再生しきった仮花も、ついでにぴこぴこ暴れていた。


    「ナターシャ、そのへんで。お茶が来たよ」


    「あら本当」


    　給きゆう仕じが一人、三段の手押し車に乗せて茶を運んでくるところだった。


    「……お茶？」


    　リディが難しい顔で首をかしげていた。


    　普通、宿主は茶を嫌う。茶葉に含まれる成分が花にとって毒なのだ。


    　毒とは言っても花を損なう類たぐいのものではなく、花が宿主を強化するための分ぶん泌ぴつ物を抑えてしまうのだ。茶の一杯や二杯で戦闘不能になりはしないけれど、生理的に躊躇ためらわれるらしい。


    「お茶菓子はいただきたいけれど、お茶は──」


    「大丈夫。これ、茶葉じゃなくて穀物を使ったお茶なの。わたしたちが飲んでも平気よ」


    「ならもらう」


    　即答だった。


    　魔法のような手際のよさで、円卓に外国産の高級茶器一式と茶菓子が並べられる。


    　給きゆう仕じが下がると、どういう事情でナターシャがここにいるのかを、リディに説明し始めた。


    　蜜虫売りの庇ひ護ご下に入る他にも、宿主にはいくつか生きる道があった。


    　歩く災害として見られる一方で、宿主の超常的な力を欲する者もある。特に宿主への抵抗感が少ない北方諸国では。


    　犯罪組織の用心棒だったり、隊商キヤラバンの私兵だったり。


    　対価は官かん憲けんや花狩りベスキユラムからの保護だ。狩りを諦あきらめさせる代わりに花狩りに[image: ]えさをやったり、その政治力によって駆除特務を押しとどめたり、八方手を尽くして、花を追う者を宿主から遠ざける。


    　ただ、ナターシャはその中でもかなり変わった用途に求められた。


    　ナターシャの仕事は単純。


    　ただ、庭にいること。ずっとずっと庭にいること。


    　庭に人工的に造られた小川で身を清きよめ、草木の深く生い茂った一角を寝床にして眠る。


    「さしずめ、わたしはお庭の生きた調度品ってところね。この格かつ好こうでずっとお庭にいるのと引き替えに、身の安全とご飯の保証はある。お庭でお茶会があったとき、給仕をしたこともあるわ。ちょっと退屈だけど、悪くないわよ」


    　微ほほ笑えんだナターシャには卑ひ屈くつさのかけらもない。


    　宿主にとって全ては花のため。


    　花に必要なもの、花が求める大量の食事と、駆除の対象にされない安全な環境が用意されるなら、文字通り飼われている状態もむしろ望むところらしい。観賞用だから仮かり花はなも毟むしられずにすむ。


    　こうやって、私兵として使うのとも違う、容姿の優れた宿主をただ単に飼育する変質的なもの好きは少ないながら存在する。


    　ある種、異形と言える、頭に花を咲かせた宿主。その外見が重要であるらしい。


    　明らかに人と違う特徴を持つため、犬のように飼って構わないように思えるとか。同時に人間らしさ、生々しさが薄まって見えるらしい。花か草木の妖精でも庭に住まわせたつもりなのだろうか。身勝手な理屈だが需要と供給は一致してはいた。


    「いるんだ。そんなことしてる人」


    　リディの言葉はこの屋敷の主に向けたものか、ナターシャに向けたものか。


    「さ、折せつ角かくのお茶なんだから冷めないうちにどうぞ」


    　促うながされてルッカは、一杯あたりいくらか想像するのも虚むなしい、薫かおり高いお茶に口をつける。舌が肥えていないルッカでも質のよさがわかる逸品だ


    　続いて、正体不明の焼き菓子をつまんでみる。菓子にしては塩辛いが、美味だった。


    「旨うまいな、これ」


    　ナターシャは幸せそうに微ほほ笑えむ。


    「東から渡ってきた保存食なんだって。旦だん那な様がいたく気に入って、料理人に再現させたの。お茶に合うわよ」


    「……ナターシャ。あなた、こいつとどんな関係？」


    　笑み交わす二人をリディがじっと見ていた。こいつ、と言いながらルッカを指差す。


    　何な故ぜかリディは、ちょっとだけむくれた様子だった。いや、何かを警戒しているとでも言うべきか。


    「ええと、わたしは街歩いてたら声かけられたの」


    「『お嬢さん、お茶でもどうですか』って？」


    「あっはっはっは！」


    　ナターシャのツボにはまったらしい。リディはルッカの声をまねて、しかもうざったらしく気き障ざに作り替えて喋しやべっていた。


    　茶ちや目めっ気けを発揮したリディの意外な一面が見られたのは、やはり相手が宿主だから警戒を解いているのか。会ったばかりだと言うのに。


    　やっぱり宿主は宿主同士が気楽ということなのか。にしてはナターシャを見る目が無遠慮で油断ないけれど。


    「そーゆーのじゃなくて。子供に石投げられてさ。石投げられるだけですむんだからいいと思ったけどね、わたしは。南のほうじゃ、街歩いてるだけで軍の特務が駆除しに来るから。だから気にしなかったんだけど、『大丈夫？』って」


    　異質なモノを排除することにかけて、子供は大人より容よう赦しやなく残ざん虐ぎやくだ。子供に石を投げられる対象、と言うのが、よくも悪くもこちらでの宿主の認識を表していた。


    　南方の子供たちなら宿主を見るなり泣き叫んで逃げ出すだろう。


    「お茶に誘うよりも軟派ね」


    　リディに指摘されてナターシャは屈託なく笑う。


    「あはは、たしかにね。でも嬉うれしかったよ。みーんな微妙な顔して見てるだけだったのに、声かけてくれたもん」


    「ルッカは宿主のことが好きなの？」


    　リディに鋭く睨にらみつけられる。


    　変な趣味だと思われているのかもしれない。そういう好きとは違うのだろうけれど。


    　街に来たばかりの宿主が石を投げられているのを見て、ルッカは助けた。


    　恩があれば取り入れる。取り入れば隙を突ける。そうすれば、宿主という境遇から救い出す事ができるのだから。確かにこれは、宿主が好きだからする事と言える。


    　その後、ナターシャはこの屋敷にいつくことになった。


    　庭に花を求めていた成金が花狩りベスキユラムに宿主探しを依頼し、ルッカが花狩りの存在を隠してナターシャに話を持ちかけたのだった。もちろんナターシャはいまだにルッカが花狩りなんぞの関係者だとは知らない。


    　ルッカがこの屋敷に出入り自由なのは、ナターシャを斡あつ旋せんしたときの副産物だ。屋敷の主人からは、花狩りの命を帯びて宿主の様子を見に来ているのだと勘違いされているらしい。都合がいいのでルッカは誤解を解かずにいる。


    　焼き菓子をかじる。きっと上等な品なのだろう。


    　茶菓子をざっと見ると、とにかく量が少ない。人間三人でお茶会をするなら妥当な量なのだろうけれど、宿主の基準では一人に出す量としてすら少ない。


    　だからといってこのことで屋敷の主人を責めるのは酷こくだ。ナターシャがお茶を飲むのは所しよ詮せん、仕事。東あずま屋やで優雅に茶を嗜たしなむ美女が、飢えた狼おおかみのように茶菓子を食い散らかしていたのでは風情もヘッタクレもない。その代わりナターシャは十分すぎるほどの食事をもらっていた。


    　──大切にされてるようで、何よりだ。


    　勝手な感想かもしれないけれど、ルッカはそう思った。ナターシャには一日でも長く幸せでいてほしい。この手で命を摘むそのときまで。


    　ルッカが宿主を殺すのは、花に取り憑つかれた彼女らが、花のために誰だれかを傷つけたり、これ以上宿主を増やしたりしないためだ。それは、宿主になる前の彼女たちを冒ぼう瀆とくする行動だと思っているから。


    　逆に言えば、ナターシャのように不自由なく安定した暮らしをしている、街から逃げて行きもしない宿主を、すぐにでも殺そうとは思わない。やがて花を咲かせる前に摘み取れれば十分だからだ。


    　むしろ可能な限り心穏やかに過ごしてほしいと考えている。


    　ルッカは時折ここを訪れて、彼女と他た愛あいないお喋しやべりをする。


    　こうして定住する宿主の下を訪ねて回るのがルッカの日課であった。第一の目的は、彼女たちの様子に変化がないかを確認するためなのだが、同時にちょっとした息抜きでもある。


    　ナターシャと話すのは天気のこと、社会問題のこと、ちまたで人気の読み物のこと。新聞でも本でも、ねだれば与えてくれるそうだ。新聞や本みたいな嗜し好こう品は庭に持ち込めないけれど、日が暮れてから寝床で読んでいるのだと聞いた。


    　宿主の視力なら星明かりだけでも十分らしい。


    　ルッカもガランに来てから本を読むようになったが、その大半は花狩りベスキユラムが保管している、花に関する資料だ。多方面の知識が豊富なナターシャと話をすると、新鮮な驚きがあった。


    「ナターシャ。今日は、このリディがお前に会いたいってんで来たんだ」


    「あら、どうして？」


    　ナターシャに言われて、リディは無言で日記帳を取り出す。


    　心臓が高鳴る。ナターシャの過去が記されているのだろう。


    　おもむろにリディは日記帳をめくり始め、ある一点で指の動きを止める。


    「ナターシャ。あなた、自分の過去を知りたくない？」


    「え……？」


    　首をかしげてしまったナターシャに、リディは説明する。


    　趣味として他の宿主の過去を調べ歩いていること。


    　適当に決めている標的が今回はナターシャだったこと。


    　生まれから今に至るまでナターシャの足跡を追いかけ、ここにたどり着いたこと。


    　ルッカはナターシャ本人から聞いたことがある。宿主になる前のことを全く知らないのだと。


    　ナターシャはここから二つ南の国で、ある朝、宿屋で目を覚ましたら宿主となっていた。花は綿毛で種を飛ばす。花が咲いているところへ行かなくても、感染することはある。


    　宿帳からナターシャという名前だけはわかったが、連れもなく、自分がどこの誰だれで、なぜそこにいたのかわからない。


    　ただ、仮かり花はなが頭に生えてくるまでに人里を離れ、花の駆除が徹底されていない北の国へ向かわなければならない。それだけは確かだった。宿主は記憶を失うが、知識までは失わない。宿主がどうやって生き残りを図るか、それは南方では一般的な知識だ。


    　そんな経緯だったのだから、過去を示す情報など得ることができず、宿主になるより前のことはナターシャにもわからない。


    　だけど、今。リディは知っている。


    　過去を……かつて花によって捨てられた、かつてナターシャであった全てを突きつけられて。


    　それでもナターシャはリディの話に、これと言って反応を示さなかった。


    　ルッカの心臓が一つ、今度は冷たく鼓こ動どうを刻む。


    「うーん……」


    　少し、間をおいて。


    「ごめんなさい。折せつ角かくだけど遠慮しておくわ。今のわたしには、花があるだけでいいの。余計なことを知ったところで荷物になるだけよ」


    　ルッカが恐れていた言葉を、ナターシャはたやすく口に出した。


    　宿主ではなかった頃。ナターシャが本当に『ナターシャ』だった時代。……それを知ることを、彼女は蹴けったのだ。ルッカの目にはそう映った。


    　──彼女もまた、花であることを選ぶ。


    　苦く辛つらい生なま唾つばが口の中に溜たまっていた。えずきそうになりながら、それを飲み下す。空気の冷たさをルッカは急に思い出した。


    　──落ち着くんだ。


    　まだ湯気が立っている茶を一気に飲み下した。


    　味や香りを感じるまもなく、舌も喉のども灼やけてひりつく。それでも蜜虫を飲んだときよりはマシだった。熱が喉を滑り落ち、腹の中に溜まってくると、少しだけ気分が静まった。


    　何を慌あわてているのだろう。所しよ詮せんは宿主だと、わかっていたことじゃないか。


    　それでも、あからさまに見せつけられると辛いのだった。花のために他の全てを捨てる、宿主の生き様の象徴であるように思えて。花にそれを、強制されている。


    　机の下で強く手を握りしめた。指先が震ふるえて力が出なかったが、徐々に、徐々に、拳こぶしが熱くなった。


    　こんな彼女たちだからこそ救わなければならない。


    　決意を新たにし、ルッカは己おのれを奮ふるい立たせた。


    「そう……じゃ、この話はここまでね」


    　ルッカが決意を新たにしている傍かたわらで、宿主たちはあっさりと話題を切り替え、お喋しやべりを再開する。


    　宿主になる以前のことなど、彼女たちにはその程度。花には不要なしがらみだ。


    「ところでね、リディちゃん。わたしの花……そろそろ、咲くんだ」


    　照れてはにかみながら、懐かい妊にんでも伝えるようにナターシャが言った。


    　ルッカも先日訪ねたおり、聞かされたことだ。


    　花が十分な栄養を蓄たくわえると、宿主は不思議とそれを察する。そして、開花に適した場所へと移動し始めるのだ。


    　ナターシャは嬉うれしくてたまらないようで、開花が近いことを屋敷の者たちにも言って回っているらしい。


    　花を咲かせることは宿主にとって無む上じようの喜び。最高の祝福に値する。


    　しかし、ナターシャの言葉を聞いたとき、稲いな妻ずまが閃ひらめくように一瞬だけ、リディが硬い表情になったのをルッカは見逃のがさなかった。栗くり色の髪がざわざわと波打った……ような気がした。


    　──やはり、リディは知っている。


    　ふっと、リディは油断なく微ほほ笑えんだ。今このとき何者かが背後から斬りかかってきたら、即座に返り討ちにできそうなくらい隙のない微笑みだった。


    「おめでとうございます」


    「ありがと。……わたしがいなくなったら、お庭が寂しくなるわね。どう？　私の後あと釜がまに」


    　冗談めかして笑いかけられたリディはどことなく沈痛な面おも持もちで頭を振った。


    「この子が咲くまでは、誰だれかの過去を探し続けたいから。鉢植えの花にはなれない」


    　ここで飼われていれば花を咲かせるまで不自由しない。そんな絶好の機会を捨ててまで、暇ひまつぶしを優先する。宿主がそんなことをするはずはなかった。


    　ならばリディがこの話を断ったのは、鉢植えの花を待つ運命を知っているからだ。


    「あら残念。それじゃ、ご主人様が帰ってくる前にどっか行ったほうがいいわよ。あなたを見たら、自分のものにしないではいられないと思うから」


    　仮かり花はなも宿主も美しくなくては、こうやって飼われることはかなわない。たしかにリディにはその資格がありそうだった。


    　その後も何くれとなく話をして、特別どうという態度も取らず、いつものようにルッカは帰る。せめてそうするのが、自分の意地でナターシャへの礼れい儀ぎだと思ったから。


    



    　鉄柵さく、緑、鉄柵、緑、緑、鉄柵。


    　郊外のお屋敷街はとにかく閑かん静せいで、しかも道からは建物が見えない。各おの々おのに贅ぜいと趣向を凝らした庭園ばかりが目に入る。


    　ガランは元々、ただの宿場町だ。二十年くらい前に近くで金鉱が見つかって一気に発展した。そのとき、広い土地がある街の外側につけ足す形で発生したのが、このお屋敷街だった。


    　大通りに勝るとも劣らない広々とした道は、とても綺き麗れいだ。


    「ナターシャの過去の話、見せてもらえないか？」


    「だめ」


    　間かん髪はつ容いれず、叩たたき返すようにリディは断った。


    「本人が見ないって言ったもの、そう簡単に人には見せられないわ」


    　理屈が通っているような、いないような。


    　ルッカの反はん駁ばくすら封じるほどのきっぱりとした口調だった。


    　少し考えて、ルッカはすっぱり諦あきらめる。……ナターシャが生きている間に読むことだけは。


    　リディが狩りの対象となれば、その時に奪ってしまえばいい。そうならなくても盗み見てしまえばいいだけだ。


    　それでもいいか、と自分を納得させた。


    　となれば次は、リディのことだ。


    「なあリディ……」


    「何？」


    　むっと黙り込んで何か考えている様子のリディに声をかけた。


    　狩りの算段を立てなければならない。


    　目先の[image: ]えさに釣られてリディを案内したけれど、これでリディはガランへ来た目的を達成してしまった。下へ手たしたら明日にでも他よ所そへ旅立ってしまうかもしれない。


    　だとしたら急がなければならないし、いずれにしろ、彼女の予定を把握しなければ、花狩りベスキユラムとしては動きようがない。


    「いつまでこの街にいるんだ？」


    　明日にでも出て行く気ではないかと、身構えていたのだけれど。


    「しばらくいるわ」


    　ルッカは肩透かしをくらった気分だった。


    　留まってくれるなら、それ自体は非常にありがたい。しかし、なぜ。


    　立ち止まり、どこか憮ぶ然ぜんとした表情でリディは振り返る。視線の先にはきっと、ナターシャの住む庭があるのだろう。


    　──助けにでも行く気なのだろうか。


    　浮かびかけたその考えをルッカは自分で打ち消した。自分の花を絶対のものと見る宿主が、他の宿主のために危険を冒おかしはしないだろう。


    　夕飯時も近づいていたので、施せ療りよう院いんまでリディを送って、そこで別れた。

  


  
    五　狩り


    



    　雲を透かして輝く朧おぼろ月づきが、かすかな光を投げかけている。分厚い外がい套とうを身につけていても、冷たい夜や気きが身にしみた。


    　複雑に入り組んだ路地の奥の奥。どこの建物の裏かもわからない行き止まり。犬の遠とお吠ぼえすら届かない場所に、ルッカは立っていた。氷の塊かたまりになった雪がそこかしこに転がっている。


    　ルッカの身長の半分ほどの潜くぐり戸が一つだけある。二度、三度、一度と符丁の通りに叩たたいた。


    　しばらく待っていると、唐とう突とつに潜り戸が開く。


    「入れ」


    　ドスのきいた声が飛んできて、ルッカは潜り戸をくぐった。


    　入ったそこは、大人四人がやっと立っていられるくらいの小さな部屋だった。


    　じっとり湿って見える石壁が寒々しい。入ってきたところの他にもう一つ潜り戸がある。面積の割りに天井は異常に高く、どこからか灯あかりが降ってきていた。ここで客人が妙なまねをすれば、灯りの代わりに矢か銃弾が降ってくるはずだ。


    　部屋には、虎とらでも殴り殺せそうなくらいの筋きん骨こつたくましい男が一人いた。じろじろとルッカの顔を見てくるが、これは蜜虫を飲んでいないか確かめているだけだ。蜜虫を飲んでいれば、赤い葉脈のような模様が首から頰ほおにかけて浮かぶ。


    　次にルッカは両手の裏表を見せ、続いて靴くつを脱ぎ素足を見せる。上等な蜜虫を飲んだり、仮かり花はなを生食した場合、赤い葉脈はこちらに現れるのだ。


    　蜜虫を飲んでいないことを確かめると、男はルッカの外がい套とうをむしり取り、手荒く体を検あらためる。


    「外套に短刀一本、蜜虫が一瓶びん仕込んである。預けるぞ」


    　余計な疑いを招かないよう、自分から申告しておいた。男は全く反応しなかったが、多分聞いているのだろう。


    「よし、行け」


    　男が許可を出したので、ルッカは潜くぐり戸から奥へ進む。


    　今度はもう少しちゃんとした部屋だった。板張りで、安っぽい絨じゆう毯たんが敷かれている。机が一つ、それを挟はさんで椅い子すがいくつか。他には特に何もない。奥には鉄格子の頑がん丈じような扉が見える。


    　その部屋では扉を背にして黒服が待っていた。鉄格子の扉より冷たい質感の男が。


    　ここは花狩りベスキユラムの持つ隠れ家だ。仕事場で絶対的な指揮権を持つ黒服も、ここでは下から数えたほうが早い順位らしい。


    　黒服に向かい合ってルッカは座る。


    「集合場所は伝えたはずだが？」


    　今夜も鋏プルーナーの仕事がある。


    　当然のことながら、鋏を隠れ家に集合させてぞろぞろと仕事場まで向かったりはしない。それでは隠れ家を見つけてくれと言っているようなものだ。


    　仕事が始まるより前にルッカがここへ来たのは別の話をするためだ。


    「宿主を見つけた」


    　黒服は眉まゆ一つ動かさない。ただ沈黙で先を促うながす。


    「十五、六ほどの女。長い栗くり毛に赤い花。名前はリディ。街に来たのが今日の昼前。例の情報屋に頼んだはずだが、もう報告は上がっているか？」


    　黒服は、聞いた話を何かに書き留めたりはしなかった。彼にはそれで事足りるのだろう。


    「聞いている。まずはお前から顚てん末まつを聞こう」


    「成り行きで道案内をさせられてな。幸運だった」


    「この街に来た理由は？」


    「奇き特とくな奴で、他の宿主の過去を娯楽として調べているらしい。目当てのナターシャには会えたが、何か理由があってしばらく街にとどまると」


    「ふむ……ただの通り道よりはマシだが急いだほうがよさそうだな」


    　黒服は淡々と、愉ゆ悦えつも恐れも慈じ悲ひも憐れん憫びんも浮かべず、命を刈り取る算段をする。


    　花狩りは街ごとに分かれて仕事をしている。この街にいる間に摘み取れなければ、黒服の手を離れてしまう。注文を受けるのも基本的に街ごとだから、狩るつもりなら他よ所そへ逃がしてはいけない。


    　部外者のルッカとしては、もし宿主が自分の獲物とならずに街を出てしまっても、どこかで花狩りベスキユラムの手にかかるならそれで構わないと思う部分もあった。その間にルッカは他の宿主と戦うことになるわけで、差し引きゼロとも考えられる。


    　しかしリディに限って言うなら、どうしても彼女の日記帳を奪い取りたい。


    　そうでなくても縁があった宿主は、仕事のやり甲が斐いという観点で言うなら、やはり自分の手で救いたいとも思っている。これは花狩りにとっての利でもあった。宿主と個人的に交友を深めれば行動を筒抜けに知れるし、時には油断しきった相手に毒を盛ったり、寝首を搔かくこともできるからだ。


    　たびたび宿主と正面からやり合っていては命がいくつあっても足りないので、花狩りが優先的に狙うのは無防備な宿主や、何らかの形で繋つなぎをつけられる宿主なのだ。罠わなに嵌はめて殺すのが基本となるためである。もちろん、ナターシャのように何者かの庇ひ護ご下にある宿主は、当座のところは標的から除外されることになるが。


    　黒服がリディとの戦いに気乗りしているのは、ルッカの存在を手札として使えるからだ。


    「こちらに上がっている情報では、街に入った後、情報屋と接触したらしい」


    　黒服の言葉を聞いて、にわかにルッカは気を張り詰める。


    「どこのだ？」


    「いつもの『雑貨屋じじい』だ」


    　それはまさしく、ルッカが昼間に会ってきた相手だ。


    　情報屋と名のつく連中が、顧客の情報をどこまで守るか、範囲はまちまちだが、かの老人は、誰だれ々だれが自分のところに来た、という話なら情報として売るが、何を聞きに来たかは頑がんとして口をつぐむ。


    　と、なればこちらは類推するしかない。


    「リディはナターシャを捜そうとしたのか？　……違うか。じじいは宿主についてよく把は握あくしてる。ナターシャのことぐらい知ってるだろうな。情報屋で聞いてたなら、わざわざ俺にまでナターシャの居場所を聞く意味がわからない」


    「監視を続ければおいおいわかるだろう。あるいは、別の宿主について調べていたのかもしれんしな」


    　黒服は鷹おう揚ように構えているようだった。まあそれも当然というか、黒服にしてみれば、細かい事情があろうと殺してしまえば同じだから。


    「動きは読めるか？」


    「さすがにそこまでは……ただ、そちらが構わないならもう一度接触してみるつもりだ」


    「いいだろう」


    　うかつに接触し警戒されるのは、最も避けたいことだろう。逆にうまいこと取り入れば騙だまし討うちにできる。ルッカは部外者ながら鋏プルーナーとして長い。それなりに信用されているわけだ。


    「用はそれだけだな」


    「ご苦労」


    　話の終わりの合図とでもするように、小こ気き味みいい音を立て、黒服が指を鳴らした。その音は窓のない部屋で反響する。


    　鉄格子の隙間から小袋が投げ込まれてきて、黒服はそれを頭越しに受け止めた。席を立ちかけていたルッカの前に、ぞんざいに投げ出す。金属のぶつかり合う音がした。


    「情報料だ」


    「……俺はリディを売るつもりでお前らに情報をやったんじゃない」


    　小袋を睨にらんでそう言うと、黒服は鼻から長く息をついた。鼻で笑ったようにも思えた。


    「有用な情報提供には金を渡す決まりだ。いらんなら、そのへんにいる奴にでもくれてやればいい」


    「わかってる。言っただけだ」


    　舌打ちしてしまいそうなのをルッカはこらえていた。結果的には金目当てに売ったのと変わらない。


    　襲撃に加わって報ほう酬しゆうを得ているのだから今さらな話ではあるのだが。


    　花を狩ること。


    　それはルッカにとって、命を捧げるに足る仕事だった。


    　ただ花を狩るなら軍に入って、宿主対策を担当する駆除特務部隊に志願すればいい。そうしなかったのは、この国では駆除特務より花狩りベスキユラムのほうが宿主を殺しているからだ。


    　一般論を言うなら、仕事に対して正当な報酬を受け取る権利があるのはどんな仕事だろうと同じで、そうして受け取った金で人は生活しているのだから、何ら恥はじることはない。


    　一方で自分の純粋な気持ちが金目当てという枠に押し込められてしまう気もして、それはルッカにとって絶対に耐えられないことだった。


    　──結局は、気の持ちようか。


    　何度もたどり着いた結論に、また行き着く。


    　──あくまでも俺は宿主のためにあり続ける。


    　決意がルッカの中を、白く塗りつぶしていった。


    



    　花狩りの隠れ家を出てから三十分あまり。


    「あれ？　ルッカじゃん。どったの？」


    「よう、サラ」


    　ルッカは、裏通りにある安宿の食堂を訪れていた。


    　ルッカが行きつけの『ヒカリゴケ亭』も大たい概がいだが、ここはそれ以上に汚い雰囲気がある。掃除くらいはされているようだが、狭くて風通しが悪いために、ごみごみした印象が先に立つのだ。酒の匂いがむっとこもっている。


    　そんな食堂の一番奥の席に、今日もサラは座っていた。


    　向日葵ひまわりの花弁だけ集めたみたいな、太陽を連想させる黄色い花。八重歯のようにところどころ食い違っているのだけれど、そのためにいびつな印象を受けはしない。


    　ルッカより年上になる若い女で、一般的な感性からは美人ともブスとも言えないだろうが、そばかすの散った顔には愛あい嬌きようがあった。橙だいだい色に近い赤毛を高く結ってある。


    　卓を一つ占領して、サラは大皿を積み上げていた。ちょうど夕食がすんだところらしい。


    　安宿にはよくあることだが、この宿は食事がつかず、併設された酒場兼食堂で飯を食わなければならないのだった。


    　人間一人分の食事では足りない宿主にとっては、食べる量を自分で調整できるこちらのほうが気楽かもしれない。


    「近くを通ったんで寄っただけだよ。何か変わりは？」


    「ないない、全然全くなぁーい。幸せな退屈よ、あたしは」


    　サラは翠みどり色の目を細めて、にまっと笑った。


    　彼女は蜜虫売り組織の一つ、『赤い蝶ちよう』に飼われている宿主だ。仮かり花はなの花弁を売り渡す代わりに、住すみ処かや金銭の保障を受け、花を追う者たちからも保護される。花狩りベスキユラムに限って言えば、『赤い蝶』が所有する宿主一人あたりいくらで金が払われ、代わりに花狩りはサラたちを標的から除外する形になる。


    　悠ゆう々ゆう自じ適てきに食っちゃ寝の毎日。悩みは退屈だけ、と言うのだから気楽なものだ。


    「店主！　金山割りを二杯くれ」


    　食器を磨みがいている食堂の店主に声をかけると、店主は早さつ速そく、数種の安酒を混ぜ始めた。金山割りとはこの街で生まれた混酒で、元が安酒なのにそこそこの味になると評判の品だ。多分、この店で一番いい酒だろう。


    「なになに、奢おごってくれるの？」


    「いや、お前にたかりに来た」


    「待たんかい」


    　ルッカは大皿で頭をひっぱたかれた。


    　割れないように力を加減していたようでタンコブもできなかったが。


    「どうせ金はあり余ってんだろ」


    「そりゃまあね。食べるだけ食べたら他に使い道もないし……でも、そういう問題じゃないでしょ」


    　サラは気の抜けた様子で抗議してくるが、比較的どうでもよさそうだ。


    　宿主全般に言えることとして、物欲や金銭欲が希薄になるように見受けられる。


    　宿主は所しよ詮せん、花を咲かせるまでの命。そして、花に全てを捧げた存在。他の事じ物ぶつは、言わばおまけだ。


    　食い扶ぶ持ちさえ賄まかなえれば、後は余分な金で贅ぜい沢たくをする気にもならないらしい。


    　その点ではルッカも似たような性質だ。


    　聖職者がするような清せい貧ひんの誓いともまた違う。追い求めるべきものがはっきりしすぎているために、その他が陳ちん腐ぷで無価値なものに成り下がっていく。


    　──そんな俺だからこそ、宿主のために戦えるんだ。


    　狂気とすら呼べる情熱の炎。


    　ナターシャやリディがそうであったように、一見飄ひよう々ひようとしたこのサラも、花に関しては、きっと、イカれきっているのだろう。


    「あ、知ってる？　ここね、夜はたいていバクチやってんの。暇ひまつぶしにちょうどいいから寝る前に時々まざってんだけどさ、スってもいいと思ってると馬ば鹿かみたいに当たんだ、これが」


    「滅めつ多たなことを言うなよ。……焼け死にそうになってるのが何人かいンぞ」


    　聞き耳を立てていたらしい食堂の客が、歯ぎしりをしたり、杯さかずきを握りしめたり、さめざめと泣き出したりしている。負けがこんでいるのだろうか。それでも酒の勢いでサラに絡んでくる奴がいないのは、長くここに滞在しているサラの強さを見たことがあるのだろうか。


    　珍妙な空気の中、ルッカが頼んだ酒を店主が持ってきて、大ぶりな杯を二つ置いた。


    「ほい、乾杯」


    「おう」


    　ぞんざいな乾杯をして、二人は酒に口をつける。


    　いや、二人ともではない。


    　ルッカに出されたのは、金山割りに似せただけの飲料だ。さすがに、仕事の前に酒は飲めない。果汁を水で薄めたものらしく、薄味でクソ不ま味ずかった。


    　それをルッカは、何食わぬ顔で一気飲みする。


    　飲み干して息をつくと、サラも自分の杯を空からにしたところだった。


    「ま、あたしが飲んだって酔えないんだけどねー」


    　気け怠だるげに杯を振る。


    　サラは、『大酒飲みも二杯で潰つぶす』と評判高い金山割りにも、頰ほおを赤らめすらしなかった。宿主は酒ごときに酔ったりはしないのだ。


    「別に酔っぱらうために飲むんじゃなくたっていいだろ」


    「まーね」


    　歯を見せて笑ったサラは、杯の底に残った雫しずくまで飲み干そうと、意地汚く杯をひっくり返す。


    　そんなサラを、ルッカはじっと見ていた。


    



    　花狩りベスキユラムの隠れ家を出てから三時間ほど。


    　サラと別れてから二時間あまり。


    　ルッカは帰ったふりをして、サラが滞在する安宿の空き部屋で待機していた。もちろん宿は花狩りベスキユラムの味方だ。金で方かたをつけてある。


    　石組みが剝むき出しの室内は、一応暖だん炉ろがあるものの、火をかけていないので冷え切っていた。ほこりっぽい、湿った石の匂いが漂っている。


    　蜜虫売りは常に一定数の宿主を抱かかえている。


    　ルッカの記憶が確かなら『赤い蝶ちよう』の抱える宿主は、国全体で四十から五十人。ガランだけなら九人前後で推移していた。


    　蜜虫の原料は仮かり花はなだ。蜜虫売りたちは互いに牽けん制せいしあい、縄張りを主張しあいながらも、全体としては収穫量を調整し、仮花と蜜虫の値崩れを防いでいた。近場で戦争でも始まれば別だが、そうでないときは蜜虫を作りすぎても逆に[image: ]もうからないのだ。


    　今日のリディの行動のように、野の良ら宿主が仮花を売ることもあるのだが、組織外の生産は全体の一割ほどに満たず、そうした不定の供給も最初から織り込んで生産調整がなされている。


    　蜜虫業界の事情と今日の仕事は、多分に関係があった。


    　黒服と、他の鋏プルーナーたちが到着するより一足早く、ルッカはここに来ている。


    　サラの動きはほぼ完全に把は握あくできている。規則正しく寝起きしているようで、過去一か月で真夜中に部屋から出たのは皆無だ。


    　それでも何か想定外の動きがあれば、宿の側がルッカに知らせてくるはずだった。そのためにルッカはここで待機している。


    　ジリ、ジリ、と時折音を立てながら、唯一の光源である蠟ろう燭そくが燃えている。目立たぬよう電気は消していた。鎧よろい戸どを閉じた部屋の中でルッカはじっと蠟燭を見ていた。


    　扉をすり抜けて食堂のほうから、無茶苦茶な笑い声が聞こえてくる。


    　その時、廊ろう下かの床が軋きしんだ。小動物の鳴き声みたいな音を立てて鳴いた。


    　規則正しく密ひそやかに。おそらくは最小限の音を立てて。


    　足音が部屋の前で止まるなり扉が開き、黒服が姿を現した。


    「予定が少し変わった」


    　開口一番、ぶつけるように彼は言った。


    「どうした」


    「お前以外の鋏どもが一人残らず逃げた。あろうことか、宿主ではなく私のほうに恐れをなして、な」


    　蠟燭の明かりを受け、深く影が刻まれた顔を、黒服は皮肉げに歪ゆがめていた。


    「昨日の鋏どもがいただろう。本当は、あれらを今夜も使う予定だった」


    「なるほど。昨日は妙にお優しい作戦を立てると思ったもんだ。いつもなら容よう赦しやなく使い捨てにしてるのに、追い込みの仕事だけだったもんな」


    「急に大量の注文が入ったからな……四人分の種が必要なのに、集められた鋏プルーナーは仕事二回分もいいとこだ」


    　基本的に花狩りベスキユラムは注文を受けてから宿主を殺す。


    　ほとんどの鋏はその場限りの使い捨てだから、集めるのも、仕事の予定が入ってからだ。


    　今現在、ガランの花狩りは、蜜虫を用いての戦闘に長たけた戦闘員こそそれなりの数だが、その下で継続的に仕事をする鋏はルッカぐらいというのが実情だった。


    　それでも人口の流入が激しいこともあって、鋏集めに苦労はしないのだが、今回はあまりに急だった。


    「中止か？」


    「いや……もう毒を盛ったからな」


    　花狩りは毒を使う。


    　花によって体の構造を変えられている宿主は病気にもならないし、並大抵の毒は効かない。花狩りが扱う毒は、宿主向けに特別に作られた秘伝の毒だった。


    　毒を盛る機会が確保できるなら毒で弱らせる。


    　宿主の持つ超常的な力は、花の分ぶん泌ぴつする成分が、人体に作用し生み出している。


    　花狩りの毒は花に直接働きかけて分泌物を抑制すると同時に、それで抵抗力が弱まった宿主の肉体に神経毒を叩たたき込んで動きを鈍にぶらせるものだ。この材料に、数種の茶葉も使われている。


    　調合次第で、効果が出るまでの時間も自由自在だ。金山割りに混ぜた毒がそろそろ効いてくる頃で。もし今を逃のがせば、毒を盛られたことで警戒し、サラは姿をくらませてしまうかもしれない。


    「毒があるのだから、貴様なら一人で十分だろう。私自ら、後詰めに入る」


    　淡々と。かつ、果断に言い放つ。


    　それ以上言葉を発さず、黒服は去っていった。蠟ろう燭そくを吹き消して部屋を闇やみに沈めると、ルッカもすぐに黒服の背中を追った。


    



    　片足の膝ひざを吊り上げた黒服が、次の瞬間扉を蹴け破っていた。


    　三つの木片に砕け散った扉をさらに押しのけ、ルッカは部屋へ飛び込む。


    　寝台一つに暖だん炉ろがあるっきりの部屋、ちょうど、布の塊かたまりみたいなものが寝台から転げ落ちるところだった。どさりと投げ出されたモノから、黄色い花が飛び出していた。


    　寝具にくるまったサラだった。


    　鎧よろい戸どの隙間から進入するかすかな月明かりに、彼女は青く照らされていた。跳ね起きようとして、毒のせいで体の自由がきかず、寝台から転げ落ちたのだろう。


    　ルッカは委い細さい構わず寝具越しに短刀を突き込んだ。


    「あ、あ……？」


    　自分の身に起こったことが、まだサラには理解できない様子だった。


    　さして厚みのない肉体を貫つらぬききった手応ごたえがあって、ルッカは刃をひねって抜く。目測が正しければ心臓を潰つぶしたはずだ。白かった寝具が、ぱっと鮮血に染まる。


    「ああああああっ！」


    　サラが声を出した。言葉にならない声を出した。


    　命が、花が、奪われかかっていることに、気づいたのだ。


    　陸おかに打ち上げられた魚のように激しく体を痙けい攣れんさせる。抵抗しようとしているのだろうが、毒のせいで体は自由がきかない。


    　サラの瞳に恐怖が映り込んだ。あくまでも、己おのれの命と肉体ではなく、花を失うことへの恐怖。


    　彼女が身をよじって起き上がろうとする。


    　そこを黒服が刺した。


    　造作もなく、容よう赦しやもなく、細身の長剣を垂直に突き刺したのだ。


    「が、ぐぼっ」


    　嗚お咽えつに似た声と共に血の塊かたまりが吐き出された。


    　サラは手足を空転させるが、黒服の剣によって串刺しにされた状態で、立ち上がるどころか[image: ]はうことすらかなわず、すぐに動かなくなっていく。


    　黒服はまだ長剣の柄をしっかり握り、サラを縫ぬい止めているかのように微動だにしなかった。ただじっと彼女を見下ろしていた。

  


  [image: ]


  
    　流れ出した血がルッカの靴くつのつま先に触れた。


    　数分のうちにサラは事切れ、花が咲くことだろう。


    「……なんで……」


    　聞き逃のがしてしまいそうなくらい、か細く震ふるえる声がした。


    　サラのものだ。


    　涙の盛り上がった目を絶望に曇らせて。


    「なん、で……あた……し、死ぬ……の……」


    「知りたいか？」


    　壮絶な怨えん嗟さの声に、それを越える怨嗟で黒服が応じた。


    　この男はいつも、どこか神の如ごとき高みから他人を見下すような印象がある。それがどうだ、今はまるで獰どう猛もうな獣けもの、手負いの狼おおかみもかくやという殺気を放っていた。


    　同時に、よだれを垂らさんばかりに興奮しているのも見て取れた。


    「新しい宿主を手に入れた『赤い蝶ちよう』に、もうお前はいらない。だから処分された。それだけのことだ。……そう、我われ々われ花狩りベスキユラムが買ってやったんだ」


    　嗜し虐ぎやく的な笑みに顔を歪ゆがませ、嬲なぶるように黒服は言葉をかけた。


    　処分。


    　花が咲き、無む辜この市民に被害を出したとして、蜜虫売りたちが良心を痛めるはずもない。しかし、宿主がやがて開花を迎えるという事実は、後ご生しよう大事に抱かかえていてもすぐに限界がくること、消耗品として扱わざるを得ないことを示す。


    　どうせ一定数以上の宿主は持てないのだから、新しい宿主を仕入れるたび、古い宿主を売ってしまえばいい。こうすれば常に、まだ花を咲かせるには早い若い宿主を手元に置けるし、不要な宿主を花狩りに売り渡すのは副業として悪くない稼ぎだ。もちろん花狩りとしても、蜜虫売りが抱えている宿主に手は出さないが、お払い箱になった宿主に遠慮する道理はない。


    　それが鉢植えの花を待つ運命だった。


    　この仕組みを知っている宿主は蜜虫売りの誘いになど乗らない。いや、知る機会などそうそうないものだが、察することはあるだろう。少なくとも、定住によって安全が確保されるなんて思わない。


    　サラは黒服の短い言葉から全てを悟さとったようだった。彼女のそばかすの上、めまぐるしく感情が流転していく。おめおめと騙だまされた己おのれへの怒りもあろう。


    「あああ……あたしの……花、は……？」


    　弱々しく問うてくる。


    　答えなど聞かずともわかっているだろうに。


    　黒服が、長い息を鼻から吹き出した。


    「決まっている。もう花狩りベスキユラムのものだ」


    「あ、あああああ！　あ……あぐぅっ！」


    　再び声を上げかけたサラの口にルッカは強引に猿さるぐつわを嚙かませた。


    　そのまま黒服とサラの間に割って入る。背中を睨にらまれたような気がしたが、黒服は引き下がってくれたようだ。


    「……ごめんね。寝てる人もいるから、静かに」


    　手早く固定すると、ルッカは腹ばいになっているサラの顔と向かい合う位置に来る。


    　ここでサラは初めて、相手がルッカであることに気づいた様子だった。


    　状況からもルッカが襲撃者の側であることは確実であるし、その顔に浮かぶ赤い葉脈、蜜虫の力の証あかしを見れば違えようもない。満面に驚きを表し、ルッカを見る以外に何もできずにいた。


    　ルッカは、顔が凍りついてしまったようだったけれど、無理して微ほほ笑えむ。


    「サラ。君を救いに来たよ」


    　理解できない。サラは、そう、面食らった様子であった。


    「花なんて……咲かせちゃいけない。どれだけの人間が、君の花で不幸になる？　新たな宿主になる？　幾いく人にんの兄を、姉を、息子を、娘を、奪うことになる？」


    　血にまみれたサラの唇くちびるが震ふるえていた。


    　ルッカの言葉に感銘を受けたのでなく、味方だと──少なくとも友人の一人だと思っていた男の、信じがたい裏切りに。


    「君は、宿主は、花を咲かせるのが素晴らしいことだと、花に思い込まされているだけなんだ。本当の君は……そんなこと、望んでない」


    　サラの頭がかすかに、左右に動いた。頭を振ったつもりで、もうそれだけしか動けない。


    　ルッカは否定を打ち消すように畳たたみかける。


    「……これで君は死ぬことができるんだ。花からも、解放されて」


    　宿主が開花を祝福し合うなら、宿主の死に祝福を捧げるのが、人間としての態度。


    　だからルッカは無理にでも微笑んだ。


    　サラの顔が壮絶に険しくなった。わずかな命の残り滓かすを全て、恨みにくべるかのように、ルッカを睨みつけた。燃える瞳に涙が盛り上がり、[image: ]あふれる。声を出せない分全て、涙に変わるかのように、涙を流した。


    　サラの頭がまた少し、左右に動く。そんな言葉は嫌いやだ、聞きたくないと。大粒の涙がこぼれて頰ほおを伝う。


    　嗚お咽えつが漏れて、一つ、しゃくり上げ、そして一人の宿主が終わった。


    



    　暗かった。


    　月も星も、文明の灯ひも届かない無む明みようの闇やみ。黒いだけの世界。


    　それが、ほのかに照らされる。


    　薄ぼんやりと光を放つ道が姿を現した。


    　細い、ただ一人歩けるだけの道。


    　──また、この夢……。


    　蛍ほたるが寄り集まったような道をルッカは歩いた。


    　永遠に変わり映えなく続いていきそうな道だったけれど、やがて道の脇に、人影が現れた。


    　立ち昇る光に下から照らされているのは、鮮やかな黄色の花を宿した、そばかすが特徴的な女。ルッカが殺した宿主、サラだ。


    　その奥には昨日殺した紫むらさきの花の宿主。その奥には、また……。


    　宿主を殺すたびに見る夢。今いまわの際きわの恨みがこの夢を見せるのだとルッカは思っている。


    　これは何かの間違いであってほしい。ただの幻であってほしい。そうもルッカは思っていた。死んだはずの彼女たちが死後も花に囚とらわれて、恨みを抱かかえているなんて考えたくない。だけどもし、これが宿主たちの恨みと関係なく、ルッカの心より生まれた夢だとしたら……何を意味するのだろう。


    　道を歩くルッカに気がついたサラは顔を歪ゆがませる。


    「なんであたし、死んだの？」


    　投げつけられた言葉、それをルッカは聞くしかない。いつの間にか体が勝手に歩いている。足を速めることはできない。引き返すことも、耳を塞ふさぐことも。


    　彼女の先にも、道の脇に影があった。影があった。


    　紫の花。赤い花。白い花。黄色い花。青い花。色とりどりの花。


    「偽善者」


    「どうして、こんな酷ひどいこと」


    「私の花を返して！」


    「金の亡もう者じやが」


    「何が宿主のためだ！」


    　恨み言。恨み言。吹きつけるのは恨み言。


    　いつしか道は輝きをなくし、赤黒くぬめったものになっていた。


    　──もう、聞きたくない……。


    　声が肉をえぐる。恨み言がルッカの臓ぞう腑ふを食いちぎっていく。


    　言葉を発せずルッカを睨にらむだけの宿主もいた。視線がルッカの皮ひ膚ふを焦こがす。


    　全ては過去をなぞるもの。ルッカの想いに、かけた言葉に、宿主たちが返したもの。


    　行く先に、道が途切れる場所に、倒れ伏した宿主の姿があった。


    　彼女はただ、静かにそこにある。


    　土つち埃ぼこりにまみれた銀色の髪。よく見れば繕つくろった跡の見える、洗い晒さらしの服。やせっぽちの体が、闇やみに埋もれるように、力なく横たえられている。


    　この夢の中にあって、絶対に彼女はルッカを罵ののしらない。恨みがましく見たりもしない。


    　ただ死んでいるだけだ。ルッカは彼女に何一つ、言葉をかけてやれなかったのだから。


    　彼女の名はドリス。


    　かつてルッカの義姉だった少女である。

  


  
    



    弐　　贖あがないの夜


    



    


    一　回想：さる宿主の開花より一年前


    



    　振り下ろして一度、掘り起こして二度。


    　重い手応ごたえが腕に伝わるたび、湿った土の匂いが舞い上がる。


    　水を被かぶったみたいに全身汗にまみれて、ルッカは自分の背せ丈たけほどもある鋤すきを振っていた。


    　鋤に振り回されているというのが正確なところかもしれないが。


    「そうだ、うまいぞ」


    　グスタフおじさんは、自分で耕したほうがよっぽど早いだろうに、手伝いたいというルッカの意向をくんで監督に徹している。


    　畑仕事で鍛えた体に、いかめしい顔つき。そんなグスタフおじさんが腕を組んでこちらを見ていると、威圧されているようにしか見えないのだが、慣れてくると微妙な表情の変化を読み取れるようになった。どうやらこれでも微ほほ笑えんでいるらしい。


    　いくらか鋤を振るごとに、グスタフおじさんは声をかけて褒ほめてくれる。


    　子供心にも、子供相手のお世せ辞じというのはうすうすわかるのだけれど、それでも嬉うれしかった。


    　ルッカがこの家に来て、ようやく一年と少し。


    　誰だれともわからぬ生みの親に、赤ん坊のうちに捨てられたルッカは、七つの年までを孤児院で数えた。そこの子供たちは上から下まで荒すさみきっていて、親代わりとなるはずの大人たちも、たびたび癇かん癪しやくを起こしては子供に当たり散らす有様。


    　人生とは、暗く垂れ込めた雲の中を、死ぬまでかき分けて進んでいくようなものだと、その頃のルッカは思っていた。死ぬ理由がないからとりあえず生きているだけだった。


    　他よ所そへ引き取られることが決まったときも、所しよ詮せん、苦しむ場所を変えるだけだと思っていた。


    　ところがグスタフおじさんは、特に理由なくルッカを蹴けり飛ばしたりしなかったし、アンナおばさんは、媚こびへつらわなくてもみんなと同じだけのご飯を出してくれた。


    　何よりドリスは、純粋で、筋が通らないことを許さない。共にいるだけで心が洗われるようだった。


    　ルッカは積極的にこの家に馴な染じもうとした。


    　なんとなく、自分に求められている仕事だけはルッカもわかっていた。グスタフおじさんが年を取って畑仕事がつらくなった頃、そこにルッカが立っていればいいのだ。


    　進んで畑仕事を手伝うルッカの姿は、グスタフおじさんにとっても好ましいもののようで、仕事の手を止めてまでルッカを見守る本末転倒の状況になることも少なくなかった。跡継ぎの育成という観点からすれば、これも立派に仕事なのかもしれないが。


    　のっぺりとした畑には、秋芋いもを植える畝うねが並んでいる。掘り返された土と、どこからか漂ってくるちぎれた草の匂い。畑仕事で出土した虫を狙おうと、小鳥が頭上を飛び回っていた。


    　いよいよ腕が疲れてきて、あと五回くらいは鋤すきを振れるかというところで、ひょいっとグスタフおじさんが鋤を取り上げた。


    「よし、もういいぞ、休んでろ」


    　そう言うと、ルッカが必死で振り回していた鋤を軽々と操あやつって畝を伸ばし始めた。


    　いつの間にか荒くなっていた息を整え、袖そで口で汗をぬぐう。グスタフおじさんはどうすればこんなに耕せるのかわからないくらい手際がよかった。鋤で搔かき起こされた土は、まるで生きているみたいに綺き麗れいに畝としてまとまるのだ。


    　しばらくルッカはぼうっと見ていたけれど、ただそこにいても邪魔だろうと引き上げることにした。


    　畑のすぐ近くには納な屋やがあって、ここは畑仕事のときの休憩場所ともなる。


    　薄暗く涼しい納屋の中では、ドリスが種芋の選別をしていた。


    　ルッカはちょっと迷って、種芋の山を挟はさんでドリスと反対側の、正面から少しずれた場所に腰を下ろした。


    「またお父さんを手伝ってきたの？」


    「うん」


    　気のない返事をすると、ドリスは作業の手を止めて顔を上げたので、ルッカはたじろぐ。


    　ドリスの銀色頭がちょっとだけ、かしげた。


    「私のほうは手伝ってくれないの？」


    　ルッカは返事に詰まった。


    　ドリスと一緒にいたくない、なんて、正直な気持ちは言えなかった。


    　別にドリスが意地悪をするとか、そんな理由で一緒にいたくないのではない。ちゃんと理由があるのなら別だが、ルッカのほうでもどうしてかわかっていないのだから、ただ中途半端にドリスを避けるだけで。


    　そんな態度にドリスが気づかないはずもないのだった。


    「ドリスはそれ、一人でできるじゃん」


    　ルッカは姑こ息そくに話をそらす。


    「お父さんだって一人でやれるよ」


    「そうだけどさ」


    　ドリスは畑を耕すような、特に力が必要な仕事はしない。グスタフおじさんがドリスにはやらせなかったのかもしれない。その代わり、他の仕事はまめに手伝っているのだ。


    　どう考えたって種芋いもの選別より畝うねを作るほうが疲れるから、そっちを手伝ってるんだ、と言い訳しようかと思った。でもそれを口にしたら、ドリスの仕事を侮ぶ辱じよくすることになるんだともわかっていたので、ルッカは黙っていた。


    　進退窮きわまって、ついにルッカは観念する。


    「わかった、手伝うよ」


    「いいよもう終わるから」


    　断られたけれど、それでもルッカがとりあえず座り込んで、芋に手をつけたときだ。


    「ルッカぁー！　遊びに行こうぜー！」


    　納な屋やが震ふるえるほどの大声が飛んできて、思わずルッカは身をすくませた。


    　表から叫んでいるのはラスだ。日焼けした肌の小柄な少年である。ルッカとは同い年だった。


    　この辺りの子供たちはいつもつるんで遊び回っているもので、そこには当然、子供の社会というものができあがっている。


    　皆、生まれたときから互いに知り合いで、後からやってきたルッカに対しては自然とよそよそしい子が多くなる。そんな中でもラスは、しばしばルッカを誘ってくれるのだった。


    　その誘いにルッカが応じるかと言えばまた別の話だけれど。


    「俺は、いいよ。畑の手伝いがある」


    「そっか。大変だな」


    　ラスはがっかりした様子ではあったけれど、すぐにすっ飛んで行ってしまう。


    　社交的なラスは、とにかく友達が多い。いつもの遊び場に行けば、いくらでも遊び相手はいるのだ。


    「なんで行かないの？」


    「ドリスだってお手伝いしてるじゃないか」


    「もう終わるよ」


    「そうじゃなくて……」


    　ドリスの視線は疑わしげだった。


    　ごまかされてはいないのだろう。これ以上追及する気がないだけで。


    　同年代の子と遊ぶというのがルッカには畑仕事よりも難しかった。どうしても孤児院のことが思い出されて体がすくんでしまう。閉じた建物の中で誰だれもが誰もを敵としていた。暴力沙ざ汰たは日常茶さ飯はん事じで、喧けん嘩かの弱いルッカは殴られてばかりいたから。


    　だけどルッカの世界は変わった。自分の殻に閉じこもっていては、今の世界では生きていけないのだと言うこともわかってはいるのだ。


    「遊びに行かないのはドリスだって一緒じゃないか」


    　矛ほこ先さきをそらそうとする。


    　この辺りの子供たちは、畑が忙しい時期には皆手伝わされる。学校だって今頃に合わせて休みを作るくらいだ。だけど今はまだ植えつけが本格的に始まってはいないから、遊ばせてもらえるのだった。


    　ルッカは外へ出て行く気がないから畑仕事を手伝っているのだけれど、ドリスは別にルッカのように、人を怖がっている風ふうではない。


    　畑にやってくる小鳥みたいにドリスは首をかしげて、銀色の髪がさらりと流れた。


    「じゃ、私と一緒に遊びましょ」


    　思いもよらない言葉だった。


    



    「遊びって、籠かご編みかよ」


    「面白いじゃない」


    　家の土間にはいつだって、籠の材料である、乾燥させてなめした蔓つるが積まれていた。


    　畑作だけでは食っていけないこともないそうだけれど、この籠は大切な副収入だ。


    　しかしこれは遊びじゃなくて仕事ではないのか。


    「どうすれば綺き麗れいな籠になるか、工夫しながら作ると楽しいよ」


    「うーん……」


    「ほら、またここ間違ってる」


    　ドリスは暇ひまなとき、いつも籠を編んでいる。特に農のう閑かん期は日がな一日だった。


    　そして、籠を編むのと同じくらいの熱心さで、たびたび籠編みをルッカに薦すすめてくる。


    　他に仕事がないときはルッカも仕方なくつきあっているけれど、こんな細こま々ごました作業はどうも性に合わない。


    　農作業を手伝っているときは、グスタフおじさんはまずやらせてみてから、間違いや改善すべきところを指摘する。そのほうがルッカとしては気が楽だった。


    　逐ちく一いち指導してくるドリスとの籠かご編みは少しばかり面倒だ。


    　その上、否いや応おうなくドリスと顔を突き合わせることになるものだから、それがなんだかイヤなのだ。


    「俺、籠編みより、鍬くわとか鋤すきとか振ってるほうがいい」


    　そんなルッカの感想にドリスは渋い顔だった。


    「あら、籠編みしてるの？」


    　すぐ後ろから突然声をかけられたので、ルッカは飛び上がりそうになる。


    　振り向けばそこに、寝ね間ま着きの上に肩掛けを羽は織おったアンナおばさんが立っていた。


    　おばさんはまだそんな年でもないのに、短く整えた髪には白いものが混じっている。小春日和びよりの日差しみたいな人で、暖かくて、優しくて、北風が吹いたら消えてしまいそうな人だった。


    「お母さん！」


    「おばさん！　今日は起きてても平気なの？」


    「うん。暖かいし、体の調子もいいからね」


    　子供二人、喜びよりも心配して叫んだのだけれど、アンナおばさんは笑うばかりだ。


    　これと言って持病があるのではないらしい。しかし、入れ替わり立ち替わり、種々の病魔が彼女のもとを訪れる。一年の少なくとも半分は寝ついているようなものだから、アンナおばさんが起きてきているのは嬉うれしくもあり、同時に心配でもあったのだ。


    　アンナおばさんは土間の上がり框かまちに腰を下ろすと、おもむろになめし蔓づるを手に取る。


    「お仕事して大丈夫なの？　お母さん……」


    「大丈夫よ。たまにはやらないと、編み方を忘れちゃうしね」


    　そう言って、痩やせて骨張った指が絡み合うようにして、機き敏びんに動き始める。


    　くぐって、締めて、右から、左から、蔓が嚙かみ合う。


    　二人の前でアンナおばさんは、みるみるうちに小鉢ほどの籠を作り上げてしまった。


    「こんなものかしら」


    「ふあー」


    「すっげー！」


    　小さなものだけれど、これと比べればドリスの作品はまだいびつだし、ルッカの作ったものとは比べるべくもない。ルッカが手に取って少しいじってみても、編み上げた蔓は全く揺らぐ気配がなく、初めからこういうものだったかのように形を保っている。


    「お母さん、どうしたらこんなに綺き麗れいにできるの？」


    「慣れかしらねえ。沢たく山さん作ったから。底を作ったときにズレがあったら上まで歪ゆがみがくるんだから、ちゃんと形を整えないとだめよ」


    「あの、おばさん、俺のは？」


    　ルッカも、編みかけの物体を差し出す。こうなるとやる気になるのだから現金なものだ。


    　アンナおばさんはルッカの作品を見て、かなり難しそうな顔をしたけれど、綺き麗れいな編み方のこつを一つ一つ教えてくれた。


    　ようやく一つ目が仕上がるかという辺りで、からりと戸が開いて、畑の匂いが流れ込んでくる。


    「あっ、おじさん、お帰りなさい」


    「おう」


    　グスタフおじさんが戻ってきていた。


    　担いでいた鋤すきを戸口のところに立てかけると、グスタフおじさんは足早にアンナおばさんのところに歩み寄る。


    「アンナ、寝てないとだめじゃないか」


    「たまにはいいじゃないの」


    「だめだ。つい昨日、熱が下がったばかりなんだから」


    　アンナおばさんは残念そうだったけれどそれ以上は言い返さず、肩を抱くグスタフおじさんに促うながされて寝室へと引っ込んでいった。


    　子供二人、土間に残される。


    「私のせいなんだ」


    　ぽつりとドリスが、滴したたる雫しずくのような言葉を吐く。


    　アンナおばさんの指導を受けて、普段より綺麗にできた籠かごを見ながら。


    「私が生まれたときに、お母さん、病気して……それからずっと」


    　頭で理解するよりも先に、ただごとならぬ気配に息を呑のむ。


    　みんないい人で、温かな家庭だからと言って、そこに爆弾を抱かかえていないとは限らない。


    　ドリスは、ひどい負い目を抱いだいているようだった。そしてどうやらその気持ちを、両親に対しては隠している。ドリスの気持ちを知れば、アンナおばさんは悲しむだろうから。


    　なぐさめる言葉など思いつかなかったけれど、ルッカにとって重要なのは、親にも内緒の話を自分にしてくれたということだろう。


    　この話をルッカがべらべら他よ所そに喋しやべったりはしないと。秘密の話だと察した上で、ドリスやアンナおばさんのために黙っていると、そう確信していなければ言いはしないだろう。


    　ドリスが抱く負い目の何分の一かでも、信頼の重さをルッカは感じる。


    「お医者様に診みせてるけれど、知ってるの、私。高いお薬は買えないんだって。だから私、いっぱい籠を作るの。そしたらきっと、お父さんも、お母さんにお薬買ってあげられるから」


    　そしてドリスはまた籠かごを編み始めた。


    　遊びにも出ないで暇ひまさえあれば作っていた籠の意味。


    　子供にできるのはその程度だけれど、今できることをひたすらに実行していたのだ。


    「……俺も、籠作るよ」


    　ここまで聞かされてはルッカも黙ってられない。


    　土間にどっかりと座り込んで、初めて本気で籠編みに取り組んだ。


    　いつもの倍くらいの速さで籠を編んでいると、ドリスがずいっと膝ひざを詰めてきた。


    「ありがと」


    　泣き笑いみたいにやわらかく微ほほ笑えんで、彼女は優しく囁ささやいた。


    　──近すぎる！


    　ルッカは飛び跳ねてしまいそうになった。


    　なんだかドリスの顔を直視してはいけないような気がして、うつむいて目をそらしてしまう。畑で働いてるときみたいに、体が熱くて、心臓が飛び跳ねていた。


    　はっと、何かに気がついたように、弾かれるようにドリスが身を引く。今度は微妙な距離が二人の間に生まれる。


    　変なものを見てしまったような気分で、なんとなく、視線を合わせずに見つめ合い、やがて二人は籠を編み始める。


    　後年になってから知ったことだ。周辺一帯の地域には、娘しかいない男やもめや、アンナおばさんのように娘だけを産んで子を成せなくなった母の家に、孤児から養子を取って育て、ゆくゆくは娘をめとらせ跡取りにするという廃すたれかけの風習があった。


    　あえて孤児としてあるのは、よその家から婿むこ養子をとったりしては、婿の実家に家を乗っ取られてしまう、という考えがあってのものらしい。


    　ドリスがどこまで知っていたのかルッカに知るすべもない。


    　しかし恋や結婚はやはり、いつの時代も少女たちの関心事で、それ故ゆえか、うすうす察してはいたのだろう。


    　今は義弟であるルッカといつかは夫婦になるのだ、と考えれば、ふとルッカが気になってくるときもあるようで、淡くも複雑な気持ちを抱いだいているようではあった。


    　そんな時、ルッカもドリスの気持ちを察してしまうもので、どうしようもない不安定な気分になってしまう。


    　そしてルッカはこの日、なんとなくドリスと一緒にいたくない理由に気づいた。


    　この『不安定な気分』と自分が、折り合いをつけられないからだ。


    　それからしばし、二人は静かに籠を編んだ。


    　キシキシ、キシキシと、笑うように蔓つるが鳴いていた。

  


  
    二　思い出の種


    



    　冬へ向かって寒くなっていく中、その日はいっそう寒かった。昼下がりの太陽が遠く感じる。


    　割増しで厚着になった人波をかき分け、ルッカは歩いて行く。


    　道幅が広い表通りも左右の建物は冬に備えたがっしりした造りで、初めてこの街に来たときは、何やら威圧感を覚えたものだ。


    　ルッカは家族を失い、このガランに流れ着いた。一人で生きていかなければならなくなったとき、他に仕事はいくらでもあったろうに、鋏プルーナーとなる他には何も考えられなかった。


    　初めての仕事から数年。いつまでも続けられる仕事でないのはわかっている。


    　宿主にとって人を殺すのは赤あか子ごの手をひねるように簡単だ。今はうまいこと仕事をできているけれど、ある日へまをしてたやすくのたれ死ぬのかもしれなかった。何より蜜虫を定期的に飲み続けるような仕事は、寿命を切り売りしているようなものだ。


    　ただ、いずれにせよ自分がこの仕事を辞めるときというのは、自分が死ぬときなのだろうな、ともルッカは思っていた。


    　──かまうものか。命の一欠か片けらまで、俺は宿主のものだ。


    　今日もこれから重要な仕事だ。そう思えば、憂ゆう鬱うつな考えも吹き飛ぼうというものだ。


    　腹の底に息を溜ためて、ルッカは気を引き締めた。


    



    　ナターシャの庭があるお屋敷街は、なまじ道が広いばかりに閑かん散さんとした印象ばかりがある。どうせ街の外はずれで、この先には何もないので、屋敷の使用人や御用聞き、巡回する警官ぐらいしか見かけない道だ。おかげで不審者は目立つので、防犯効果はあるのかもしれない。ときたま、馬車や自動車が走り抜けていく。


    　交差点を折れたところで、ルッカは宿主二人にはち合わせた。


    「あれっ」


    　リディとナターシャが連れだって歩いてくるところだった。


    　リディはくたびれた旅たび衣ごろもに背負しよい子こという、最初に見たときと同じ格かつ好こう。ただし背負子は完全に空からで、荷物を括くくるための縄だけが絡めてある。


    　ナターシャはさすがに服を着ていたが、まともな服とは言いがたかった。上から下まで純白で統一された服は、徹底的に体の輪りん郭かくを強調し、裾すそという裾がひらひらと飾り立てられていた。幾き何か学がく的な模様の形に穴が開いて、腹や背中を露出している。その上に、蜘く蛛もの糸に絡め取られたように、純白の飾り紐ひもがいくつもかけられている。よもやとは思うが、ところどころに光るものは宝石かもしれない。


    　間違っても貴婦人が夜会に召すような服ではないが、売春婦の衣装とも言いがたい。イカれた前衛芸術家が酒を飲みながら創つくったような服だった。


    　ナターシャの『用途』を考えるなら、こうした服こそ似つかわしいのかもしれない。以前、ナターシャが屋敷の主人に貰った服を見せて貰ったことがあるのだが、今彼女が着ているこれはかなりマシな部類で、大半は間違っても外へ着ていけない様な代物だった。


    「あらルッカ。今日もわたしに会いに来たの？」


    　ナターシャのほうから声をかけてきた。


    　うきうきと弾はずんだ調子なのは、ルッカに会えたからではない。


    「なんだ、今日はお出かけか？」


    　本当は外出の目的まで知っているが、ルッカは何食わぬ顔で聞いた。ナターシャはたしかにずっと庭にいるのが仕事だけれど、必要とあらば、たまの外出は認められている。


    　ルッカの質問に、白い仮かり花はなを揺らして彼女は微ほほ笑えむ。とろけそうな微笑みを浮かべる。


    　洋々たる前途への希望にナターシャの瞳は輝いていた。


    「旅支じ度たくよ。明日、出発することにしたの」


    　花を咲かせることは宿主にとって最大の目的であり、最大の喜びだ。そのために旅立つのだから、嬉うれしくてたまらないのだろう。


    　ナターシャが今日、街へ買い出しに出るという話は、屋敷の者が花狩りベスキユラムに伝え、そして黒服を介しルッカの耳に届いた。今さら妙なことも起こらないだろうが、ルッカは監視のため同行することにしたのだった。


    「で、リディは荷物持ちか」


    　背負しよい子こを担いでいたから言ったのだが、リディは首を振る。


    「これは持ってきただけ。ちょうど買い替えようと思っていたから、古い背負子はナターシャにあげることにしたの」


    　背負子である必要はないのだが、宿主の旅は多量の荷物を運ぶ手段が必須になる。


    　当然ながら、そのほとんどは食料だ。しかも乗り合い馬車や列車は宿主を拒否するところが多く、南のほうへ行けばそもそも人間と顔を合わせることさえ困難になってくるので、なんとか自前で運ばなくてはならない。


    　力だけはあり余っている宿主にとって、背負子はある意味合理的な選択だろう。自分の足で歩くなら、馬が入れないような荒れた山道だって通っていける。


    「ところで、何か用？」


    「宿代もらいに来ただけだよ。施せ療りよう院いんにいなかったから、捜しに来たんだ」


    　ナターシャの方をちらりと伺うかがってからルッカは言った。


    　宿主同士が会って情報交換する事もあるので、ルッカは宿主に対して、いつも蜜虫売りだと自称している。宿主と積極的に関わっても、当の宿主から特に不審がられない肩書なのだ。


    　組織に上納金だけ収めて、流れ者の宿主ばかり相手に商売をする一匹狼おおかみの蜜虫売りというのも、そこそこ存在するのだ。彼らは基本的に宿主を生かす立場なので好感を持たれやすい。


    　蜜虫売りという噓うそは、こうして会いに来る口実にもなるのだから便利だった。


    「買い物が終わってからでいい？」


    「なんなら買い物の途中で寄ればいいよ。俺も二人についてくし」


    　言うとリディが何やら目をまん丸くして見上げてくる。大きな葉が帽ぼう子しの鍔つばのように影を作る下で、紅玉ルビーのような目が輝いていた。


    　拒否される雰囲気ではなさそうで、うまいこと同行する口実にできたルッカとしては、心中胸をなで下ろす。


    　ナターシャは半ば呆あきれた様子で肩をすくめていた。


    「ルッカは変わってるわよねー。わたしも旅の途中で蜜虫売りの世話んなったことあるけど、あいつら、家畜を見る目でわたしのこと見てたわよ」


    「別にナターシャは俺の下にいるんじゃないだろ」


    「そうじゃなく、宿主で商売してるくせに宿主をまともに扱うのね、って」


    　ナターシャの言葉は特にルッカを褒ほめる調子ではなく、単に事実を述べているにすぎないといった調子だ。それがかえって嬉うれしかった。照れくさい気分なんてどれだけ久しぶりだろう。


    　──宿主を理解できるのは俺だけだ。


    　宿主は疎うとまれ蔑さげすまれ、人の世から弾き出されるのが常。ただ自分だけが宿主のためを思っているのだと。それはルッカの強烈な自負だった。


    「商売と個人的な考えは別だろ」


    　慣れない照れ隠しに、ナターシャは苦笑で返す。


    「変な奴」


    　何な故ぜだかリディは、油断なくナターシャを観察していた。


    



    　金鉱開発が始まってから生まれた新興商業区は、おそらくガランで最も賑にぎやかな場所だろう。


    　大きな露店市場を中心に、多種多様な店舗が雑然とひしめき合う。常に人でごった返している場所だ。しかし、巨大な背負しよい子こ、変な服、頭に花という奇抜な一行は、周りが避けてくれるため快適に通行できた。


    「親切な荷物持ちがいてくれて助かったわ」


    　奇異の視線など気にしていないらしいナターシャがカラカラと笑いながら言った。


    　今、背負子を担いでいるのは、なぜか不機嫌なリディに背負子を無理矢や理り押しつけられたルッカだった。


    「花弁売買するような危ない店に関わってる、前科何犯かもわからない奴が『親切』？」


    　後に先に歩きながらリディが発した一言はある意味正せい鵠こうをついている。


    　こうしてナターシャについてきたのも、それが仕事だからだ。


    「ひっどい言われようだな。俺、そんな危ねえ奴じゃないよ」


    　紅玉ルビーの瞳が鋭く輝いた。


    「前科者ってところは否定しないんだ」


    「警察に捕まったことはない」


    　冷徹な指摘に、ルッカは胸を張って切り返す。


    　花狩りベスキユラムに依頼されての仕事と、花狩りを介した蜜虫の取引。


    　報ほう酬しゆう目的の常習的殺人と取り締まり対象薬物の不法購入・不法所持……まあ、裁判にかけられれば三回くらい死刑になりそうなものだけれど。


    　しかし宿主が駆除の対象なのは、宿主対策がおざなりな北方諸国でも同じなのだ。そのため、滅めつ多たな事情でもなければ宿主殺しそのものは見て見ぬふりされる。


    　派手に動きすぎて一般市民に無用の不安が広がったり、被害が出たりすると花狩りに手入れが入るのだった。逆に言えば、そうでもなければ追及されない。


    　蜜虫に関しては、もはや数が出回りすぎて、規制が有名無実化している。裏社会に片足突っ込めば、いくらでも不法購入できるような有様だ。


    「なら前科者じゃなく、ただの犯罪者ね。無法者って言ったほうがいいのかな」


    　リディは拗すねたようにつんと澄まして言った。


    「なるほど、親切から着実に遠ざかっていくな」


    　雑談しながらも、目立つ一行は着々と、食料品から遠ざかる方向へ歩いて行く。


    「買い物じゃなかったのかよ」


    「買い物よ。一番荷物になるのを最後に買うだけ」


    　三人組を先導するのは、街の地図を持って歩くナターシャだ。


    「じゃあ、最初は何だ」


    「ちょっと待って。……えーと、うーと、あー……」


    　気がつけばナターシャは地図にかぶりついていた。


    　そのまま、正体不明の声を出しながら両手を震ふるわせている。


    「迷ったのか」


    「ち、地図を読むのに難なん儀ぎしています」


    　ナターシャは引きつった声で、遠回しな言い回しをした。


    「迷ったんだな」


    「はうっ」


    　冷や汗を流し始めたナターシャと地図の間に、下から顔を出す形でリディが入り込む。


    　リディは周囲の建物をくるくると見回し、地図と見比べていたが、やがて。


    「地図を右に百二十度くらい回してみて」


    　あまり期待できないことを言った。


    　ずっと庭に囲われていたナターシャ、街に来たばかりのリディ。ガランの住人であるルッカに道を聞くのが筋ではないだろうか。だが地図を見ながら女二人、侃かん々かん諤がく々がくの議論が始まっていた。


    　しかも、議論の内容はどう考えても建設的でない。


    「違うでしょ！　あそこに木が生えてるんだからもっと左に回して……」


    「木なんて地図に書かないでしょ！」


    　徐々に熱を帯びる二人の議論に従って、地図は高速で回転し始める。


    「あのー……どこでも俺が案内する、けど……」


    「「ちょっと黙ってて！」」


    　二人仲良く怒鳴りつけてくるものだからもうルッカは口を出せなかった。


    



    　最終的に、数分の道のりに三十分かけて、最初の目的地にたどり着く。


    　そこは、旅の準備のための店には見えなかった。


    　ちょっと小こ綺ぎ麗れいな雑貨屋、みたいな外見で、出ている看板は『シンクレア装身具店』。


    　そう高価でない、一般市民向けの装身具を売る店だった。


    　背負しよい子こがつっかえそうな入り口をなんとかくぐって中に入ると、鉄粉のような臭においがぷんと漂ってきた。


    　鉄や銅を削ったもの、獣けものの牙や爪を使ったもの、首飾りや腕輪が店中の棚たなに鈴なりになっていた。金鉱の街だけあって、金をあしらったものがかなり多い。


    　洒落しやれっ気がないルッカにはちょっと辛つらい空間だ。奥では中年の店主が何か細工をしていた。


    「何だい、ここは」


    「見ればわかるでしょ」


    　戸と惑まどうルッカに、ナターシャは眉まゆをひそめてみせる。


    「ここはリディちゃんの買い物よ。背負子のお礼に何かいらないかって聞いたら、ね」


    　リディは既に棚の物色を始めていた。


    　ナターシャも細工物を見始めたが、こちらは買う気はなさそうだった。


    　宿主は総じて、身を飾る欲求をあまり持たない。


    　しかし文明社会に暮らす以上、服装に無む頓とん着ちやくでもいられない。返り血の染しみた服で歩いていればすぐに警官が飛んでくるだろうし、浮浪者のようなぼろぼろの服装で表通りを歩けば人目を引く。


    　無む駄だにお洒落をする意味はなくても、それなりの体裁を整える必要はあるものだ。もっとも、それをどこまで徹底するかは、個々の宿主によって大きな開きがあるのも確かだが。


    　長くなりそうだとルッカは身構えたが、リディはすぐに戻ってきた。


    「リディちゃんもう決めちゃったの？」


    　ナターシャが意外そうに聞くと、リディはうなずく。


    　彼女が手にしていたのは、金細工で小さな花を象かたどった首飾りだった。中心に小さな赤い宝石が塡うめ込まれている。


    「花の形をしてて、赤色がついてるのはこれだけだった」


    「それじゃあ、しょうがないか」


    　あっさり納得するナターシャに、唸うなってしまいそうになったのをルッカはこらえた。こっそりと眉み間けんに皺しわを寄せる。


    　リディがあの首飾りを選んだ理由は、ルッカにしてみればわけがわからないが、宿主であるナターシャには納得できる理由らしい。


    　些さ細さいなこと、と言えるかもしれないが、やはり宿主は人間に理解できない理屈で動いているのだと、そう思わされる瞬間は辛つらい。


    　そんなルッカの眼前に、リディは首飾りを突き出してくる。


    「ちょうどいいから、買って」


    　それが当然だとでも言うように。


    　澄ました顔で見つめてくるリディとの間に、瞬まばたき三回分の沈黙が流れた。


    「いいんじゃない。こういう場所で、殿方は女子に贈り物をするものよ」


    　ねちっこく、悪いた戯ずらっぽく笑って、ナターシャもリディに加勢した。


    　これはおそらく宿主とか人間とか関係ない。二人が変なことを言っているだけだ。


    「ナターシャに買ってもらうんじゃなかったのかよ」


    「でもやっぱり、これから旅に出るならお金は大事だし。他にちょうどいいのがいるし」


    「お前な」


    　平然としているリディに、ルッカはこめかみを揉もみほぐしながら応じる。


    「リディはどうして首飾りが欲しいんだ？」


    「別に。服は少し持ってるけど、首飾りなんてなかったなあって」


    　表情はそのまま、ちょっと視線をそらしながらリディが言った。


    　お小こ遣づかいをもらっているというナターシャはともかく、旅たび烏がらすのリディは資金繰りも厳しいだろう。別に金は惜しくない。これでリディとの関係を深められるなら、後々、仕事がしやすくなる可能性に対する投資だ。


    「……しゃーねえ、買ってやるか」


    　言うなりリディの顔全体がぱっと輝いた。


    　間近で直視したルッカは気が遠くなりそうだった。光の差した湖面が輝くように鮮せん烈れつな彼女の微ほほ笑えみは、澄ました顔との落差が強烈な威力だった。


    　──何をやってんだ、俺は。ごまかすようにルッカは頭を搔かく。


    　相手は宿主。妙な考えなど持ちようもないのだけれど、さしものルッカとて、女性型をしたモノにこんな顔をされては多少なりとも心乱される。


    　小首をかしげたリディに背を向け、ルッカは店主に声をかけた。


    



    「別のところね、昨日と」


    「こっちのほうが近いからな」


    　昨日の犯罪商店街とはうってかわって、こちらの売買所は人通りの激しい通りにある。


    　表向きの商売は、悪い冗談のようでもあるが普通の花を扱う花屋だ。しかし宿主が訪れれば仮かり花はなの仲なか買がい人にんとなるのだ。


    　桶おけに入れた色とりどりの切り花が陳列されており、入り混じった花の香りに、濡ぬれて醸かもされたような植物の匂いまで加わって、独特の匂いが漂っている。


    「それじゃ、半分な」


    「うん」


    　うなずくとリディは、そのまま顔を上げず、ずいと仮花を近づけてくる。


    　ふわっと、周囲からの香りに負けない清せい涼りような匂いが、ルッカの鼻び腔こうをくすぐった。


    「まっ」


    　後ろでナターシャが色めき立つような様子があった。


    「……取れってか」


    「お願いね」


    　薄っぺらい花弁をじっとルッカは観察する。近くで見ると一枚一枚が思ったより広く、先端のほうは皺しわが寄ったようになっていた。


    「これ、適当に引きちぎっちゃって大丈夫なのか」


    「あなた本当に蜜虫売り？」


    「いや……みんな自分からやるから、わからなくて」


    　実は仮花を毟むしったことはなかった。


    　宿主に仮花の花弁や葉を求めると、彼女たちは大抵、自分から採取する。それだから、こうしてやらされるのは初めてなのだった。


    「そんなヤワじゃないから、ひと思いに取っても花弁が割れたりはしないよ」


    「そっか……じゃ、遠慮なく」


    　用心深く赤い花弁に触れると、ほんの微かすかにだが熱を感じた。


    　普通の花には絶対にない、血の通った感触が。


    　そっと一枚つまんで軽く引っ張ってみると、言われてみた通りなかなか頑がん丈じようでしっかりした感触だった。二、三度引っ張って大丈夫そうなのを確認すると、一息に抜き去る。


    「……っ」


    「痛い？」


    　ちょっと震ふるえた背中に話しかける。ナターシャが口元に手を当ててこちらを見ていた。


    「痛くはない……平気よ」


    　特にやせ我が慢まんしている様子でもなかったので、ルッカは次に取りかかる。


    　二枚、三枚、四枚、花弁を抜き取るたびにリディの背中は小さく揺れる。


    「よし、これで最後」


    　花弁の右半円を取り終えると、リディは詰めていた息を吐き出した。


    　それで顔を上げるので、必然的に至近距離で目が合う。


    　彼女の表情は静まり返った凪なぎの海のようだった。それはかえって不自然で、何かを表に出さないよう取り繕つくろっているようにも思えたのだが、水面の下を見通すことはできなかった。


    「じゃあおばさん、これでよろしく」


    「あいよっ」


    　花屋を切り盛りするおばさんは、犯罪行為をしている後ろ暗さを感じさせない、無む駄だな威勢の良さとともに花弁を受け取る。


    　そして彼女は奥へ引っ込んだ。目の前で採取したのだから不要かもしれないが、段取りとして蜜虫に使える鮮度か鑑定し、大丈夫だったなら代金が支払われる仕組みだ。


    「ねえ、ルッカ？」


    　待つ間にリディが聞いてくる。


    「昨日会ったとき、この子を綺き麗れいだって言ったよね。それって、他の宿主と比べて？」
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    「ああ……ま、そうかな」


    　生返事になってしまった。この子とは花のことだ。


    　花が大事だとリディは言っていた。誉ほめられれば嬉うれしいのだろうなと推測はできる。よりによって、花を褒ほめて彼女を喜ばせるというのは……あまり、気持ちの良い行為ではないが。


    「どんな風ふうに？」


    「まずは発色の良さかな。花弁も形がしっかりしてるし、数が多いのに綺き麗れいに並んでる。仮かり花はなはちょっと乱れてるのも多い」


    「へえ」


    　素そっ気けない返事に反してリディは上機き嫌げんな様子だった。


    　ルッカはリディに期待するのをやめていた。


    　もう彼女は完全に花のところに行ってしまったと思ってつきあうことにする。そう思ってしまえば、楽なのだ。むしろそんな宿主こそ救わねばならない。


    　たとえ今いまわの際きわの恨みを買おうと。


    　たとえ彼女から許しを得られないとわかっていても。

  


  
    三　襲撃


    



    　当然ながら花狩りベスキユラムは宿主の情報を常に集めている。


    　だから私兵にするなり、道楽で飼うなり、いずれにせよ宿主を手に入れたいと思う者は、まず花狩りに聞く。花狩りはそうした斡あつ旋せんも行っているのだ。花狩りが狙っている獲物を勝手に自分のものにしてしまえば、それはつまり獲物をかっさらうことになるわけで、要するに筋を通す意味でも花狩りを介さないのは危険だった。


    　さて花狩りにしてみれば、貴重な獲物をただで渡すわけにはいかない。そこで斡旋料を受け取る。こうすれば仮に宿主が逃げたとしても花狩りは損をしない。


    　では、逃げなかったときはどうなるか。宿主を飼っていた者が宿主を花狩りへ売る形になる。花が成熟すればどうせ宿主は去っていく。どうせ失う。その時期を自ら主に告げてしまったとあっては、どうなるか。


    



    　この夜もナターシャは庭の指定席で豪華な食事を取った。その中に、一風変わった料理があった。香辛料の匂いが強いタレで薄切りの肉と季節の野菜を炒いためたもので、どこか遠い国の家庭料理だそうだ。


    　花のためにとにかく栄養をつけなければならないのだ。出された料理は全て食べるのが宿主としては普通だ。


    　初めて食べる料理。しかも味つけは濃い。


    　ほんのかすかな味の違いなどわかろうはずもなかった。


    　食べ終わったナターシャは早めに眠ることにした。屋敷の庭の隅に、一部分だけ深く草木が生い茂った場所がある。ナターシャの寝床だ。この場所だけはあえて手入れがされていない。外から見れば、ただ緑がわだかまっている場所だった。


    　ほんの少しの財産もここに置いてある。屋敷に来て以来、使う必要のなかった金も。買い物の残りを足せば、路ろ銀ぎんは十分だろう。足りなくなれば花弁でも売ればいい。


    　今日は巨大な旅荷物も置いてある。大きな背負しよい子こには、日持ちのする食料がたっぷりと縛りつけてあった。


    　旅路の糧かてを、ナターシャは愛いとおしく思って撫なでた。


    　明日になれば、ついに花を咲かせるために旅立つのだ。


    　花が咲くそのときを夢見てナターシャは眠りに落ちた。


    



    　そして、闇やみの底でかすかな音を聞いた。


    　これは何の音なのか。考えるより先に体が動いた。全身に稲いな妻ずまのように緊張が走る。


    　寝転がった状態から両手両足を使ってはねた。


    「うっ、ぐ……」


    　一瞬遅れた右足に焼けつく痛みが走り、ナターシャは悪態とも悲鳴ともつかない声を漏らした。


    　矢だ。


    　両腕と左足があった場所にも矢がつき立っている。右足は直撃こそ避けたが、とっさに動いていなければ踵かかとの腱けんを切られてしまい、完全に動けなくなっていただろう。


    　ナターシャは闇と木々を透かして見る。薄っぺらな月の光でも、宿主である彼女には十分な明るさだ。


    　寝床を取り巻くように距離を詰めてくる複数の人影。


    　弓を持っているらしい影はない。矢を放った何者かがまだどこかに潜ひそんでいるのか。


    　なぜだ、と叫びたかった。この庭にいる限り、安全なはずではなかったか。


    　門番は何をしている。どうしてこんな奴らが侵入している。


    　ただはっきりしているのは、この侵入者たちが自分を狙っていることだった。押し込み強盗なら庭の片隅でなく、屋敷に真っすぐ向かうはずだ。


    　──駆除特務……!?


    　思った瞬間、全身が燃えるように熱くなった。


    　そんな奴らがなぜここに。こちらの駆除特務はろくに仕事をしないはずではなかったか。


    　北の国々が軍隊に駆除特務を置いているのは、主として南の国々に対する面メン子ツのためで、宿主が街の中を平気で歩けるくらいに仕事をしない。揉もめ事を起こさなければ出動すらしない。夜中にこんな場所まで踏み込んでくるなんてことがあるのか。


    　いや、そんなことを悠ゆう長ちように考えている場合ではない。


    　花を狙っている。


    　宿主である自分を狙っている。


    　花を、その命を奪おうというのか。許せない。絶対に。


    　しかしそんな心とは裏腹に、ひどく手足が萎なえていた。力が入らない。


    　歯を食いしばって体を動かす。矢に毒が塗ってあったのか、とナターシャは思った。夕食を疑ったりはしなかった。


    　手足の痺しびれが、花の命を奪おうとする悪意の具現に思えて、ナターシャはますます怒りを燃やした。


    「私は……花を咲かせるんだ。邪魔、は、させ、ない……」


    　どこへともなく呟つぶやいたナターシャは、ゆるりと体を起こして身構える。すると、その動きを見て取ったらしい正面の人影が飛びかかってきた。


    　──速い！


    　ただの人間にはありえない速さだった。顔面がひび割れたように赤く染まっている。


    　駆除特務は大たい概がい、蜜虫を使うものだと聞いた覚えがあった。


    　そうした公的機関などで使われるのは効き目の強さや時間を調節し、副作用を極力抑えた高価なもの。この襲撃者が飲んだのは裏社会で一般的に出回っている、体への負担を全く考えない安物の粗悪品なのだが、そんな違いがナターシャにわかるはずもない。


    　野太い声で吠ほえたそいつは長剣を振りかぶって、大おお雑ざつ把ぱに振り下ろす。剣は唸うなりを上げて空を切り、ちぎれた草の葉を巻き上げた。


    　迫りくる銀色の殺意を、すんでのところでナターシャはかわした。本当なら大振りな攻撃の隙に首をねじ切るくらいはできたはずなのに、よろめいて、近くの木に背中をぶつけるしかできなかった。


    　襲いかかってきたのは大柄な男だった。役人や軍人の雰囲気ではないし、身なりもそうだ。強しいて言うなら単なるならず者。そいつは振り下ろした剣を引きずるような体勢から、首を狙った横なぎの一撃を繰り出した。


    　ナターシャは、足が萎え腰が砕けるにまかせて、体を沈める。


    　髪の束が吹き飛び、背後にあった太い木が輪切りにされた。


    　今度こそナターシャは逃のがさなかった。腰からひねるように、渾こん身しんの力を込めて腕を振る。


    　拳こぶしが男の脇腹に深くめり込んだ。二つに折れ曲がってしまった男は白目を剝むいたまま、少し離れた花壇の中へ飛んでいった。


    　切られた木がナターシャの後ろで倒れていく。小枝の折れる音の後、控えめな地響きがした。


    　それを飛び越えて向かってくる影が、二つ。


    「くっ！」


    　振り向く動作に足がついていかず尻しり[image: ]もちをついてしまう。


    　やや背が高い切り株の左右から二つの切っ先が襲いかかる。


    　避けきれない。と、判断するや、ナターシャはありったけの力を込めて筋肉を固め、左腕を差し出した。


    　左からの刃が左腕を貫つらぬいて止まる。


    　ナターシャは歯を食いしばってこらえ、右からの攻撃に集中した。刺し突とつを見切って擦こすり上げるように右手を伸ばし、剣を握った手を上から摑つかむ。


    　そして、砕いた。


    　手に力が入らず、握りつぶすまではいかなかったが、指の骨がいくつにも分割され、襲撃者は剣を取り落とし不ぶ格かつ好こうな悲鳴を上げた。


    　ナターシャは落ちた剣が地面につく前に拾い上げ、左腕に剣を突き立てた襲撃者を斬り捨てる。あっさり首をはねられて、少し短くなった痩やせぎすの体が崩れ落ちた。


    　出血を承知で腕に刺さった剣を抜く。頭の芯まで震ふるえる痛みが走った。これもただ、ひたすらに堪こらえる。ここで倒れてしまったら、花はどうなるのだ。


    　ざざ、と葉擦ずれの音がして、また一人向かってくる。


    　片手で構えた剣の先、ナターシャは見た。


    　体格に恵まれているとは言いがたいが、鋼はがねのように鍛えられた体を持つ若者。鉛なまりのような色を帯びた赤毛は、おぼろな月明かりの下、逆立つ刃にも見える。顔面にはやはり、赤い葉脈。


    　銀ぎん鼠ねずみ色の目は廃はい屋おくの隅で忘れ去られ、埃ほこりを被かぶったガラス玉のように鈍く輝いていた。


    「ルッカ……？」


    　驚きに一瞬、ナターシャは動けなくなった。


    　ルッカはナターシャの顔を見ても、手も足も止めることはなかった。


    



    「何人死んだ？」


    　ルッカが問うと、黒服は鋏プルーナーたちを見回し頭数を数える。


    「二人だ。一人ですませたかったな」


    　生きているうちの一人は手をやられ、苦痛に顔を歪ゆがめながら転げ回っている。残りの鋏たちは、黒服の指示を受けて二つの死体を片づけている最中だ。あんまり簡単に死人が出てしまったので、鋏たちはほとんど呆ほうけていた。


    　最悪を言うなら、黒服にとっては鋏など全部壊れて構わないはずだ。それで手傷の一つでも負わせてくれれば、手た折おるには十分だから。ただ今回は、明日の仕事でも今夜の仕事の生き残りを使う。


    　闇やみ夜よより暗い目で黒服は様子を見ていた。いくらの金で恐怖を押さえ込んでやれるか、慎重に見極めているのだ。


    　ぼんやりとその光景を見ていたルッカは、指先に痺しびれを感じて我われに返る。


    　──ん……そろそろか。


    　手を開閉し、力の入り具合を確認する。


    　もう蜜虫が切れてきていた。


    　実はルッカはこれまでに二度、蜜虫をより強いものに変えている。体が蜜虫に慣れて効かなくなってくる分、強くしなければならないのだ。


    　このところ、蜜虫を使った後に痺れが出るようになってきた。危険な兆ちよう候こうだった。


    　より強い薬で、より体を壊して。それでもルッカは戦い続けているのだ。


    「どう、して……」


    　切れ切れで震ふるえた声が低いところから聞こえた。


    　ナターシャが泣いていた。


    　彼女は全身を滅めつ多た切りにされ、血だまりの中に倒れている。痛々しく肉をえぐられた傷跡からは、もう血が流れていない。普通の人間なら失血死しておかしくない状態なのに、まだ泣くだけの力があるのか。


    　流れ落ちる涙がおぼろな月の明かりを受けて、命の燃え尽きる間際、最期の輝きを遺のこす。それは血の池に落ちて、赤黒い液体を少しだけ薄めた。


    　むせび泣く彼女が流すのは無念と悲しみの涙。花の命をつなげなかったことを、ナターシャは嘆いているのだ。


    　宿主が死ねば、花は最後のあがきとばかり、どこであろうと咲き始める。駆除特務が殺したなら開花を阻はばむためすぐに油をかけて死体を焼くし、花狩りベスキユラムがやったなら、末路は言うまでもないだろう。ナターシャが花狩りを知っているかはわからないが。


    　宿主は自らの命など惜しまない。花が咲くときに、どうせ死ぬのだ。ただ、花を無む駄だに死なせてしまうことには、我わが子を亡くした母のように怒り、悲しむのだ。


    「ルッカ、どうして、こんな、酷ひどいことを、するの……」


    　心臓が冷たく脈打った。冷たくささくれ立った血流が全身を巡っている。


    　逃げ出したかった。


    　逃げてはいけない。


    　逃げられない。


    　ここで宿主から目をそらしたら全て噓うそになる。


    　かがみ込んだルッカは揺れる双そう眸ぼうを覗のぞき込む。


    「どうして、こんな──」


    「ナターシャ。これは、君への救いだ」


    　縋すがるように恨むように、そんなナターシャの言葉が凍いてついたように止まる。


    「こんな状態で生き続けて、花なんかのために誰だれかに飼われて、花を咲かせて死ぬのは、きっと、お前が望んだことじゃないと思うから。やっと解放できる……」


    　ナターシャの顔が歪ゆがむ。


    「そんな、そんな身勝手な理屈で！」


    「勝手なものか！　花に憑つかれる前のお前は、こんな生を本当に望んでいたのか！　今は花を咲かせて死ぬのが幸せだと、花に思わされているだけだ！」


    　静かに、と黒服が制する。明かりが消えて静まり返った屋敷に、使用人たちが眠っているのだ。守衛は主人の命令で遠ざけてあるけれど、下へ手たに騒げば面倒なことになる。


    　それでもルッカは抑えられなかった。


    　ざわつく心を抱かかえるルッカの前で、ナターシャが。


    「ふ、ふふ、ははは……」


    　喉のどに引っかかったような擦かすれ声で笑い始めた。


    「……あたしは、馬ば鹿か……だったわ。とんだ馬鹿……ルッカは、宿主のことをわかっていると……思っていたのに、全然だめ……」


    　ぐっと、胃液がこみ上げてくる。


    「だ、黙れ……」


    　そんな言葉は聞きたくない。


    　しかし彼女は宿主だから。花に魅了されているからわからない。宿主を知るルッカの考えが、宿主である故ゆえにわからないのだ。


    「幻想、だ、た……心を、通わせ、なんて……」


    　切なげに声を振り絞り、ナターシャは月に嘆く。


    「ルッカ……あなたに、全ての宿主の呪いが、あらんことを……」


    　ルッカは奥歯が割れそうなくらいに歯を食いしばっていた。


    　花のせいだ。花がこうさせる。


    　どこまでも心は花の側にあるのか。認めてはくれないのか。


    　ナターシャという一つの存在が色あせていく。怨えん嗟さの形ぎよう相そうを保ったまま、全く動かなくなったその顔は、末期の言葉そのままにルッカへの呪いのようだった。


    「畜ちく生しよう……」


    　何に対してともなく、ルッカはそう言っていた。

  


  
    四　二人の狩人


    



    　仕事を終えてルッカは、ふらふらと家路に着いていた。


    　寒さは感じない。足の裏の感覚すらない。


    　自分がどうやって歩いているのかわからなかった。


    　途中で転んだような気もするけれど、転ばなかったかもしれない。


    　寒さは感じていないのに、胸をくりぬかれたかのような虚きよ無む感がルッカを苛さいなんでいた。


    　──なぜ俺は、あんな言葉をかけるのだ。


    　宿主となる前のお前はこんな生を望んでいたのか、と。


    　何度拒絶されてもやめられない。


    　言い訳でもするように、今いまわの際きわの宿主に、宿主殺しの道理を説く。


    　当然ながら反応は決まり切っていた。宿主にとって一番の大事は、花。そういう風ふうに価値観をねじ曲げられているのだから。ルッカの言葉など受け容いれられるはずもない。


    　言葉が届くはずもないのだから、黙って殺せばいいのに。


    　宿主を殺し続けるこの道は正しいのだと、その確証が欲しいのだと、自分では考えていた。


    　だが、どうやらそれは違うのではないかとルッカは思い始めていた。


    　黒い汗が背筋を滑り落ちていった気がした。この感覚は……。


    　──何なんだ？　俺は、何を恐れているんだ？


    　恐怖に近い焦しよう燥そうだった。


    　それは、追いかけてくる。足音もなく、気配もなく。


    　逃げたいのに、恐怖はルッカの隣にいる。ルッカの中にいる。


    　何かから逃げるように歩き続けていると、馴な染じみの裏通りに差し掛かった。辺りの酒場からは笑い声や怒鳴り声が響き、安酒の匂いがどこからか漂ってくる。


    　ヒカリゴケ亭だった。


    「酒……やめるつもりだったんだがな……」


    　灯に惹ひかれる虫のようにルッカは足を踏み入れていた。


    　通い慣れた店内に入ると、馬ば鹿かみたいな笑い声や食器を打ち鳴らす音が一気に迫ってきた。


    　柄がらの悪い客どもが酒を飲んでいる合間を縫ぬい、ルッカは空いている席を探した。


    　と、そこに。


    　意外な先客がいた。


    「……黒服」


    「よう。一晩に二度も会うとは縁があるらしい」


    　店の中は混み合っているのに、黒服は卓を一つ独占していた。


    　誰だれも相あい席せきしたがらないのだ。不気味な黒ずくめの服装もさることながら、手で触ってこね回せそうなくらいに濃く、剣けん呑のんな雰囲気を漂わせていたからだ。


    　円卓の上には空からの酒瓶びんが五つほど置かれている。


    　まさかこれを一人で飲んだとでも言うのだろうか。


    「ザルなものでな」


    　ルッカの視線に気づいたか、黒服が言った。


    　黒服は、普段より少しだけ早口だった。一見しらふに見えるが、酔っているようだ。


    　尋じん常じようでない酒量だ。ザルを自覚しているなら、ザルを承知で酔えるまで飲んだのだろう。


    　気き障ざな動作で黒服は椅い子すを勧めた。断る理由も特に思いつかず、ルッカは向かい合って座る。


    「意外か？　私がこうして酒を飲んでいるのは……」


    「そんなことは──」


    「顔に書いてある」


    　意外だと思っていたのは本当だから、ルッカはどきりとした。見透かされていたのだ。


    　冷徹で計算高い彼を、人の姿をした死に神のように思っていた。そんな化け物がこうして酒を喰くらっているなど、大げさに言えば世界が崩れていくような心ここ地ちさえした。


    　押し殺したように黒服が笑う。


    「私ごときではお目にかかったこともない花狩りベスキユラムの長だろうと……王城にふんぞりかえっている殿てん上じよう人びとだろうと……所しよ詮せんは人間だよ。皆、酒も飲めば女も抱く。屁へもこけば糞くそもする。当然のことだ」


    　言われてみて気づく。たしかに当然のこと。


    　しかし、黒服は、何を言いたいのだろう。


    　おかしみを誘うような言葉なのに、黒服の双そう眸ぼうの奥にはどす黒い炎が燃えたぎっていた。


    「飲みたまえ」


    　黒服は自分が使っていた杯さかずきを放ってよこした。


    　手にしていた瓶をほとんど逆さにして、豪快に酌しやくをしてくる。縁から少しこぼれたところで止めると、自分は瓶から直接酒を飲み始めた。


    　なみなみと注がれた安酒がルッカを待っている。どうもかなり強い酒のようだ。赤く、それは血のように赤くて、匂いまで血の臭しゆう気きに変わってしまったようで、しかしルッカはその酒に口をつけた。こぼさないよう縁からすすって、それから一気に飲み干した。


    　味は、わからなかった。


    　でも凍こおりついた頭の芯が少しだけほぐれた気がした。


    「ほう、いける口か」


    「……気付つけにゃ悪くねえな」


    　ルッカの応こたえに黒服は微ほほ笑えんだ。


    　研とぎたての刃物にも似た酷こく薄はくな笑みだ。酒に浸したところでその刃物は[image: ]さびついたりせず、かえってぬめるような鋭い輝きを放つのだった。


    　また一口、黒服は酒を呷あおる。血でも吐いたように口から一筋、酒がこぼれて顎あごから滴したたった。


    「実に気分の悪い最悪の仕事だった。酒でも飲まなければ、やってられんわ」


    　瓶びんから口を離すなり、黒服は酒臭い言葉を吐き出した。


    「貴様のせいさ」


    　そしてルッカを睨にらみつける。


    　強しいて言うならいつも不機嫌に見えるが、今日はどこか様子がおかしい。


    「昨夜の仕事からずっと胸くそが悪かった。さっきのがとどめだな。素人しろうとの大根芝居のほうがまだ見てられるぜ……」


    「なんだと？」


    　ルッカは牙を剝むいた。その言葉だけは決して看かん過かできない、許しがたい侮ぶ辱じよくだった。


    　サラに、ナターシャにかけた言葉は今のルッカ全てである。少なくともルッカ自身はそう思っていた。


    　もちろん黒服は、ルッカが色めき立った程度では小揺るぎもしない。


    「宿主のために、宿主を殺す、か？」


    　その言葉は意外にも、[image: ]あざける調子ではなかった。


    「……そうだ」


    　言いながらも、ルッカは自分の気持ちを摑つかみかねていた。


    　強いて言うなら義務感に近い。重く冷たい鎖のような義務感がまとわりついて、それがルッカを突き動かしているのだ。


    「私が宿主を殺すのは、宿主が嫌いだからだ」


    　黒服の考えはとても単純で、明めい瞭りようだった。


    　圧倒的な負の感情であるはずなのに、どこか美しさすら感じてしまうのはなぜだろう。


    「家族を宿主に殺されたのさ。旅費が尽きたと、それだけの理由で。腕っ節ぷしにまかせた、知性のかけらもない盗人だった。私は隠れていて生き延びたが、な」


    　壮絶な内容に反して、妙に平板な言い方だった。


    　宿主嫌いの理由としてあげているのに、家族への気持ちも、家族を奪った宿主への気持ちも、何も読み取れない。酒のせいばかりとも思えなかった。


    「じゃあ復ふく讐しゆうのために、花狩りベスキユラムに？」


    　それしかないと思ったのに、黒服はと言えば笑い飛ばす。


    「復讐だと？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。私の家族を奪った宿主は、仮に生き延びていたとしても、とっくに花を咲かせて死んでいるよ。咎とがを負うべきは奴一人だ。他の宿主をいくら殺しても気分が晴れようはずもない」


    　蕩とう々とうとまくし立てると、黒服は一息に三口ほど酒を呷り喉のどを湿らす。


    　そして歯を剝むき出す。野や蛮ばんに笑っているのかもしれなかった。


    「ただ、な。宿主どもの無ぶ様ざまな死が愉ゆ快かいでたまらんのだ」


    　それはルッカの感覚では同じことだ。


    　宿主は全て宿主であり、それ以上でもそれ以下でもない。宿主全てに復ふく讐しゆうしているのと変わらないのではないか。


    「わからない……俺には。復讐と何が違うのか……」


    「ふん」


    　黒服は鼻から長く息を吐いた。


    　無む駄だだと思ったのか、それ以上説明しようとはしなかった。


    「私と貴様の共通項は、ただ多くの宿主を己おのれの手で殺あやめるのが目的である……こと、だな。だから駆除特務でなくて花狩りベスキユラムを選んだのだろう？」


    　それだけは同意する。


    　ルッカは初めて黒服に親近感を覚えた。ほんの少しだけ。


    　共に、宿主を殺すことに全てを捧げた化け物同士だった。


    　空からになったルッカの杯さかずきに、また黒服は酒を注ぐ。今度は入れすぎて、こぼれた血のような酒がぬらりとルッカの手を汚した。


    「貴様は使い出のある駒だ。同時に私は、貴様が目的を達成する上で不可欠な人間だ。まあ、せいぜい命尽きるまで気張ろうじゃないか」


    　黒服が卓の上に酒瓶びんを差し出してくる。


    　明かりを受けて、醜みにくく歪ゆがんだルッカの顔が瓶に映り込んでいた。杯を差し出してルッカはその顔にぶつけてやる。澄んだ音が一つ響いて、すぐに喧けん噪そうにかき消された。


    　どこかが違う。どこかがおかしい。そんな違和感がいつまでもわだかまっていて。


    　胸のつかえを飲み下すように、ルッカは弾はずみをつけて酒を呷あおった。


    



    



    　花は子供にはつかない。


    　老人にもつかない。


    　そして宿主のほとんどは若い女性である。


    　俗説的にこうした傾向は語られていたのだが、具体的にはどんな基準があるのか、そしてそれはなぜなのか、知るものはあまりに少なく、花に対する人々の認識は肝心なところで曖あい昧まいだ。


    　花について深い知識をルッカが得たのも、ガランに来て、花狩りとつきあうようになってからだった。


    　花は宿主となるに相応ふさわしい強い人間を選びたがる。生涯で最も命の力が強い時期である若者を。その中でも特に生命力が秀ひいでた者を宿主に選ぶのだ。


    　たとえ弱き者に種がついても芽吹かず、宿主にはならない。種はそのまま休眠に入り、やがて枯れ落ちる運命を待つばかりとなる。


    　花は、宿主をめったやたらに増やすよりも、己おのれで間引きをして強い宿主のみ生み出すよう進化していたのだった。


    　……男性の場合は。


    　そう、男性であっても、宿主になる可能性は存在するのだ。


    　では何な故ぜ、世間で宿主と言えば女性ばかりなのか。


    　女性の場合も本来、発芽の基準は男性と変わらない。だが一つ、花の想定を超えた落とし穴があった。


    　女性には月のものがある。


    　この時期は命の脈動が乱れ、ばね秤ばかりが揺れているような状態に陥るのだ。


    　中でも若い娘、特に子を産んだことのない娘は、子を産むため持っている潜在的な力が強く作用し、秤の振れ幅が大きくなる。


    　そして一時的にでも花が認める基準に達してしまえば、種は発芽するのだった。


    　それ故ゆえ、子を成した経験のない女に種が宿れば、長くともひと月のうちに、ほぼ発芽する。


    　また、この種は吸い込む必要すらなく、皮ひ膚ふに触れてしまえば根づくものである。


    　防花面チチエマスケにそもそも意味はなく、ただの迷信に基づく民間療法的なものなのだと知ったのも、後々になってからだった。

  


  
    五　回想：さる宿主の開花より三日後


    



    　その日、ルッカは芋いもの焼ける匂いで目を覚ました。


    　まどろみの中で芋の匂いに気づき、跳ね起きる。


    　しまった、もう朝ご飯の時間か、寝坊した、と思いかけたけれど、どうも様子がおかしい。


    　窓の外はまだ薄暗く、少なくとも朝食の準備を始める時間ではなかった。


    　静まりきった黎れい明めいな空気の中、竈かまどの薪まきが爆はぜる音さえここまで響いてくる。


    　今、この家には三人しかいない。グスタフおじさんは四日前から、何かの商談と、近所一帯の種芋の買い付けのため、一いつ張ちよう羅らを着て遠くの街まで出かけている。帰ってくるのは今日の夜になるはずだった。


    　だからこそルッカは、山へ宿主を探しに行こうなんて言うドリスを止められなかった。グスタフおじさんがいればドリスを引きずり倒し、納なん戸どに閉じ込めてでもやめさせてくれただろう。


    　このところ体調が悪いアンナおばさんは普段より多く寝ている。となれば、やはり、芋を焼いているのはドリスか。


    　ドリスは家事のほとんどを引き受けていたから、朝食の用意もドリスの役割だ。しかし彼女はいつも、『明けの鐘かね』を聞いてから料理を始めていたはず。


    　どういう風の吹き回しか、眠い目をこすりながらルッカは見に行く。


    　土間のほうがたしかに明るいようで、火を使っているのは間違いない。


    　隙間明かりが漏れる扉を押し開けたとき──


    　──銀色の風が吹いてきた。


    　おそろしいほどの速さで何かが飛びかかってきたのだ。そう気づいたときには、ぐるりと世界が回って。背中を打ったと思ったら、ルッカは仰あお向むけで天井を見上げていた。


    　そこにはルッカの首根っこを押さえつけているドリスがいた。


    　飛びかかってルッカを押さえつけたのはたしかにドリスだった。


    「あら、起きちゃったか」


    　見下ろす顔の周りから銀色の滝が流れ落ちて、ドリスの顔ばかりがルッカには見える。


    　表情一つで人の顔とはここまで違って見えるものなのか。


    　あまりにも堂々として、いかなる力にも屈さない超然たる強さ。


    　その顔が人間のものには思えず、少なくともいつものドリスの顔には見えなかった。


    　銀色頭の上に揺らめく双ふた葉ばを見た瞬間、稲いな妻ずまがルッカの心を貫つらぬいた。


    　ルッカは全てを理解する。


    　拳げん骨こつを喰くらったみたいに頭の芯がびりびり痺しびれる。


    　そんな、まさか、どうして、花が。


    　なぜ、今になって。昨日まで大丈夫だったはずなのに。


    　身動きできないほどの衝撃を受けているルッカの表情を見ても、ドリスだったモノが心動かされた様子はなかった。


    「言いなさい。この家の家族、どんな奴がいる」


    　混乱しているとき、人間は、疑問を差し挟はさむ力さえ失われてしまう。


    　どうしてドリスがこんなことを聞くのか、言ったらどうなるのか、そんなことを考える前にルッカは全て喋しやべってしまっていた。


    　グスタフおじさんが出かけていることも、アンナおばさんが寝込んでいることも。


    　ドリスらしき何者かは時折うなずきつつ聞いていた。そしてルッカの話が終わると、にやっと笑った。


    　きっとそれは、ほくそ笑む程度だったのだろうけれど、ルッカにとっては悪魔が牙を剝むいて笑ったようにすら見えた。


    「それは好都合。急がなくても大丈夫そうね」


    「ド……ドリス？」


    「へえ、ドリス。ドリスね。悪くない名前じゃない」


    　ぞうっと酷ひどい寒気がルッカを取り巻いた。


    　名前すら忘れたのだ。


    　もうこれはドリスではないのだと、否いやが応おうにも思わされる。


    　ドリスの姿で、ドリスの声で、だけど、もう、これは。


    「い、急ぐって、なん、なん……」


    　ルッカとアンナおばさんを殺して、頭からばりばり食おうとでも言うのか。人が来なければ都合がいいとでも言うのか。


    　言葉にならない言葉を聞き取ると、ドリスの姿をしたものは、どこか遠くを見る目になった。


    「私は北へ行くの」


    　北へ。宿主は花が咲くまでの時間を北で過ごすんだそうだ。


    　国ごとの事情とか、そんな難しいことはよくわからなかったけれど、宿主の習性の大まかなところくらいは子供でも知っていた。


    「そんな……それじゃ、おば、お母さんはどうなるんだよ！」


    　なぜかルッカの口からは、こんな言葉が飛び出した。


    　ドリスはどこに行った。


    　アンナおばさんのために。お母さんのために。健けな気げに籠かごを編んでいたドリスはどこに消えた。


    　縋すがるような気持ちだった。


    　あれほど大切に思っていたアンナおばさんのことを、宿主にされたとしても、ドリスが忘れるだろうか。忘れていたって、何か感じるものがあるかもしれない。


    　そんな希望をドリスは、ただの一言で打ち砕く。


    「お母さんって、あっちで死にかけてる人？」


    　完全に他ひ人と事ごととして考えているのがわかってしまった。


    　体が芯からばらばらになっていく。


    　手がみっともないくらいにぶるぶる震ふるえた。


    　アンナおばさんが死にかけている、なんて、全く遠慮なく告げられたことも二重に衝撃だった。正面と背後から同時に殴りつけられたみたいだ。


    「ど、どうして、知って……なんで、本当に？　おば、お母さん、死にかけてって……」


    「もう命の匂いがしないもの。あんたが焚たき火なら、あの人は蠟ろう燭そく以下」


    　アンナおばさんならドリスを引き留めてくれるんじゃないかというかすかな望みさえ、容易たやすく絶ち切られてしまった。


    　この時ルッカには、アンナおばさんが病気になって、今にも死のうとしている事さえ、ドリスに寄生した花のせいであるように感じられていた。


    　おばさんは死ぬ。ドリスは消えてしまう。物事はいずれも、ルッカにとって望ましくない方向へ動いて行く。全ては花のせいだと、ルッカには思えた。


    　どうして、こんなことに。山で開花を見たときはなんともなかったのに。


    　何がいけなかったのだ。宿主を探しに行こうなんて考えたからか。


    　刺すように目が痛んだ。ドリスの姿が、滲にじんで、歪ゆがむ。


    「どうして、……どうして、どう、して……」


    　平穏に続いてきた暮らしが、今まさに壊れようとしている。


    　裏切られた、見捨てられたと思った。ああ、これはもうドリスではないのだ。花だ。花の手足だ。


    　思い出をルッカは呪った。優しい笑顔でドリスを破滅へ誘った、あの宿主を呪った。他よ所そから飛んできた種かもしれないけれど、ルッカが見たことがある花はあれだけだ。全ての花の代表として、ルッカは山で見た宿主と、彼女の咲かせた花を呪った。


    　そして、ドリスを。ドリスに宿った花も。


    「あーあ、泣かせちゃったか」


    　ドリスはうんざりした様子だった。


    　服に突っ張るような感触がある、と思ったら、ルッカは力ずくで引き起こされていた。


    　溜ため息いきをついたドリスはゆるやかにルッカの頭をかき乱す。


    　夜空を見上げ、月を取ってくれと泣きつく子供に──絶対にできないことを無理に願う、無知で純粋な子供に諭さとすように。


    　いつだかこうしてドリスに撫なでられたことがあった。たまらなく懐かしいのにたまらなく気持ち悪い。だけど、涙が次から次に[image: ]あふれてきて、手をどけることもできなかった。


    　動けないでいるルッカを引きずるようにして、ドリスは竈かまどの前までやってくる。


    　土間には、備蓄してあった芋いもが引っ張り出され、小山のように積み上げられていた。


    　ぶつ切りの芋が鉄鍋で焼かれ、香こうばしい匂いを立てている。


    　ドリスはその中から無造作に二、三個摑つかみ出すと、ほとんど飲み込むように口に入れた。


    「これ、焼きなさい」


    　事態を把は握あくできていないルッカに、じれたようにドリスは叫ぶ。


    「一人じゃ、焼いても焼いても終わらないの。さっきからお腹なかがすいてしょうがないのよ。ほら、さっさとやりなさい。さもないとあんたから食ってやるから！」


    



    　恐怖に背中を押されるまま、ルッカはすりこぎ棒を振った。


    　鍋の芋を焼きながら潰つぶしているのだ。


    　焼いた芋を潰して練るものなら、この辺りでよく作られる料理だ。ドリスはとにかく空腹であるらしく、こんな大胆な料理を作らされることになった。


    　鍋からおろせば、それをドリスが吸い込むように食べていく。


    　小山のように積まれていた芋が、みるみるうちに減っていった。


    　普段はドリスよりルッカのほうが食べるくらいなのに。


    　朦もう朧ろうとするほどの勢いで芋を焼きながら、普段の半分も働かない頭でルッカは考えていた。


    　このままドリスがいなくなるなんて、そんな酷ひどいことがあるわけない。あってはならない。


    　これは夢かもしれない。でなければ、何かの拍子にドリスが元に戻るとか。


    　ああ、そうだ、あの双ふた葉ば。銀色頭に芽が出てからドリスはおかしくなった。


    　どうしよう。あれを引っこ抜いたら、ドリスは元に戻るのか？


    　芋を潰して、潰して、潰して、そして、こねて、丸めて。


    「うん、そろそろかな」


    　ドリスが言って、ルッカが焼いていた芋を大皿に盛りつける。


    　そして、空からになった鍋には、皮を剝むいて切っておいた芋を再び放り込んだ。


    　また薪まきを足し、必死で芋を潰す……フリをしながら、ルッカはドリスの様子をうかがっていた。


    　ほとんど流し込む勢いでドリスは芋を食べていく。咀そ嚼しやくしているかどうかすら怪しい勢いだ。


    　大皿が、ものの一分もかからずに空になる──かと思ったときだった。


    「うっ……！」


    　えずくような声を上げ、ドリスが動きを止めた。


    　──やった。やったんだ。


    　膝ひざが笑いそうなくらいの緊張がこみ上げてくる。


    「……何を、入れた……！」


    　地の底から立ち上がるような声で、壮絶にドリスが呻うめく。


    　どこかで聞いた話だ。


    　宿主は茶を飲ませれば動けなくなる、と。


    「茶葉だ。茶葉を入れた」


    　喉のど元もとで心臓が脈打っている。


    　茶は必需品だ。この辺りではどこの家も台所に茶葉を置いてある。


    　それを丸めて、塊かたまりにして、ドリスの目を盗んで芋いもの中に練り込んでおいたのだ。


    　──効いている。


    　ルッカの目にはそう見えた。


    　今しかない、とそう思って、震ふるえているドリスの頭に、えいやっとばかり手を伸ばした。


    　しかし。ドリスの両手が、ほとんどぶつかる勢いでルッカの首に巻きついてきた。


    「ひえっ」


    　情けない声が、空気と共に喉から絞り出される。


    　──そんな、馬ば鹿かな。茶葉を飲んだはずなのに。


    　ルッカがどれほど困惑しても、ドリスは凄すさまじい力でルッカの首を絞めてくる。


    　茶は、所しよ詮せん、花がもたらす力を宿主から奪うだけにすぎない。花が芽吹いたばかりの相手には、特に効果があるけれど、宿主生せい来らいの体そのものには何の効果もないのだ。


    　無む論ろん、このときのルッカは知るよしもない。


    　茶葉を飲ませるという明白に花を狙った攻撃を受けて、宿主は外敵の排除に意識を切り替えたらしかった。


    　子供同士の喧けん嘩かというのはルッカも経験したことがあるけれど、殴ったり殴られたりしても、どこか無意識に力を抑えていたらしい。


    　人間は本能的に、同種族への攻撃を躊躇ためらう部分がある。だからこそ兵士はその軛くびきを外はずすため訓練を重ねるのだ。


    　しかしドリスの攻撃には全く躊躇いがなく、完全にルッカを殺すための行動だった。


    　──なんで、どうして。


    　喉が詰まる。むせ返りそうなのに息すら吐けない。ただでさえドリスは、体の大きさだけならルッカより上なのだ。


    　もがき苦しんで振り回した手が、何か、摑つかめるものに触れた。


    　目と鼻の先にあるドリスの顔は、激しい憎しみに染まっていた。ぎらぎらと輝く目には怒りが燃えている。


    　ルッカに笑いかけたあの顔が。


    　アンナおばさんを気遣づかったあの顔が。


    　ああ、これは。


    



    　ドリスじゃない。


    



    　首を絞めている力が急にゆるんだ。


    「く、あっ、がっ、げほっ、ごほっ！」


    　吐き気をこらえ、ルッカは[image: ]せき込む。ぜいぜいと騒がしい音を立てて、ようやくルッカは空気を吸い込んだ。


    　そのまま肩で息をして、窒ちつ息そく死の危機が遠ざかると、そのとき初めてルッカは、ドリスがどうして手をゆるめたか疑問に思った。


    　ルッカのすぐ隣にいるドリス。


    　彼女の胸には、包丁が突き立っていた。


    　最も致命的な左胸に。刃を縁取るように、ドリスの服がわずか、紅あかく染まっていた。


    　信じられない、という顔でドリスはそれを見ていた。


    　こんな取るに足らない子供にやり返されたことも。


    　花を得ながらに、何一つ成せず死を迎えることも。


    　そう、まだ全く栄養を蓄たくわえていない彼女の花は、死に際しても開花を望めないのだ。


    　蒼そう白はくなドリスの顔の中で、幾いく度どか、口が開閉して、それでも何も言えなくて。


    　そして唐とう突とつにドリスは倒れた。


    　転んだのとは違う、全く受け身を取らず、重力に従って、どっ、と体を横たえた。


    　芽吹いたばかりの宿主に、超常的な生命力はまだ、ない。まして花からの分ぶん泌ぴつを抑える、茶葉を飲まされていたのだから。


    　ルッカは、動けなかった。


    　ドリスが倒れても、まだ、動けなかった。


    　手に残る感覚は、ルッカがとっさに、その包丁でドリスを刺したのだと教えていた。


    「ふ、は、ひ、ひへっ」


    　よくわからない音を立ててルッカは後ずさった。


    　全身から凍いてつくように冷たい汗が噴き出す。歯の根が合わなくなって、奥歯がうるさく鳴き喚わめく。


    　──ドリスがいなくなるなんて、そんな酷ひどいことが、酷いことがあるわけ、あるわけな、なな、なな──。


    　宿主、でもドリス。だって、これは、死体で。


    　ドリスが死んだ、ら、ドリスは、もう帰ってこない。


    「ひあああああああっ！」


    　転がるように、ルッカは調理場から走り出した。廊ろう下かを抜けて、そう広くもない居間へ。


    　幸か不幸か、偶然にもルッカは、金の置いてある場所を知っていた。以前グスタフおじさんが出し入れしているのを見たことがあったのだ。そして春芋いもを卸したばかりで、ちょうど、家には金があった。


    　民芸品らしき置物を乱雑に搔かき出して、その奥に手を突っ込む。


    　薄汚れた麻袋が一つ、引っ張り出されてきた。


    　震ふるえっぱなしの手でルッカはそれを開く。


    　中にはたしかに、金貨が数枚。


    　──逃げろ。


    　それっきりの言葉しか、ルッカの頭には残っていなかった。


    　警察に捕まるとか、罰を受けるとか、そんな考えじゃない。


    　死体がある。


    　この手で作った、ドリスの死体が。


    　潰つぶれてしまう。


    　罪に潰されてしまう。


    　逃げるんだ。


    　少しでも。


    　早く。

  


  [image: ]


  
    　遠くへ！


    　ルッカはその金を路ろ銀ぎんに、着の身着のまま荷物も持たず、乗り合い馬車に飛び乗った。


    　どこへ行って何をするかも考えられないまま、体だけが勝手に動いて、街から街へ乗り継いで乗り継いで、国の境も越えて、馬車に、鉄道に、船に。時には己おのれの足で。


    　路銀が尽きて動けなくなったとき、ようやく我われに返って。


    　そこはガランの街だった。


    



    　四年の後、ルッカはさる情報屋に個人的に報ほう酬しゆうを払い、故郷の事件について情報を集めた。


    　農家の娘が宿主となり義弟に刺殺された話は、共に子供であったことと、その血なまぐささから、あちらの国では一通り騒がれたようで、情報はすぐに手に入った。


    　一家の母は事件のすぐ後、心労が祟たたったか、あるいは病やまいのためか没した。


    　残された父は、それからさして間をおかず姿を消した。様々な憶おく測そくが飛び交い田舎いなか町を騒がせたそうだが、結局、裏山の崖下で死んでいるのを猟師に発見されたそうだった。

  


  
    六　激突へ


    



    　熱い。


    　焼けるように、全身が熱い。


    　ルッカは寝台の上に横たわり、呻うめいていた。


    　仕事の後だがいつもの夢は見なかった。一睡もできなかったからだ。


    　頭の中で鐘かねが鳴る。心臓は死へと駆けるように、滅茶苦茶な速さの脈を刻んでいる。歯の根が合わないのに、嫌いやな汗が絶え間なく噴き出してくる。


    　まるで全身に鉛なまりを流し込まれたようで指一本動かせなかった。


    　時々、こうした発作に襲われる。ほぼ確実に蜜虫の副作用だろう。


    　今はまだ時々だからいい。しかし、発作を起こす間隔は確実に短くなってきている。


    　安定して仕事がこなせるようになってからは、粗悪な蜜虫ではなく、副作用を可能な限り抑えた高価なものを私費で購入して使うようになった。死ぬことなど怖くはないが、この仕事を少しでも長く続けたかったからだ。


    　しかし、それでも体は磨すり減っていく。


    　そのこと自体は宿主を殺すためには仕方ないのだと割り切っていたが、想うのはこの体が動かなくなるまでにあと何人の宿主を救えるか、との焦り。


    　不快な熱が胸を焦こがし、ルッカはただうなされながら耐えるしかない。


    　どれほどの長い時間そうしていただろう。


    　戸を叩たたく音が狭い部屋に響いた。


    　我われに返ったルッカは、窓から見える太陽が高い位置にあるのに気づいた。いつの間にかこんな時間になっていたらしい。


    　強こわばっていた体を無理に起こして、こけつまろびつ、戸を叩く何者かのところへ向かう。


    　扉を開こうと手をかけた瞬間、勝手に扉が開いた。鍵をかけ忘れていたようだ。


    　光を背負った真しん紅くの花。


    　リディだった。


    　宝石のような双そう眸ぼうを細め、むっつりとルッカを見上げていた。


    「……なに……？」


    　喉のどの奥から、知らない人の声がした。


    「宿代。取りに来ないから払いに来た」


    「ああ……」


    　──そんな噓うそもついたっけな。


    　ふらふら、ゆらゆら揺れる手をリディの頭に伸ばしかけたところで、リディは自分で花弁を毟むしり、ルッカに押しつけてくる。


    　そのとき、ルッカはようやく気がついた。


    　リディが見覚えのある保存食を満載した背負しよい子こを背負っていた。


    「あれ、その背負子……」


    「ああ」


    　彼女が昨日、ナターシャに譲ったはずのものだ。


    　リディが口元をほころばせる。道で小銭でも拾ったような顔だった。


    「それは、ナターシャにあげたんじゃなかったのか」


    「ああこれ？　ナターシャが死んだから返して貰ったの。ま、こうなると思ってたから貸したんだけどね」


    「う、そ。おかげで旅費が浮いたわ」


    　むふーっと息を吐いて、リディが胸を張る。


    　得意げな様子に、はばかるところはなかった。


    　──そうか、こいつは宿主なんだな。


    　ただの純然たる事実。


    　人間の論理など、通用しない。己おのれの花を咲かせるだけ。


    　これ以上ないくらいに、笑えるくらいに、ルッカはそれを知っていた。


    「あなた、滅茶苦茶よ」


    　出し抜けに変なことを言われていた。


    　射抜くように真っ直ぐに、リディはルッカを指差しそう言った。


    　何に関して滅茶苦茶なのか。それ以上リディは言わなかったけれど、確信に満ちていた。


    　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすルッカを一いち[image: ]べつし、リディは去っていった。


    



    「施せ療りよう院いんの坊主に語った話では、明日、この街を発たつらしい」


    　いつもの部屋でルッカは黒服に会う。まだ頭のどこかが重く痺しびれていたが、歩ける程度には回復していた。


    　資料が数枚、粗末な机の上に置かれていた。リディに関するものだ。


    　情報屋からの報告もあるが、ほとんどは周囲の街の花狩りベスキユラムに問い合わせた回答だ。


    　花狩りは近隣の街と頻ひん繁ぱんに連絡を取り合い、情報を共有していた。理由は、手を出さないほうがいい手て強ごわい宿主について知っておくためだったり、狩りに必要な情報──例えば、移動中の宿主の目的──を調べるためだったり。


    　リディに関しては南の交易都市、マガツから来た情報の中にあった。


    　マガツへ行く前、リディはさらに南東のアルチェリンガにいた。そこでリディは花狩りに襲われて、生き延びた経験があるそうだった。


    　マガツの花狩りはそのときの報告書を持っていた。宿主に関わる情報は、こうして伝言ゲームのように伝わってくる。


    　ルッカの手にした資料には、失敗した狩りの顚てん末まつが記されている。


    　狭いところに誘い込んで袋叩だたきにする、いつもの手口だった。リディは鋏プルーナーを皆殺しにして、後詰めの蜜虫使いもなぎ払い、逃げおおせた。


    　飛んできた矢を素手で摑つかみ、投げ返して射手を殺したという報告も記されている。こんなとんでもない芸当、宿主でもそうできるものではなかった。


    　花の力で超常的な強さを手にしていると言っても、元の肉体の強さは大きく関わってくる。あんな小さな体でどうして、化け物じみた強さを持っているのだろう。


    「本当ならこんな宿主、獲物にしないのが得策だろう。が……こちらには手札がある」


    　黒い手袋をはめた指でさされる。自分のことか、とルッカは他ひ人と事ごとのように思った。


    　花狩りは、種を注文された分だけ宿主を狩る。その時、サラやナターシャみたいに払い下げを受ける予定がないなら、誰の庇ひ護ご下にもない宿主の中から、狙いやすそうな相手を選ぶのだ。


    　この場合、確実に罠わなを張れる相手なら申し分ない。つまり今は、リディだ。


    　確実に罠を張れる状況は貴重だ。


    　この街に来てからと言うもの、リディは三食、施療院で取っている。これならば施療院を抱き込むだけでいい。毒を盛るのは簡単だ。


    「十分だろうな」


    「ああ。……ところで、昨日の仕事についてだが」


    「俺が何か？」


    「お前のことではない。ただな、こちらの見張りが一人殺されていた」


    　あまりにも淡々と喋しやべるものだから聞き流してしまいそうになった。


    　こちらの、とは取りも直さず、花狩りベスキユラムの人間であるということだ。


    　昨日の仕事は、屋敷の周囲に見張りがついていた。


    　宿主の逃走阻止が第一の目的。加えて、顧客がそれなりの地位にある相手だから、その体面のため、万一にもことが外に漏れないようにと見張りを置いたのだ。


    　その見張りが殺されるとは、いくつかの意味で妙だ。


    　まず、ナターシャの行動はずっと見ていたのだから、彼女に殺せるわけがない。


    　では物もの盗とりだろうか。まさか花狩りの蜜虫使いが、物盗りごときに殺されたりはしないだろうし。


    「どうして……」


    「さあな。他の見張りに気づかれずに死んでいたのだから、悲鳴を上げる暇ひまさえなく殺されたらしい。それも、奇怪な殺され方をな」


    　黒服の手が滑なめらかに動き、資料の一枚に手をつける。


    　次の瞬間、その手は荒々しく握りしめられ、小動物の断末魔みたいな音を立てて紙は握りつぶされていた。


    「奇怪な、殺され方？」


    「こうだ」


    　握った手を黒服が開く。資料は、ぐしゃぐしゃになっていた。紙の資料なら皺しわを伸ばして読むこともできるが、もし人間がこんな目に遭えばひとたまりもない。


    「既に、ことは花狩りのものとなっている。上の連中が調査に動き出したから、我われらが気を揉もむ必要はない。だが、一応警戒しておけ。邪魔が入っても討ち漏らさんようにな」


    　こんな注意を仕事の前に受けるのは珍しいことだった。


    　花狩りとて、宿主ばかりを相手してもいられない。水面下での官かん憲けんとの折せつ衝しよう、他の犯罪組織との軋あつ轢れきと、いくつもの懸けん案あんを同時進行で抱かかえている。


    　例えば他よ所その組織が、何かの意趣返しや逆恨みで、花狩りの人間を狙うこともあった。


    　しかし花狩りはそんなとき、よしみを通じる情報屋の力で速すみやかに相手方の事情を摑つかみ、事態の収拾に動く。


    　ルッカの辺りまで話が降りてくる頃には、揉め事が起きたけれど解決した、と過去形で語られることがほとんどだ。


    　今回おそらく花狩りは事態が摑めていない。


    　重い頭でようやく、ルッカはそれだけ理解した。


    



    　妙な部屋、という感想が先に立った。


    　施せ療りよう院いんの院長室は、寄付で賄まかなわれる施設に似つかわしく、少なくとも表向きは質素だ。大きな執しつ務む机が奥に置かれ、手前は応接間のようになっている。飾り気は極限まで排されていた。


    　見た目は粗末だが、入るなり音が遮しや断だんされたのだ。いくら施療院とはいえ、少なくない数の人間が動いているのだからそれなりの音は立つし、窓の外には通りもある。なのにこの部屋は不気味な静せい寂じやくに満ちていた。


    　──随分と防音がしっかりしてるな。密談用か？


    　まさに今ルッカたちがしているように。


    　ルッカから応接用の机を挟はさんでモーリーが座っていた。いつも通りの僧服で、いつも通りの微ほほ笑えみを浮かべ、多分頭の中ではいつも通り銭ぜに勘かん定じようをしている。


    「あまり驚いてないな、あんた」


    「それはもう」


    　ルッカが花狩りベスキユラムの手先として接触してきても、彼は動じなかった。


    「もっと危ない人といくらでも会ったことがありますのでね。あなた方が矛ほこ先さきを向けるのは宿主ですから、私は安全です」


    　見上げた古ふる狸だぬきだった。


    「構わないんだな」


    「ええ」


    「いいのかよ、坊さんが殺せつ生しようを見逃のがして」


    「ではなぜ教会は駆除特務を放っておくのですか？　その時点で何をかいわんや、でしょう」


    　ちょっとした意地悪だったのに言い返される。


    　宿主殺しという点でのみ論ずるなら、花狩りが殺しても軍隊が殺しても同じこと。


    　モーリーが口にしたのはむしろルッカの側の理屈だった。


    「もはや、聖書が法を定める時代は終わったのです。私どもが立ち向かうべきは、人々に芽生え道行きを惑まどわす悪徳であり、浮き世の悪事ではないのですよ。……それは所しよ詮せん、官かん憲けんのお役目です」


    「宿主なんか警察も守らないだろうに」


    「違いありませぬな。なれば、魂たましいだけでも救われるよう祈りましょう」


    　厳おごそかな言葉と共に彼は瞑めい目もくする。


    　一見はご立派だ。一度中身を見通してしまえば、胡う散さん臭いことこの上ないけれど。


    　すっかり冷めてしまった紅茶をルッカは一息に飲み干した。


    「魂、か。本当にあるのかね、そんなもの」


    「さあ、私は見たことがないのでわかりません」


    　あっけらかんと、えらいことを言う。


    　ウヤ教の死生観において、人の死後、善良で信心深い者の魂たましいは神の懐ふところに招き入れられ、永遠の安らぎを得るとされていたはずだ。今の発言は、信徒には絶対聞かせられない言葉だろう。


    「とにかく、あんたらの仕事は二つだ。リディの部屋の周りを人払いしておくこと。こちらが渡す薬を食事に混ぜること」


    　別に、ただ働きをしろという話でもないのだ。所定の協力報ほう酬しゆうが花狩りベスキユラムから出るし、施設や備品の破損など、金銭的損害があれば補償される。


    　部外者からは意外に思われることも多いが、花狩りはかなり律りち儀ぎな商売をしている。しかも、一般市民を巻き込むまねは避ける。派手にやりすぎると摘発されるからだ。


    　駆除特務なんかと違って、こちとら法律のお墨つきなんてものは持たないので、人間関係でうまくやっていくしかない。


    「委い細さい承知いたしました」


    　対するモーリー、施せ療りよう院いんの側も余計な問題は起こしたくない。裏社会で大きな顔をしている犯罪組織の一つ──花狩りと真っ向から対立しては、何かと面倒が起こるかもわからない。それと比較すれば、宿主の死など問題のうちに数えられないのだ。


    　モーリーの返事を聞いたルッカは、静かに礼をして院長室を後にした。

  


  
    



    参　　花に捧ぐ


    



    


    一　妖よう花かの涙


    



    　窓の外に黒服と、鋏プルーナー二人。


    　部屋の前の廊ろう下かにルッカと、鋏二人。


    　リディの部屋からは明かりがこぼれていた。青い闇やみに沈んだ廊下からは、隙間明かりすら涙が滲にじむほどの目映まばゆさに見える。


    　廊下の曲がり角からルッカは中の様子をうかがう。隣の鋏が息も気配も殺せない素人しろうとなので、これ以上は単独でしか近づけない。


    　花狩りの備品である懐中時計を確認する。安っぽく輝く時計はルッカの手の中で秒針が一つ動くたびに、鼓こ動どうを打つようにわずかに震ふるえる。


    　リディの世話を担当している中年の尼に僧そうによって、大量の食器が下げられてから一時間。


    　食事は全て平らげられていた。もう毒が効いてくる時間だった。


    　と言っても、別に毒が効いてくる時間を間違わないよう時計を持っているのではない。秒まで合わせて、窓と扉から同時突入するのだ。


    　こつりこつりと時が刻まれ、突入の時が迫ってくる。一陣の風が吹き抜けて、夜や闇あんを映す窓ガラスが震ふるえた。


    「飲め」


    　黒服が指示を出す。鋏プルーナーたちがもたもたと栓せんを抜く間にルッカは蜜虫を服用していた。喉のどが燃え上がり、その炎は瞬またたく間に全身へと延焼する。


    　愛用の短刀をひらりと抜き放つ。


    　最初の仕事の報ほう酬しゆうを全てつぎ込んで買った業わざ物ものだ。数あま多たの宿主の血を吸ってなお、いや、むしろそれ故ゆえに、冷たい死の光を湛たたえている。


    　刃のぎらつきが今こ宵よいに限っては不思議と虚むなしかった。


    　もはや己おのれの腕の一部かと錯覚するほどに使い込んだ武器。


    　この刃が築く屍しかばねの先に何がある。


    　恨みを背負っても、救いを拒絶されても、ルッカは追いすがるしかない。


    　今宵もルッカは花を摘む鋏となる。


    「よし……時間だ、行け！」


    　号令が下るや、必要以上の音を立てて二人の鋏が動き出した。


    　やたら体の大きい先頭の男が扉を蹴け破る。


    　蝶ちよう番つがいが砕け散り、廊ろう下かに光が[image: ]あふれてきた。


    　同時に、けたたましい音が多重に響く。


    　窓をぶち破って向こうからも鋏が侵入したのだ。


    　二人の背中を追ってルッカは部屋に踏み込む。


    　そのときだった。


    　不定形の何かがルッカの顔に投げつけられた。


    　攻撃ではない。


    　殺気がこもっていない。


    　偶発的に飛んだ何かが、ルッカの顔に向かって来ただけだ。


    　頰ほおに付いたそれは、生暖かく、生なま臭ぐさかった。


    　血だ。


    　これが血ならば、リディの血であるはずだ。ここは花狩りベスキユラムの狩り場。必殺の罠わなが仕掛けられたのだから。


    　しかし、そうではなかった。


    　合わせて四人の鋏。いや、四つの死体。


    　立ったまま絶命した四人が、ずん、と耳の奥に届く地響きと共に倒れ、その向こうに真しん紅くの花が姿を現した。リディの手には、鮮血に染まっただんびらがある。先頭を切って突入した男の持っていた武器だ。


    「どうして」


    　ルッカは愕がく然ぜんと呟つぶやく。


    　いかなる事態にも悪鬼の如ごとく戦い、花の命を摘み取ってきたルッカが、ただ一いつ時とき呆ぼう然ぜんとした。


    「『どうして』？」


    　問い返すリディは愉ゆ快かいそうに、そして獰どう猛もうに笑っていた。


    　敢かん然ぜんと戦場に立つ、凄せい艶えんの花。


    　頭上に頂いただくは血潮の色の仮かり花はな。


    　その仮花の花弁が、半月になっていた。


    「花狩りベスキユラムが使う毒は、花からの分ぶん泌ぴつ物を抑え身体強化を解く。そして、身体強化による超抵抗力を失った体を神経毒で麻ま痺ひさせる……盲点に気がつかない？　花の分泌物が抑えられても、それに等しい成分を取り続けていれば──」


    　艶つややかな唇くちびるに、流れるように言葉を乗せて。


    　そしてリディは子供じみた仕草で舌を出した。


    　[image: ]あざける小悪魔のように、悪いた戯ずらっぽい顔をして見せる。


    　彼女の舌の上には、唾だ液えきにまみれ、くしゃくしゃに嚙かみ潰つぶされた真しん紅くの花弁があった。


    「体は抵抗力を保ち、毒を退しりぞける」


    　混乱しきった頭の中で、なんだかただ素直に納得する。


    　たしかにそうだ。理論的にはそうすれば毒を回避できる。


    　だけどそんなことを実行する宿主はいなかった。


    　かすかな味の違いで毒に気づき、膳ぜんをひっくり返す奴ならたまにいるらしいけれど、毒を真っ向から中和するには、まず前提として毒の知識が必要だ。


    　花狩りとして特に秘しているものではない。しかし、世間に広く知られているものでは、断じてない。


    　──なんだこいつは。


    　それが掛け値なし、ルッカの正直な感想だった。


    　と。リディの背後。


    　夜風が吹き込んでくる壊れた窓。


    　その窓枠の上に、まるで最初からいたかのように静かに黒服が降り立った。


    　禍まが々まがしく銀色に輝く、細身の長剣を構えている。その手には赤い葉脈が刻まれている。


    　室内の光景を目にした瞬間、黒服は事態を察したようだった。


    　鋭く舌打ちすると窓枠を蹴けってリディに躍りかかる。


    　──速い！


    　姿を見せてから一呼吸もなく黒服は剣を突き出していた。


    　たとえ察知できても、背後からの攻撃に対応するにはまず振り返らなければならない。


    　ルッカのほうを向いていたリディにそれだけの余裕はなかった。


    　とらえた。


    　ルッカはそう考えたし、黒服もそう思ったはずだ。


    　ふわりと、栗くり色をした長い巻き毛が舞った。


    　突風に煽あおられたかのように、重力を無視して逆巻いた。


    「な……」


    　小さく驚きよう愕がくする声が黒服の口から漏れたかもしれない。


    　今度こそルッカは完全に度ど肝ぎもを抜かれていた。


    　二房ふさに分かれ、束ねられたリディの髪が、獲物を締め上げる大だい蛇じやのように黒服の体を絡め取っていた。


    　蜜虫で身体強化した黒服が腕を動かせないほどの強さで縛りつけている。


    　リディは冷たく黒服を睨にらむと、縛り上げた合間から突き出ている剣を手で摑つかみ、ルッカが見ている前でするりと抜き取ってしまった。


    「うーん……」


    　明かりに照らして小首をかしげると。


    「趣味じゃないなあ。こっちの直剣のほうがいいや」


    　黒服の剣は窓の外へと放り投げられる。


    　わけがわからない状況なりに、黒服はもがいて振り解ほどこうと、任務達成に近づこうとしている。


    　簀す巻き状態の黒服が、髪に縛られ宙に浮いたまま、身をよじって、しかし急にぐるりとリディの前に体を持ってこられる。


    　これはもう髪じゃない。触しよく手しゆだ。しかも恐ろしく力がある。


    「あのね。あんたは邪魔なだけなの」


    　そして、黒服はいなくなっていた。


    　放り投げられ唸うなりを上げる勢いで、窓の外へと吹き飛んでいく。


    　物を壊すような音がどこからか聞こえた。


    「あ、あ、あ……」


    　喉のどが勝手に震ふるえた声を絞り出していた。


    　仕事に失敗し退いた経験ぐらいある。


    　だが今夜の仕事は失敗どころか、壊滅的な敗北だった。


    　再び静せい寂じやくを取り戻した、[image: ]むくろが雑ざ魚こ寝ねする部屋にルッカとリディ二人。


    　髪をほぐすようにリディは周囲を見回した。


    「ここで騒いじゃ、迷惑ね。表に出なさい」


    　言いおいて彼女は一陣の風となり、窓から向かいの屋根へひらりと飛び移った。


    　ようやくルッカは我われに返る。


    　逃がすまいとリディに続いて夜の中へと飛び出した。


    　視界が開ける。


    　月明かりに照らされた瓦かわら屋根が、濃く薄く影を宿す、藍あい色の高原が広がっていた。密集している建物は高さが不[image: ]ぞろいで、ところどころ高く突き出たものもある。


    　繁華な通りからはヒビが入ったような形で光が立ち上がっていた。遠く郊外の農業地のほうまで行くと、星と見み紛まがう小さな灯あかりがここからでも見える。


    　二つ向こうの屋根の上、何かがめり込むようにして落ちていた。


    　闇やみに紛れる装いの男。黒服だ。


    　駆け寄ると、手を突いて身を起こそうとしているところだった。


    「……化け物め」


    　歯がみせんばかりの悪態をつき、血混じりの唾つばを吐く。


    「黒服、戦えるか？」


    「足手まとい未満だな。あばらを四本ばかりやられた上に、片足が死んでる」


    　噴ふん火か寸前の火山さながら、冷静な口調のすぐ下で怒りが渦巻いていた。


    　黒服は激げき昂こうしていた。外見からはわかりにくくとも、隣にいて吐き気を催もよおすほどの殺気が無む尽じん蔵ぞうに湧わき出してくる。


    「……退ひくのか？」


    　花狩りベスキユラムが狙える獲物はリディ一人ではない。今現在この街にいる宿主の数だって、両手両足の指に足りない。必殺の罠わなを暴かれ、リディに対する優位は確保できなかった以上、こんな化け物中の化け物宿主を無理して狩る必要などどこにもなかった。


    　毒をかわされて鋏プルーナーも壊滅。まともに戦えるのはルッカだけ。


    　こんな状況では並の宿主相手でも十分に厳しい。ましてこんな未知の相手に。


    　はたして。


    「殺す」


    　短く黒服は告げた。


    　その答えをルッカは予測していた。


    　全く合理的でない、普段の黒服からはありえない答えであっても、今の彼がそれ以外の答えを返すはずないのだと。


    「宿主ごときが……人間に盾たて突くか。おとなしく殺されていればいいんだ……何様のつもりだ……悲鳴以外口にするな……」


    　燃えたぎる炎から生まれて舞い上がる、火の粉のような声だった。


    　黒服は宿主が大嫌いだと言っていた。大嫌いなモノに自分より優位に立たれては不ふ愉ゆ快かいなのは当然だ。


    　花狩りベスキユラムの仕事として考えるなら、あってはいけない判断。


    　それでもルッカは、やりたければ一人でやれ、とは思わなかった。


    　ルッカとて敵前逃亡などできる気分ではなかった。こんな規格外の宿主、この手で救わなければ他の誰だれが殺せるというのか。


    「黒服。あいつの髪は、何だ？」


    「ああいうわけのわからない奴が時々出てくる。……花が髪に根を通してるそうだ。実際に見るのは初めてだが……」


    　黒服は力なく舌打ちした。


    「……『花はな弓ゆみ』を持ってきている。援護に入るから、用意ができるまで時間を稼げ。奴は髪を腕のように使うぞ。気をつけろ」


    　頭に血が上っているだろうに、判断は冷静だった。


    『花弓』


    　花の一部を素材に用いた、蜜虫と併用するための特別強い弓だ。蜜虫なしには引くことさえ適かなわないが、恐ろしいばかりの威力を持つ。銃ですらこの『花弓』にとって代わるには、まだ百年かかると言われていた。


    　足をやられては太た刀ち打ちも難しいだろう。それでも弓ならばどうにかできる。


    「了解した」


    　そしてルッカは飛んだ。


    　屋根から屋根へ飛び跳ねて、通りを三つ渡った先。逃げも隠れもせずにリディが待っていた。


    　うねる髪が月の光を浴びて、ぬめっとした輝きを放っていた。


    　ルッカが間近に降り立ってもリディは動かない。


    　対たい峙じした二人の間を夜風が吹き抜けていく。


    「いつ、俺が花狩りだと気づいた？」


    　踏み込んできたルッカを見ても驚かなかったリディ。風に掠さらわれぬよう、声をかける。


    「気づいたんじゃない。見たのよ。あなたがナターシャを殺すところ」


    「なっ……！」


    　リディは、まるで[image: ]かけでもするような口調だった。


    　あの、黒服をとらえた髪。もしもあのまま絞め殺していたとしたら、どんな死体ができあがっていただろう。つまりそうして彼女は、死体を一つこしらえたのだ。


    　話は通る。状況が繋つながる。未知なる邪魔者は、ただ狩りの現場を見物に来て、侵入に際して邪魔を排除しただけの、この宿主だった。


    「私は見届けたいの。ここまで追ってきて本人にも会えた。結末まで見届けることができれば、私の『作品』は本当の意味で完成させてあげられる」


    　屈託なく。


    　へらっとした笑いは無む邪じや気きで幼い子供のそれだと思った。


    　ただ無邪気に楽しむだけ。理性がない。


    　背筋が冷たくなるような眺めだった。宿主に人間の倫理など通用しないのだ。


    「……お前は、荷物も持って行ったんだっけな」


    「何？」


    「ナターシャにあげた背負しよい子こ。……殺されるのを知っていて、黙ってたんだ。荷物を奪えばそれで丸[image: ]もうけ。しかもお前にとっちゃ最高の見せ物だもんな。助けるわけ、ないよな」


    　余裕綽しやく々しやくだったリディが鉄てつ面めん皮ぴを崩し、眉まゆ根を寄せた。


    「そんな言い方しないで」


    「するさ」


    　ルッカはしゃくり上げるように笑った。


    「今のお前には理解できないだけだ」


    　その言葉に、リディが目を細めた。


    　無邪気から一転、物もの憂うげで怜れい悧りな印象を受ける。


    　印象とは所しよ詮せん、周りから見てのもの。他者の目を惹ひきつける存在ほど、わずかな変化で全く顔を変えたように思わせるのだろう。


    　ほんの少し目を細めるだけで、リディは三つくらい上の年に見えた。元が浮き世離れした雰囲気の美び貌ぼうなので、近寄りがたい絶対者の風ふう貌ぼうとすら感じられる。


    「『今のお前には理解できない』……？　ルッカ、あなた、ナターシャにも言ってたわね」


    　密ひそやかに空気を震ふるわせて。ルッカの耳に届いたのは、絶対零れい度どの咎とがめ。


    　思わぬ方向からの反撃にルッカは面食らった。


    　なぜ、咎める。


    　宿主は咎められる側ではなかったか。


    「理解できないだろう」


    「できないわよ！　あなたが理解しようとしてないから！　今ここにいる私はどうなるの！　『私たち』を全て否定して、あなたの考えを押しつけてるだけじゃない！」


    　リディの絶叫。それはルッカにとって最も許しがたい類たぐいのものだった。


    　視界が白黒になって明めい滅めつするほどの、怒り。


    「お前にも……っ！　かつて本物のリディだったときがあるんだ！　今のお前は花の手先として使われてるだけの体にすぎない！　昔のお前は、自分自身でなくなってまで生き続けたいと思っていたのか！」


    　月まで届く絶叫が突き抜けた。


    　耳の中で自分の声が谺こだまする。


    　色水をぶちまけたように、ルッカの言葉が世界を塗り替えていく。


    　リディは仮面のように動きのない表情をしていた。じっとルッカを見ていた。


    　彼女の手が少しだけ動く。


    「ひっ」


    　変な音がした。


    　最初、ルッカはそれを聞き違いだと思った。


    　光が。


    　月明かりが弾かれて、何かがちかりと閃ひらめいた。


    「あ……」


    　リディの口から言葉がこぼれていた。小さな手でわななく口元を押さえて。


    　ひとしずくの涙がリディの頰ほおを伝った。


    　手の甲でぬぐって、ぬぐった手を見て。


    　リディはようやくそれが涙だと気づいたようだった。


    　なぜ、ここで涙するのか。


    　ルッカは理解できないでいたが、リディのほうも、自分の涙に驚いた様子で。


    「うん」


    　リディは一つ、大きくうなずく。


    　顔を上げたとき、涙とは別のものがリディの顔を彩いろどっていた。


    　引き締まった口元。目の中に燃える戦意。


    　不安定から安定へ。こうなって初めて、先ほどまでの彼女が綱渡りでもするように揺らいでいたと気づく。


    「私、一つ、決めてることがあるの。──私を泣かせた奴は、殺す」


    　無機質とすら思える言葉。


    　そしてリディは消え去った。


    　うなじの毛が逆立つように感じて、ルッカは何か考えるより前に短刀を振る。


    　火花が飛んだ。


    　神しん速そくの踏み込みで間合いを詰めたリディの直剣が、大気を焼くほどの速度で振り下ろされたのだ。


    　剣を打ち合わせた瞬間、手が痺しびれて、不快な電流が肩まで走る。強烈な打ち込みだった。


    　リディは武器の選び方まで板についている、とルッカは思った。


    　細剣はどうしても腕が長いほど使いやすくなる。彼女の小さな体では扱いきれないだろう。


    　肉厚の剣は力にものを言わせて叩たたき切るための武器だ。重量こそあるが、宿主の膂りよ力りよくなら問題ない。


    　押し切ろうと力を込めてくるリディに対し、ルッカは空いた手で短刀の峰みねを押さえて抗する。


    　──なんだ？


    　鍔つば迫ぜり合いの様相を呈しているが、リディはまだ髪が空いている。これでルッカの手を摑つかむなり、首を絞めるなりできるはずだ。ルッカはその瞬間を狙って勝負をかけるつもりでいた。


    　リディは動かない。駆け引きとも思えない。ルッカの剣を受け止めている以外は隙だらけだ。心の読めない目でルッカを見続けている。


    　そのうち、ぎりり、と弓を引く音がかすかに聞こえた。


    　黒服が準備を終えたのだ。目の端で見た先、膝ひざ立ちになって『花はな弓ゆみ』を引き絞る黒服の姿があった。


    　膠こう着ちやく状態のままなら狙い撃てる。


    　察したか、リディが動いた。真しん紅くの眼光を残して消えた。


    　目よりも耳を頼りに、ルッカは右へ振り向きざま一いつ閃せん、切り裂さく。


    　攻撃は外はずれたが、かわすためにリディは姿勢を低くして、動きが一拍遅れる。


    　長い栗くり毛がめくれ上がるようにざわめいたかと思うと、手を狙って摑みかかってきた。


    　防いでも避けても間に合わない。ルッカはこれを無視して、リディの顔につま先を叩たたき込む。リディは顔を背そむけ、歯を食いしばった。


    　リディの髪が手首に巻きつくと同時にルッカはリディを蹴けり飛ばしていた。蹴りつけた勢いで半ばまでほどけた髪を、力ずくで振り払う。


    　踏みとどまったリディは直剣を髪で絡め持ち、拳法のような構えを取った。


    　体重の分しか威力のない当て身はまともに食らわなければ怖くないが、握力にまかせて捻ひねりあげれば、首くらい簡単にちぎれてしまう。


    　風を切って刃が打ち込まれる。


    　これをルッカは短刀で弾くが、弾かれた直剣を別の房ふさが絡め取って、脇から連続攻撃を繰り出してきた。


    「うお！」


    　身をよじって短刀の柄を繰り出し、幅が広い刃の腹を叩いて弾く。


    　がら空きになった腹にリディの手が突き込まれてきた。ルッカは膝でこれを打ち上げ、肘ひじとの間に挟はさもうとする。


    　リディは体を回転させて手を引っ込める、だけかと思いきや、鞭むちのように固めた髪の束を横合いから打ちつけてきた。


    　猪いのししの突進を食らったようだった。


    　手放しかけた意識をたぐり寄せると、そこは空中で、一回転したルッカは隣の屋根に着地し、屋根瓦がわらを踏み抜いてその場にとどまった。


    　口の中が鉄臭くさい。どこかを切ったらしい。


    　ルッカが離れたと見るや、黒服の放つ矢がリディに襲いかかる。


    　流れ矢が行く先を気にしている余裕もなさそうだ。『花弓』の矢は鼓こ膜まくを破りそうなほどの音を立てて、夜空の彼方かなたまで吹き飛んでいく。


    　半身になり、伏せ、宙返りをする。艶つややかな長い髪が残光を描き、幻想的な光景であった。が、見とれてもいられない。


    　立て続けの攻撃をかわしたリディは、髪で近場の瓦かわらを数枚掘り起こし、矢が飛んでくるほうへ放り投げた。当たった気配はないものの、回避のために矢が途切れる。


    　次の瞬間リディが目の前にいた。


    　何か、リディの顔が妙に近く大きく見えた。ルッカに蹴けられた跡が頰ほおに残り、形のいい唇くちびるの端にうっすら血が滲にじんでいた。


    　殺意すら見えない淡々とした表情だった。人らしい感情の動きが見えないことで、得体の知れない化け物を相手にしている気分になる。


    　──違う、化け物じゃない。宿主だ。


    　歯の間から息を吐いたルッカは、間合いを取りつつ斬りつけた。髪の直剣で短刀を受けたリディが両手で短刀を挟はさんで奪おうとしたので、すぐに退く。


    　さっきも思ったことだ。リディは戦い慣れている。隙がない。


    　何より毒も効いていない。毒の使用を前提に襲撃計画を立てた結果がこの惨さん状じようだが、だからといってこの機を逃のがせば、もうリディを殺すのに花狩りベスキユラムの力を借りるのは不可能だろう。黒服も、今を逃せば日々の職務でリディを追うどころではなくなり、また明日からは別の宿主を狙い始めるに違いない。


    　強い宿主を狩ることこそが、何よりもルッカの存在意義。


    　逃がしたくなかった。


    　一対一ではルッカの実力でもしのぐのが精一杯になる。人数の利を活いかしたい。だが黒服は手負いだし、弓は乱戦になると使えない。


    　足止めしつつ弓を使う隙を作って、当たるのを期待するか？


    　どうにもそれでは、望みが薄そうな気がする。


    　──ならば。


    　ふと、笑いがこみ上げてきた。


    　リディが訝いぶかしげな顔になる。


    　理解できないだろう、ルッカがここで笑う理由など。


    　嬉うれしい。


    　これは本ほん懐かいを遂げられる喜びだ。戦いの極限状態で、針が振り切れていた。


    　殺すんだ。


    　救うんだ。


    　──宿主のために！


    　ルッカは仕掛けた。斬ざん撃げきは直剣で受けられたが、ルッカはそのまま当て身のように距離を詰める。


    　リディは一瞬、予想外の動きにたじろいだ様子だったが、すぐに髪の残りと両手でルッカを締め上げにかかる。それが狙いだった。


    　短刀を手放したルッカは、直剣を持つ髪の房ふさを右腕で巻き取る。巻きついてくる髪で首をやられないようその腕を挟はさみ込むと、左腕でリディの右腕の間接を極め、脇に回った。


    　伸ばされるリディの左腕は足で牽けん制せいする。拘束を解こうとする力は凄すさまじかったが、これで一いつ時とき、動きを止めることができた。


    「俺ごとぶち抜け、黒服！」


    　ルッカは吠ほえた。


    「あなた正気？　それか、私に恨みでもあるの？」


    「俺は正気だ。恨みもない。だからお前を殺すんだ！」


    　ルッカの心は燃え立っていた。


    　命を投げ出してもいいほどの望み。そのために戦えるのだ。それが喜びでなくて何なのだ。


    　だが吐と息いきがかかるほど近くで、リディが表情を歪ゆがめる。


    　怒りとも憎しみとも違う。聞き分けのない子供を叱る母親のような顔に。


    「私、あんたみたいな馬ば鹿か大っ嫌い！」


    　リディの顔が迫ってきて。
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    　目の底に火花が散った。頭突きだ。


    　同時に、全身に衝しよう撃げきが走る。背中の辺りに熱いものを感じた。


    　闇やみが迫ってきた。


    　酒を飲みすぎた夜のように、不快な眠気がルッカを包んでくる。


    　矢で射られた気がする。やってくれたのだ。ルッカが言った通りに。


    　全身がふわふわと頼りなかった。


    　自分が立っているのか、倒れているのかもわからない。ちゃんとリディを殺せているか確かめたかったのに、矢傷の痛みさえ、意識を引き留めてくれなかった。


    　最後に月を見た気がして、ルッカは完全に気を失った。

  


  
    二　決別


    



    　体が燃えるように熱い。


    　そう思った瞬間、一気に闇の中から引きずり出された。


    「ぐっ……」


    　腹も背中も酷ひどく痛んでルッカは思わず呻うめく。


    　全身がじっとりと汗に濡ぬれている。肩で息をしていた。吐き出した息が熱を持って顔の周りにまとわりついてくる。


    　何度か息を吸って吐くうち、世界が戻ってきた。


    　十と重え二は十た重えに重なって見えていたモノが焦点を結ぶ。


    　薄青い明け方の光が、高く暗い天井に当たっている。きんと冷えた冬の朝の匂いと、うずたかく積もった埃ほこりの臭においが混在している。


    　大きなレンガ造りの倉庫だった。一抱かかえほどある木箱が積まれている。


    　ルッカの体は、埃臭くさいボロ布に包まれていた。緩かん衝しよう材ざいにでも使われた後、倉庫に置かれたまま、使い道がないのに捨てるのも面倒で放置された、そんな布の臭いがした。


    「よぉーやくお目覚め？」


    　少しばかり拗すねたような声が倉庫の中に反響した。


    　間違えるはずもない。だが、聞くはずのない声。


    「リディ……？」


    　壁にもたれてリディが座っていた。


    「ここは、あの世か？」


    「死んだ覚えはないわね」


    　リディの口調はつっけんどんだ。


    　座っていたリディが立ち上がる。服が裂さかれていた。丸出しの腹部に矢傷の塞ふさがった痕あとがある。肌にも服にも乾いた血がついていた。


    　宿主は肉体の再生力も驚異的で、一度に殺しきらなければ回復されてしまう。花狩りベスキユラムと、ルッカはし損じたのだ。


    　歯ぎしりするほど悔しくて、泣きたくなるほどの無念だった。


    　八つ当たりのようにルッカは吠ほえる。


    「どうして俺はこんなところに？　……なぜ俺は生きている！」


    「あら、なんか死にたかったみたいに聞こえるわね」


    　寝たままのルッカの隣に立って、リディは首をかしげつつ見下ろしてくる。


    「違う！」


    　反射的に叫んだ。ルッカは噓うそをついていた。


    　自分への怒りと嫌けん悪おから。


    「死にたいとは思わない。無む駄だ死にでなければ死んでいいと思ってるだけだ」


    「ふーん。私を殺すために死ぬのは無駄死にじゃないんだ」


    　死んでしまえば、この辛つらい想いから逃げられる。宿主を殺すために死んだなら、ドリスにも自分にも面めん目もくが立つ。


    　そんな自分の無意識の打算がたまらなく嫌いやだった。


    　リディは不ふ機き嫌げんそうだった。殺されかけたとあっては誰だれでも心中穏やかではいられないだろうし、花を狙われた宿主ならなおさらだ。


    　おもむろにリディはルッカの脇腹を蹴けっ飛ばす。


    　体が爆発したかと思った。疼うずくような痛みが体を穿うがち、全身から脂あぶら汗が噴き出す。


    　歯を食いしばって耐えるルッカのすぐ傍そばにリディがかがみ込んだ。


    　そして彼女は細く口を開く。


    　甘く気け怠だるく絶望的に、彼女は呟つぶやいた。


    「どうして殺すの？」


    　不思議なことに全く敵意を感じない問いかけだった。


    　未知なるものへ手を伸ばす子供のように、痛いほど純粋な好奇心が真しん紅くの目に宿っていた。


    　ほんの一瞬、ルッカは躊躇ためらう。


    　答えに窮きゆうしたのではない。いつも胸に抱いだいている、ルッカそのものと言ってもいい信念だ。


    　だけど、その言葉は今のリディに届かない。


    　これまで出会ったどの宿主もそうだった。


    　それでも今は胸を張って言うしかない。これが崩れたらルッカはルッカでなくなってしまう。


    「宿主を花から解放するためだ」


    「解放ぅ？」


    　頭がおかしいんじゃないかと言わんばかりのリディに、ルッカは尚なおも言いつのる。


    「花が咲けば新たな宿主が生まれる！　死を待つばかりの宿主を増やすこと、宿主になる前のお前は、本当に望んでいたのか！」


    　こもって響いた自分の声が自分に戻ってきた。


    　まるでルッカの言葉を予想していたかのように、リディはじっと聞いていたけれど。虚むなしくこだまして、きっとリディには届かなかった。


    　じっとルッカを見ていたリディは、やがて口を開く。


    「噓うそつかないで」


    「うっ……？」


    　噓のはずはない。ルッカ自身が一番よくわかっている。


    　だが続くリディの言葉は、そんな考えを粉砕した。


    「ルッカは今、私を説得しようとしてる。同意してほしいみたいな言い方してる。そんな不確かなものは普通、理由にできない」


    　正せい鵠こくであった。


    　そんなつもりはなかったはずなのに、思い返してみれば完全に当てはまっている。


    「ルッカの理屈を宿主が認めるのって、つまりは宿主が宿主殺しを許すって事？」


    　喉のどに何かが詰まったような気がして、ルッカはえずきそうになる。


    「……その顔、図星みたいね」


    　違う、と言いたかったけれど、その言葉は喉の辺りに絡まって、なかなか口から出ない。


    　リディはふっと目を細めると、刃のように研ぎ澄ました声で囁ささやいてきた。


    「ねえ、なんて名前だったかしら？　あなたが殺したお義ね姉えさんの名前は……」


    　血の気が引いていくのをルッカは感じた。


    　──何な故ぜ。


    　胃袋を手で絞られたみたいに、激しく痛んだ。


    　──何故、知っている。


    「やめろ！」


    「やめないわ」


    　傷が痛むのも構わずルッカは叫ぶが、リディの態度はそっけない。


    　何な故ぜ、何故、何故と、疑問符がルッカの頭を埋め尽くしていく。


    　どうしてリディがドリスを知っているのかはわからないが、ルッカにしてみれば、どうしてここでドリスの話が出て来るのか全く分からない。


    「俺を殺して、ドリスの仇でも討つのか？」


    　まさか違うだろうと思いながらも、それくらいしか理由を思いつかなかった。


    「……はあ？」


    　リディは心外極まりないという顔をしていた。


    「そんなわけないでしょう。子供一人に殺されるなんて、どうしようもない子だと思うだけね。随分と私達をコケにしてくれるじゃない」


    　リディは、宿主全てが馬ば鹿かにされたとでも言わんばかりだ。


    　彼女の言葉はルッカを咎とがめるような調子で、ルッカにしてみればますます理解できない。


    「コケになんて……」


    　力のない否定をリディは叩たたき返す。


    「されたわ」


    　リディは不ふ機き嫌げんだった。


    　だけどそれは自分の命を、ひいては花を危険にさらされたからとは、少し違うもののようだった。


    「花は株を増やすより、自ら間引いても強いものだけを残す。それが花の在りようである以上、ただの子供に殺された宿主の仇を討ったり、おめおめと罠わなに掛かった宿主を助ける義理など無い。仮に立場が逆でも、彼女達は同じ事を考えたでしょう。それが私達『宿主』。……人間の物差しで測らないで頂ちよう戴だい」


    　超然とした言葉から、絶対の強さが感じられる。


    　根幹を成す、譲ることの出来ないもの。


    　支し離り滅めつ裂れつ？　違う。


    　それは一つの筋が通った、花の哲学。


    「ルッカ。あなたは宿主を人間の物差しで測りすぎよ。私も、ナターシャも……きっと、ドリスのことも」


    　最も受け容れ難い言葉を浴びせられて、ルッカは血の気が引いた手を握りしめ、叫んだ。


    「お前にドリスの何が分かるんだ！」


    「あなたこそ、ドリスの何を知ってるの？　……宿主としてのドリスの、何を！」


    　リディの声が狭い倉庫に凜りんと響いた。


    　ルッカは。


    　否定したかったけれど、そのための言葉を持たなかった。


    　──だって、宿主の事を、結局分かっていなかったじゃないか。


    　嫌いやな汗が、ふつふつと額ひたいに浮かんでくる。


    　どうしてこれほどまでにリディの言葉を認められないのか。


    　──ああ……怖い。怖い怖い怖い怖い怖い怖い！


    　情けないくらい震ふるえが来て、奥歯ががちがちと音を立てる。


    　ルッカがその感情に気付いてしまった瞬間、リディも悟さとったのだろう。


    「そっか……ルッカは、怖いだけなのね。ドリスが自分を否定するんじゃないか、恨んでるんじゃないかって……その可能性すら、考えるのが怖くてたまらないのね」


    　彼女の声音はこの上なく呆あきれたようで、この上なく優しくもあった。


    　ひぃっ、とルッカは、声にならない悲鳴みたいな息をつく。


    「ねえ、誰だれか宿主が、『私を殺して』って言ったら安心できた？　あなたの殺した宿主が、『殺してくれてありがとう』って言ったら安心できた？　……きっと、少しは安心できるでしょうね。そんな事を言う宿主が一人居れば、ドリスも同じ事を言ったかも知れないんだもの」


    　淡々と、聞きたくない言葉ばかりを、リディは畳たたみかけてくる。


    　ルッカは宿主のためだと繰り返しながら、結局ドリス一人しか見えていなかったのだという事も、リディは言外に告げていた。


    「でもはっきり言うわ」


    「やめ──」


    　ルッカの悪あがきを、リディは軽く踏み砕いて告げた。


    「あり得ない。花を咲かせたがらない宿主なんて、どこを探しても出て来やしないの」


    　ルッカは雷かみなりに貫つらぬかれたようになった。


    　たった一つの言葉によって死の淵を垣かい間ま見た。体ではなく、ルッカという存在そのものが死に瀕ひんしていた。


    　冷たい炎に炙あぶられて、ルッカは声にならない悲鳴を上げる。


    　──最も宿主本人のためになるのは宿主を殺す事だ。


    　それはドリスの死を正当化するため立てられたお題だい目もくだった。


    　ドリスに許して貰いたかった。正しい判断だったのだと、死んだ側から言われたかった。加害者たるルッカに、自分を許すだけの度胸はなかったから。


    　ルッカの心の中で起きていたのは、これっぽっちの事だった。


    　他の宿主は他の宿主であって、ドリスじゃない。宿主に家族を殺された黒服の行動原理は、復ふく讐しゆうではなかった。


    　復讐など既に不可能なのだと、彼は知っていたから。


    　ルッカが救いたい宿主など、本当は一人きりだった。


    　もはやドリスは救えない。


    　そして、ドリスからルッカが許しを得ることは、永遠に、ない。


    　仮に今いまわの際きわのドリスから言葉を引き取れたとして、そこに在る結果は一通りのみ。


    　宿主はルッカを許さない。


    　のたうち回るルッカから目を背そむけるように、ふっとリディはどこか遠いところを見る。


    　その瞬間ルッカは渾こん身しんの力で腕を持ち上げ、リディの頭に揺れる真しん紅くの花に手を伸ばしていた。


    　リディが閃せん光こうの如ごとくルッカの手を打ち払う。


    　軽やかな打ちよう擲ちやく音が空気を震ふるわせた。


    「うっ……」


    　はじき飛ばされた手にもはや力が入らず、叩たたき付けられた。体を巨人に引き千ち切ぎられているような激痛が全身を駆け巡る。


    「あきれた。まだ戦う気なの？」


    　仮かり花はなの葉や花弁は摘み立てを食すると蜜虫に等しい効果がある。それさえあれば、絶望的に勝算はないけれど、戦えはしただろう。


    「俺は、宿主を……宿主のために……」


    「いい加減にしてよ、見苦しいっ！」


    　声を振り絞って叫んだリディが、急に立ち上がって背を向ける。


    　リディの向かう先に大きな鉄の扉がある。


    　倉庫の出入り口だ。


    　逃げられる。


    　そう思って身を起こそうとして、初めてルッカは気がついた。


    　ルッカの体に、細長く裂さいた布が幾いく重えにも巻き付けられている。


    　適当に布を巻いただけだけれど、手当は手当だ。布には血がにじんでいる。


    　蜜虫の力は自然治ち癒ゆ力も異常に活性化させる。蜜虫が効いたままで矢を抜き止血を施ほどこしたなら、それだけで一命を取り留めるくらいはできるだろう。


    　つまり、あの戦いのすぐ後、ルッカは手当を受けたのだ。


    　誰だれがそんな事をしたかと言えば、できるのは一人しかいない。


    　リディはルッカを連れて逃げた。この倉庫に逃げ込んで、あり合わせのものでルッカに応急手当を施した。


    　何な故ぜ、捨てて逃げなかった。


    　何故、治療を施した。


    　花の命を脅かした不届き者を、宿主が生かして返すのか？　おまけに、殺すとまで言ってたじゃないか。


    　リディは扉を開け放つ。白みかけた薄青い光が細く高い隙間から差し込んで、リディは静かな光の中で影となった。真紅の花が光を透かし、朝焼けの色に輝いた。


    「私達は花を咲かせたいの。その気持ち、どうしてルッカは分かろうともしないの」


    「それは花の言いなりになる事だ！　例えお前達が望んだとしても、宿主のためになる事ではない！」


    　これだけは聞き捨てならなかった。


    　即座に報いたルッカの言葉を、リディは細い背中で聞いていた。触しよく手しゆ化した長い髪がぎゅうっと、服の裾すそを摑つかむようにリディの体に巻きついている。


    「宿主の気持ちは宿主にしかわからない。……ルッカには少しだけ期待してたのに。この子をキレイだなんて言ったフツーの人は、初めてだったから。この子をわかってくれると思ったのに」


    　一輪の赤い花がかすかに揺れて、ルッカははっとする。


    　ルッカには何なに気げない一言だった。いくつも仮かり花はなを見た中で、リディの花は際立っていたから、そう言った。客観的な評価で、ただの事実だとルッカは思っていた。


    　その一言をリディは大切に抱いだいていたのだ。


    　ひゅっ、と空気を切る音がして、何かが飛んできた。


    　危ないと思って避けようとしたけれど、体が満足に動かず、それはルッカの顔にぶち当たる。


    　細い鎖を鳴らして床に落ちたのは、リディに買ってやった首飾りだった。


    　半ば振り返ったリディが首飾りを投げつけた姿勢のまま、ルッカを睨にらみ付けていた。


    　紅玉ルビーのような彼女の目は、真っ直ぐにルッカを見据すえながらも、湿っぽく光を照り返していた。目から一滴の光がこぼれ落ち、冷たい石床に散った。


    　投げつけられた首飾り。


    　ルッカにしてみれば、これは、買えと言われたから買っただけの物。


    　何な故ぜ、今、ここで、捨てるのか。


    　当てつけなのか。ルッカを思い出してしまうのが嫌いやなのか。


    　いずれにせよ確かなのは、この首飾りはリディにとって、捨てるだけの価値があったのだという事実だ。


    　本当にどうでもいい物を、わざわざこんな場所で捨てたりはしない。


    　決別の証あかし。


    　まるで心臓が血を吹いているようだった。彼女の情はそのまま、ルッカへの咎とがとなって降りかかってくる。


    　動けずにいるルッカを、リディは睨み続けていたが、やがて背を向ける。


    「待て！　どうして、俺を殺さない！」


    　疑問が先に立ったか、死に惹ひかれていたのか、もうルッカにはわからなかった。


    「あなたが哀れだから」


    　ぽつりと、聞き逃のがしてしまいそうに小さく、かすれた声でリディは言った。


    「さよなら。もう会うこともないでしょう」


    　後ろ手にリディが扉を閉めて、差し込んでいた光は潰ついえた。

  


  
    三　過去への旅路


    



    　夜が終わる時間。


    　朝もやが漂う街の中、ルッカは歩いていた。


    　油を切らして歯車がずれた絡から繰くり人形のように。


    　乱打されたように全身が痛んだけれど、足を引きずっても、腹の傷が開きかけても歩いた。


    「は、はは、あははっ、あはははははっ！」


    　人っ子一人いない通りに歪ゆがんだ笑い声だけ満ちていく。


    　おかしい。おかしい。とてもおかしい。


    　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。馬鹿馬鹿しい。どこまでも馬鹿馬鹿しい。


    　足あ搔がき続けただけのこと。


    　あるはずのない赦ゆるしを求めて。


    　ルッカという男の、なんと滑こつ稽けいで無価値なことか。


    　全てを壊して、何一つ残さず。


    「はははっ、ドリス！　俺は俺は俺は、ははっははははははは！」


    　喉のどが血を噴くほどの勢いでルッカは笑っていた。


    　手に摑つかんでいたものをルッカは眼前に掲げ、昇り始めた朝日に透かす。


    　それは蜜虫の空き瓶びん。乾燥して茶色くなった粉末がわずかに入っている。


    　仕事のたびにもらっていたもの。ルッカがもたらした、偽いつわりの救いの象徴。


    　ナターシャの花が作った種だった。


    　飾り忘れたまま持ってきてしまっていた。ああ、なんという偶然。きっとこれは運命だ。


    　今、これは、ルッカにとって唯一無二の道標だ。


    「ナターシャ！　あはは、ま、満足だろう？　お前は、俺を殺せるんだ！」


    　まともにものを考えるだけの能力は既に失われていた。


    　咲きかけで採取された、花の種。


    　これをこのまま服用すれば、ただ単純に、毒として力を発揮する。


    　高価すぎるので毒殺に使われる事は基本的に無いのだが、こんな小指ほどの量でも大人十人を殺せる強力な毒だ。


    　やがてルッカは小さな広場にたどり着く。


    　真ん中に井戸があって、周りには野菜や服を洗うための石の囲いがある。


    　滑かつ車しやに繋つなげてある桶おけに氷が張っていた。しかしその隅に、二口分くらいの水が残っていて、ルッカはまた笑う。


    　何の躊躇ためらいもなく栓せんを開くと、ルッカは小瓶の中身を喉のどの奥に流し込み、桶に口をつけ水を飲んだ。


    　すぐに、瞼まぶたの裏に夜がやってくる。


    　頭の奥が重く痺しびれていき、ルッカは自分自身に絡まるようにして倒れた。


    　どう考えても地面に強したたか体を打つような倒れ方だったのに、何も感じなかった。


    



    　暗かった。


    　月も星も、文明の力も届かない無む明みようの闇やみ。黒いだけの世界。


    　それが、ほのかに照らされる。


    　薄ぼんやりと光を放つ道が姿を現した。


    　細い、ただ一人歩けるだけの道。


    　蛍ほたるが寄り集まったような道の入り口に人影があった。


    　ドリスだ。


    「あ、あああ……」


    　ルッカは手を差し伸べる。


    　肩で切った銀色の髪。負けん気が強そうな顔。頭には仮かり花はなの芽。


    　死んだとき、ルッカより少しだけ高かった身長は、今では胸に抱き寄せられるくらいになってしまった。


    「会いたかった……」


    「私もよ」


    　神こう々ごうしいほどに輝く笑顔。


    　立っていられなくなり、ルッカは膝ひざをついた。同じ高さにドリスの顔がある。


    　歓喜の涙がルッカの頰ほおを濡ぬらした。


    　会いたくて、どうしても会いたくて、しかし二度と会えないはずだった。


    　彼女を失った瞬間、ルッカは半ば死んでいたのかもしれない。


    　怒ど濤とうの如ごとく感情が打ち寄せてくる。絡まり合った毛糸みたいな、大きくなりすぎて意味がわからない感情が。堰せきを切って水があふれ出したように。


    「ドリス、姉ちゃん……」


    「ルッカ……」


    　そのまま二人は、どちらからともなく抱き合った。


    　懐かしい、山の緑と芋いも畑の匂い。胸がいっぱいになった。


    「ルッカ、もういい……もういいんだよ」


    　耳元で優しく、ドリスは囁ささやく。


    「……私を止めてくれて、ありがと。あれは……他に、どうしようも、なかったんだよ」


    「あ……ああああああっ！」


    　慟どう哭こくした。


    　声を嗄からしてルッカは泣き叫ぶ。ドリスの細い、痩やせぎすの体を強く抱きしめた。


    　もうどこへも行かないように。


    　やっと聞けた彼女の答えが逃げていかないように。


    



    「──なんて、言うと思った？」


    



    　冷たく悩ましげな声を耳元に浴びて、ルッカは目を見開く。


    　抱きしめた腕の中でドリスが膨ふくらんだ。


    　ルッカの腕という戒いましめをものともせず、膨ぼう張ちようしていく。


    「う、うわ、あ、あ、あ、……」


    　横にも縦にも見る間に大きくなって。


    　芽でしかなかった仮かり花はなも急速に成長していった。


    　百合に似た白い花に。


    　気づけばルッカは彼女の足に縋すがりついていた。


    　立ち昇る光に照らされているのはナターシャだった。


    　侮ぶ蔑べつと憐れん憫びんの入り交じった目で彼女はこちらを見下ろしてくる。


    「ざまあないわね」


    　声音だけは優しかった。


    　がっくりと項うな垂だれたきりルッカは顔も上げられない。そんな力は残っていなかった。


    「甘ったれた理屈よねぇ？　何人の宿主を殺したの？　自分好みの結果に終わるまで、何度ドリスを『殺しなおした』の？」


    　──これは、夢だ。


    　いつもの夢。ナターシャはドリスを知らない。だからこれは夢。


    　夢なのに。ナターシャは嗜し虐ぎやく的に微ほほ笑えみながら、死体に鞭むち打つかのように的確にルッカを責める。


    　ナターシャはこんな人物だったろうか。


    　それともルッカがこうしたのか。


    「殺し……なおした？」


    　重い口と頭をどうにか動かして聞き返すと、ナターシャはぐっと覗のぞき込むように顔を近づけてくる。


    「あら？　あなたにとって宿主って、ドリス一人のことじゃなかった？」


    　ナターシャは確信に満ちていた。口がすっと切れ込んで三日月の形に、冷たく嗤わらう。


    　──これは、夢だ。


    　だからナターシャはルッカの心の奥底まで知っている。


    　目を背そむけていた部分でも。


    　許すとドリスが一言言えば、背負うには重すぎる罪をルッカは背負わずすんだだろう。だからルッカは、自分を許し、認めてくれる『ドリス』を探していた。自分は正しかったと思い込むため、『正しい行い』をし続けた。


    「は、ははは……は……」


    　虚うつろな笑いが喉のど元辺りから湧わいてくる。


    　自じ[image: ]ちようでもなさそうだ。空からっぽになったとき、人間は笑う以外に何もできないのかもしれなかった。


    　見下ろすナターシャはただ、毒を孕はらんだ目線でルッカを見ていた。


    　と、唐とう突とつに地面の感覚が消え、ルッカは浮遊感に包まれる。


    「え──」


    　闇やみがぬぐわれた。


    　気がついたとき、ルッカは手に短刀を持っていた。


    　リディに奪われてしまった愛用の武器だ。


    　短刀はべっとりと血に濡ぬれ、ルッカは全身に返り血を浴びていた。


    　ルッカはどこかの部屋の中にいた。


    　部屋中が真っ赤ですぐにはわからなかったけれど、そこはグスタフおじさんとアンナおばさんの寝室だった。


    　そう広くもない部屋の中、複雑な刺し繍しゆうの絨じゆう毯たんは血飛沫しぶきにまみれ、壁にも赤いものが散っている。


    　寝台の上にアンナおばさんが寝ていて、その手前にはドリスとグスタフおじさんが倒れている。


    　全員が切り刻まれ、滅めつ多た刺しにされていた。


    「違う」


    　静かだった。誰だれもルッカに答えを返さない。


    「違う！　違う！　違う！」


    　血に染まった手でルッカは頭をかきむしる。


    　こんなつもりじゃなかった。


    　こんなつもりじゃなかった。


    　思わず逃げようとして、それはできなかった。


    　寝室の扉は固く閉ざされている。


    　殴っても蹴けりつけてもびくともしなかった。


    「開けてくれ！　出してくれ！」


    　血の手形が扉にできた。いくつもいくつも。


    　ルッカの手は血ち塗まみれだ。扉を殴りつけるたび、拳こぶしの中から血が噴き出してくる。


    　力任せに殴ったため肉が擦すり切れ、手が潰つぶれかかっているのだ。


    「あっははははは！」


    　唐とう突とつに、部屋の中に哄こう笑しようが響く。


    　ナターシャだった。どこからか、ナターシャはここにいないのに、声だけ聞こえてくる。


    「『出してくれ』？　『出してくれ』だって？　馬ば鹿か？　頭の中空からっぽなんじゃないのぉ？」


    　腹を抱かかえて笑っているのが手に取るようにわかる口調だけれど、腹どころか姿すら見えない。


    「なんで出られないのかしら。これでも外に出られないなら、どうやったって無理ね！」


    「何だと？」


    　擦れて骨が見えそうな手で扉を開こうとする。


    　しかし、ガチリと鍵が引っかかる。


    「閉まってる……じゃないかよ。やめろよ、もうやめろよ！　ここから出せ！」


    　手から血が噴き出すのも構わず、ルッカは扉を叩たたき続けた。


    　哄笑が再び、高く打ち寄せてきた。


    



    　そしてルッカは跳ね起きた。


    　悪夢を見た直後のように、自分が寝ていることを認識する前に身を起こしていた。


    　気がつけばそこは蛍ほたる火びの道の入り口。笑い転げるナターシャがいた。


    　夢から醒さめても夢の中。


    　ルッカはゆっくりと、何かに首根っこを引き上げられているように立ち上がった。


    　息をすると喉のどが鳴った。


    「これは、幻か？」


    　ナターシャが笑いやむ。


    　暗く光る目で油断なく、視線だけで刺し殺せそうなほど、一直線に見ている。


    「現実か？」


    「それを決めるのは、あなた」


    　ナターシャの輪りん郭かくが朧おぼろ気げになった。


    　闇やみと、立ち昇る光との一部であるかのように、半ば体を溶けさせていく。


    　そして、すっとルッカに近寄ってきた。


    「幻とは何かしら？　現実とは何かしら？　存在を認めない限り、全ては幻にすぎないのよ」


    　細くしなやかな指で、ナターシャはルッカの肌を撫なで上げた。


    　即席の包帯越しに、腹の矢傷から鳩みぞ尾おちまで。


    　しかし、その指が肌に触れる感触はなかった。


    　──なんだ……？


    　訝いぶかしく思うルッカを、ナターシャがすぐ近くから覗のぞき込んでくる。


    「　　　　　　　　　　　　　　　」


    　ナターシャはなにごとかを吐き捨てた。


    　しかし世界から音が奪われてしまったかのようで、ルッカは彼女の言葉を聞き取れなかった。


    　輪郭をなくしたナターシャが悲しげに微ほほ笑えんでいる。


    「


    　　　　　　　　　　　　　　　　　」


    　形のいい唇くちびるが静せい寂じやくの中を泳ぎ、ルッカには届かない言葉で、何かを雄弁に語っていた。


    　幻。


    　現実。


    　存在。


    　宿主。


    　ルッカ。


    「そう、だったのか」


    　言葉が漏れていた。


    　重く、黒く、胸のうちが腐っていくような、冷たい閃ひらめき。絶望的な気づき。


    　伝えようとしたものが。


    　想いを通わせる心が。


    　そこにあったのだと、気がついた。


    　より正確には、気がついていなかったのだと、気がついた。


    「……ようやく、気がついたの」


    　ナターシャの声が戻ってきた。うんざりと、見下しきった色をして。


    　ルッカは骨を嚙かまれているような気分だった。


    　気がついていなかった？　考えようともしなかったとか、目を背そむけていたと言ったほうがいい。


    



    『宿主の気持ちは宿主にしかわからない』


    『今ここにいる私はどうなるの！』


    



    　リディの言葉が熾おき火びのように燃えている。


    「俺は……宿主のこと、全然知らなかったんだな……」


    　わななく声をルッカは吐き出した。


    　ただ人間の立場から見て考えていただけだった。


    　宿主の心など全て花に与えられた紛まがいもののように思っていた。それが、人間のようではなかったというだけの理由で。


    「この期ごに及んでようやく、なのね。なんて愉ゆ快かいなのかしら」


    　ぞっとするほど妖よう艶えんな笑みをナターシャは浮かべていた。


    　口から上が見えない。視界に入れる勇気がないのと、ナターシャの姿が闇やみに溶けるようになっているのとで。


    　ルッカの手は知らず知らず、強く握られていた。


    　花の匂いが漂ってきた。人を惑まどわす妖よう花かの色香が。


    「ナターシャ、お前が幽ゆう霊れいでも幻でもいい。ナターシャのこと、もっと教えてくれないか」


    「手遅れよ」


    　にべもない。


    　機会はいくらでもあったのに、ルッカがただ宿主としてのナターシャを遠ざけていたから、永遠に機会は失われてしまった。


    　ルッカは一歩踏み出す。


    　形を持たないナターシャをすり抜けて、蛍ほたる火びの道へ踏み込んだ。


    　永遠に変わり映えなく続いていきそうな道だったけれど、やがて道の脇に、人影が現れた。


    　立ち昇る光に下から照らされているのは、鮮やかな黄色の花を宿した、そばかすが特徴的な女。ルッカが殺した宿主、サラだ。


    「なんであたし、死んだの？」


    　切なげに叫ぶ。それをルッカは聞いた。ひたすらに歩いていた。足を速めも、逆に止めもしない。引き返すことも、耳を塞ふさぐことも。


    　彼女の先にも、道の脇に影があった。影があった。


    　紫むらさきの花。赤い花。白い花。黄色い花。青い花。色とりどりの花。


    「偽善者」


    「どうして、こんな酷ひどいこと」


    「私の花を返して！」


    「金の亡もう者じやが」


    「何が宿主のためだ！」


    　恨み言。恨み言。吹きつけるのは恨み言。


    　──これは、幻だ。


    　ルッカが生み出した幻。彼女たちの死をなぞるだけの。


    　──そして、現実だ。


    　ルッカが目を背そむけてきた現実。彼女たちの心の映し身。


    　いつしか道は輝きをなくし、赤黒くぬめったものになっていた。


    　声が肉をえぐる。恨み言がルッカの臓ぞう腑ふを食いちぎっていく。


    　言葉を発せずルッカを睨にらむだけの宿主もいた。視線がルッカの皮ひ膚ふを焦こがす。


    　それでもルッカは先へ進んだ。


    　行く先に、道が途切れる場所に、倒れ伏した宿主の姿があった。


    　彼女はルッカを罵ののしらない。恨みがましく睨みつけもしない。


    「ドリス」


    　ルッカはその名を呼んだ。


    　ドリスは応こたえない。起き上がることさえしない。


    　ここにあるのは、死だ。ドリスがルッカの行いを許すか許さないか、どちらでもない。もはやこれは終わった時間でしかないのだと、あまりにも当然のことをルッカは悟さとった。


    「かわいそうなドリス。花を授さずかってすぐに死んでしまったのね」


    　ナターシャがいつの間にか追いついてきていた。


    　哀あい悼とうは、ドリスに向けられたものでなく、ルッカを嬲なぶり責める道具として。


    「全部終わってたんだな、あのときに」


    　ドリスは死に、ルッカは生きながら死んだ。


    　あれからずっと、二度と帰ってこないものを取り戻そうとしていただけ。


    「今やっと、俺は終わりに追いついた」


    　妙に軽い気分だった。


    　燃え尽きた炭のように薄気味の悪い軽さがルッカの体を取り巻いている。


    　停滞としての静けさ。


    　死の安らぎとは、こんなものなのか。


    　体が軽く感じるのに、なぜかとてもかったるくて、ルッカはドリスの[image: ]むくろの前に座り込んだ。


    　──死ぬのか。


    　花の種を飲んだ。


    　自ら死を選んだ。


    　もうじき何もわからなくなる。


    　思い悩むこともなくなる。


    　──俺は死ぬんだ。償つぐないのためではなく、自分が逃げるために。


    　どこまでもくだらない。


    　死がふさわしい人間だ。


    「俺はもう死ぬんだ」


    　口に出してそう言ったとき。


    「本当にそうかしら？」


    　忌ゆ々ゆしげにナターシャが呟つぶやく。


    　ルッカは座っていることもできなくなって寝転がる。


    　星一つない闇やみ空が広がっていた。

  


  [image: ]


  
    　とてもとても気け怠だるくて、体が溶けて崩れていくような心ここ地ちだった。瞼まぶたが重くなる。


    　これが死でなければ何だと言うのだろう。


    「あなたは死なない」


    　嫌いやに確信に満ちた様子でナターシャが言った。


    　──どういう、こと、だ……？


    「苦しみなさい。苦しみ方だけは、あなたに選ばせてあげる」


    　息継ぎすら聞こえる近さで、睦むつ言ごとめいてナターシャが囁ささやいた。


    　そのまま、すうっと気配が遠のいていった。

  


  
    四　白


    



    　ぼやけた中に白いものが見える。


    　あまりに鮮せん烈れつに清く白い。対して自分はどれほど汚いのか。


    　──これは、夢か。また、幻か。


    　これほど清いものが自分の傍かたわらにあるはずがない。


    　重みにまかせて瞼を閉じると、そこには惨さん劇げきの赤がよぎる。


    「あ、あああああ、あ……」


    　ルッカには唸うなるしかできない。逃げ出すことなど不可能なのだから。


    　苦痛に耐えかねたルッカは今度こそ目を見開く。


    　鮮烈な白に思えたのは、漆しつ喰くいがための天井だった。


    　やや硬い、それでもルッカの部屋にあるものよりマシな寝台にルッカは寝ていた。


    　ガラス窓から光が差している。


    　地獄にしては景色が穏やかで、天国にしては頭が痛すぎた。


    　二日酔いの比ではない、脳のう髄ずいを揺さぶる激痛。じっとりとした脂あぶら汗が額ひたいに浮いている。


    　耳鳴りの中で、どたばたと扉を開閉する音がしたり、廊ろう下かを行ったり来たりする音がしたり。近場で何かの動きがあった。


    「おや、お早いお目覚めですな」


    　ひょいっと覗のぞき込んできたのは、モーリーだ。


    　やっぱりいつも通りの僧服を着ている。


    「……ここは、……施せ療りよう院いんか？」


    　身を震ふるわせるようにしてルッカは声を絞り出した。擦すれて熱を持った、己おのれのものと思えぬ声を。


    　モーリーはにっと笑う。


    「ええ、そうです。あなたは今朝方、倒れているところを発見されてここに運ばれました」


    「今朝……？」


    　ルッカは窓の外に目を走らせる。さっきまではあんなに軽かった体なのに、今はとても重く、目だけを動かして外を見るのが精一杯だった。


    　明るさから察するにちょうど昼ぐらいか。


    　まだ頭がはっきりしないか、幻を見ているのかと思った。


    　花の種を飲んで、死なないどころか数時間で目を覚ますだって？


    　──いや、待て……。


    「……は、……はははっ、そう、か……花、だ……」


    　腫はれぼったく自由にならない喉のどから、切れ切れの笑い声を吐き出した。


    　もし世の中に神様って奴がいるなら、そいつはとんでもない皮肉屋だ。


    　自じ[image: ]ちようよりも愉ゆ快かいさに近く、ルッカは声を出して笑った。


    　蜜虫をルッカは飲み続けてきた。狂ったように仕事をし、そのたびに服用してきた。弱い蜜虫では効かなくなってしまうほどに。


    　所しよ詮せん、花の種という毒も花よりもたらされたもの。


    　何のことはない。


    　ルッカは蜜虫で慣らされて、花の毒に抵抗力がついていたのだ。


    　毒を扱う暗殺者が自ら少し毒を飲み続け、やがて毒の効かない体を作り上げる逸いつ話わは古今東西に聞く。


    　──なんてことだ。


    　宿主を殺し続けたために宿主の毒で死にぞこねるとは、一体全体この場合、誰だれにとって皮肉な結末と言えるのだろう。


    「どうなさいました？」


    「いや……」


    　寝台に身を沈めてルッカは大きく息をつく。


    　とうとう、死にさえも見放されてしまった。


    　いつも抱かかえていた空くう虚きよさとはまた違う、全てを押し流され白紙に変えられたような気分だった。


    　今度は首でも吊ってみようか？　いいや、なぜかそうする気になれない。生きる気力があるのではなく、死ぬ気力すら萎なえてしまった。


    「なにごとかお悩みでしたら伺うかがわせていただきますよ。金次第で」


    「最後の一言が邪悪なんだよ……あんたは」


    　なぜかルッカはモーリーの軽口を素直に笑う気分になれた。今までは、それっぽっちの余裕すらなかった。


    　──なんとまあ、俺はつまらない奴なんだ。


    　茫ぼう漠ばくとそんなことを考えていたときだった。


    「ああ、ところで、リディさんのことなのですが……」


    　モーリーが爆弾を炸さく裂れつさせる。


    　反射的に飛び起きようとして、全身の痛みにルッカは撃沈する。


    「うう……」


    「大丈夫ですかな」


    「……リディに、何かあったのか？」


    「いえ何かと言うか、何も。例の部屋のご遺体は花狩りベスキユラムのほうから人が派遣されてきまして片づけがすんだのですが」


    　犯罪組織が清掃員の真ま似ね事とは間抜けな話だが、狩りの痕こん跡せきを消すのも仕事のうちだ。


    　宿主殺し自体はろくに追及されないとしても、人ひと死じにが出てはそうもいかない。花狩りが派手に動きすぎれば警察だって沽こ券けんというものがある。


    「問題でも？」


    「彼女の荷物が消えておりまして」


    「それは……」


    「あの旅荷物ですよ。いただけるとのことでしたのでいただいたのですが、なくなってしまいましてねえ。……部屋に置いてあったはずなんですが。花狩りのほうが持っていかれたのですか？」


    　大金を平気で受け取りながら、そんなしみったれた[image: ]もうけをしっかりと気にするモーリー。


    　だがルッカは彼の話をもう聞いていなかった。


    　頑がんとして動こうとしない体に鞭むち打ち、気力だけで頭を持ち上げる。どうやら靴くつを履はいたまま寝台に放り込まれていたらしく、そのままルッカは着地する。


    　寝台に手をついて砕けそうな膝ひざを支えた。


    「……リディの部屋、見せろ」


    　モーリーが面食らったような顔をしていた。


    



    　ルッカが寝ていた部屋と同じ内装の部屋。


    　ただ、壊れた窓とかすかに残る血の臭しゆう気きが昨夜の戦いを物語っていた。


    　割れた窓ガラスも、流れた血も、四つの死体も片づけられて、寝台すら肉と皮を取り去られ骨組みだけになっている。


    　がらんとして、何もない部屋。


    　松葉杖づえに縋すがって立ちながら、ルッカは注意深く部屋を見回した。


    「警察の方が、証拠物を一時保管したりなさるでしょう。もしかして花狩りベスキユラムも──」


    「さすがにそんなことはやらないな」


    　持って帰って何を調べようというのか。金目のものならとにかく、ほとんど食料ばかりの巨大な荷物。


    　窓はたしかに壊れたから開けっぱなしだが、あんなものを盗む泥棒などどこかにいるだろうか。


    「一番ありそうなのは……本人が持っていった、ってところか」


    「おや、彼女は生きているのですか」


    　モーリーは平然としていた。


    「もうちょっと驚いていいんじゃないか」


    「どうも失敗したご様子でしたし。まあこの年になると、もう大たい概がいのことでは動じなくなりますな。私が心底驚くのは神の実在が証明されたときだけでしょう」


    「ああそうですか」


    　呆あきれた根性のこのじじいは政治家のほうが向いているんじゃないだろうか。それとも、大きな組織でのし上がれる人間というのはすべからく政治家なのだろうか。


    　とにかく、ここはもぬけの殻だった。


    　ルッカのもとを去ったリディは荷物を回収し、街を出て行った。


    　ナターシャの生の結末を見届け、ルッカにも興味を失った。


    　リディがこの街に留とどまる理由はもう、ないのだ。


    　──ああ。


    　宿主を殺したときと同じ空くう虚きよさを覚える。


    　それは可能性の喪失だと今ならわかる。


    　穴が開いて沈んでいく船から逃げ出さず、水を搔かき出し続けているだけ。


    　──これでも外に出られないなら、と言ってたか。


    　花の種が見せた、夢か現うつつかもわからぬ光景の中で、ナターシャは言った。


    　ルッカはずっとずっと、あの場所にいたのだ。


    　ドリスを殺した時間の中に。


    　抜け出る道を一つ一つ、自分の手で潰つぶしながら。


    「……ん？」


    　──まだだ。


    　そうささやきかけたのは、天使か悪魔か、ルッカ自身か。


    　宿主がこの街で何らかの動きをしたとして、花狩りベスキユラムがそれを知らないわけはないだろう。ましてリディは狩りの標的になったばかり。


    　火が点ついた。


    「……松葉杖づえのついでに外がい套とうも貸してくんないか」


    「構いませんが、どちらへ？　そのご様子ではまだ寝ていたほうがよろしいのでは」


    「行かなきゃならないんだ」


    　そこに何が待っているのかわからなくても。


    　仕事への情熱もナターシャも失った今、かろうじて関係性を持つリディまで消えてしまえば、ルッカは本当に空からっぽになってしまう。


    　焼けつくほどの餓うえ。白く喪失した心にただ一つ、残されたその気持ちは渇かつ望ぼうだった。


    



    　路地の奥の奥、そこは昼間であっても表通りの喧けん噪そうが遮しや断だんされている場所。


    　ルッカは自分の背せ丈たけの半分ほどの潜くぐり戸を睨にらみつけていた。


    　いつもの符丁の通り扉を叩たたき、返事を待っている。


    　ところが、待てど暮らせど返事が来ない。


    　座ったら立ち上がれなくなりそうな気がしてずっと立っていたが、やがて。


    　二度、一度と中から扉が叩き返される。


    　これは『会えない』という意味だった。


    　それ以上の説明を求める権利はルッカにない。会えないなら会えないで、また訪れるしかないのだ。


    　──急いでいるのに。


    　この扉を開ける符丁など、黒服に面会を求めるための一つしか知らない。


    　黒服に会えない状況は、ルッカにとって花狩りとの繋つながりが絶たれたことを意味していた。所しよ詮せん、鋏プルーナー。黒服が個人的にルッカを気に入り、助手として使っていただけで、組織全体からすればいつ死んでもいい程度の軽さ。


    　この時間は特に理由がない限り、黒服はここに詰めている。


    　黒服はどうなったのだろう。あの後リディに殺されてしまったのか。逃げ延びたのか。


    　いずれにせよ確かなのは、リディを捜す気なら花狩りは頼れない、と言うことだった。


    　花狩りの巣に背を向けて一歩歩き出す。


    　途端にルッカは転びそうになった。


    　ちょうどここまでを歩くつもりで歩いてきた。体力はほとんど使い果たしていたのだ。


    　気がつけば、ほとんど松葉杖に縋すがる腕の力だけで立っている。


    　そこらの軒下で休んでいくか。それとも。


    　思いかけたとき、高らかに正午の鐘かねが鳴った。近くの教会、遠くの教会順繰りに鳴って天を震ふるわす。病み上がりの頭がしっかり共鳴して痺しびれるように痛んだ。


    　──昼か。ならば『ヒカリゴケ亭』が、もう開いてるな。


    　ちょうどいい。そこまでなら歩いて行けるだろう。


    　ついでに軽い食事でも取れば、少しは調子がよくなるかもしれない。財さい布ふは持っていないけれど、あそこならツケてくれる。


    　ほとんど決死の覚悟で足を動かしていると、路地を二、三度曲がるくらいはすぐだった。


    『ヒカリゴケ亭』がある裏通りは酒場兼飯屋が軒を連ねていて、飯時には堅かた気ぎの労働者からルッカのような者まで集まってくる。


    　杖つえに縋すがって肩で息をしながら歩くルッカは、行き交う人々に怪しまれながらも、『ヒカリゴケ亭』に転がり込んだ。


    　幸いにもまだあまり客は入っていない。


    「よう、ルッカ。なんだ、怪け我がでもしたか」


    「……みたいなもんだ」


    　店の店主は脳天気に声をかけてくる。


    　座るなり、ルッカの尻しりは椅い子すに根を張ってしまった。体が熱いのに汗のせいで寒気がする。寝ていたほうがいい、なんてものじゃなく、本当は絶対安静なのだ。


    　それでも今を逃のがすわけにはいかない。


    「なんでもいい、すぐ出せる料理をツケで」


    「我わが儘ままな客め」


    　絶え絶えの息で注文すると、苦笑しながら店主は厨ちゆう房ぼうに引っ込んでいく。


    　ルッカはとりあえず、卓上の水差しから直接水を飲もうとして……代わりに息を呑のんだ。


    　──なぜ、ここに。


    　水差しに踏みつけられるようにしてひとひら、鮮せん烈れつな赤が。


    　赤い花。だからといって。しかし。この形は。


    　つまみ上げてみれば、まだ萎しおれていない。


    　だいたいここは、店の中に切り花なんて飾ってるようなお上品な場所じゃない。どこからか何かの理由で紛れ込んだ以外にない。


    　短い時間眺めていたルッカは、思い切ってその花弁を口に含み、奥歯ですり潰つぶした。


    　ルッカの口の中が燃え上がった。


    　熱気を帯びた光が体中を駆け抜けて倦けん怠たい感が吹き飛んだ。手の甲に刻まれた赤い葉脈を見た瞬間、ルッカは、卓に立てかけていた松葉杖を蹴けり飛ばして立ち上がっていた。


    　蜜虫と同じ身体強化の力。これは間違いなく仮かり花はな……しかも、蜜虫の代わりとして使える程度には鮮度の高い状態。


    　ちぎり取られてからそれほどの時間が経過していないのは明白だった。


    「おっさん！」


    　ルッカは調理場に怒鳴り込んだ。


    　むっと醸かもされたような油の匂いが立ちこめている。狭い調理場で店主は、何やら葉物を刻んでいるところで、押し込み強盗の勢いで飛び込んできたルッカに目を剝むいていた。


    「なんだ急に。追加の注文か？」


    「違う。さっき俺が座ってた席だ。あそこに、こないだの女の子が来なかったか？　ほら、頭に赤い花が生えてる……」


    「ああ、そうそう、来たんだよ。言おうと思ってたんだ」


    　やっぱり、とルッカは口の中で呟つぶやく。


    「よく食う子だよなあ。なんか妙にしょぼくれた様子だったが──おい、どこ行くんだよ！」


    　もう店主の話も聞かず、ルッカは外へ飛び出していった。


    



    　蒼そう天てんの下をルッカは駆けた。


    　例えば屋台の物売りに、例えば日向ひなたぼっこしている老人に。


    　とにかく、一いつ所しよに留とどまっている人に片っ端からリディのことを尋たずねた。


    　リディの人目を引く美び貌ぼうと目立つ荷物、何より仮かり花はなが幸いして、成果は怖いくらいに上がる。


    　どちらへ歩いて行った、との話は簡単に集めることができた。


    「あれ、ここって……」


    　足跡を[image: ]たどったその先は、リディが街に来た日、買い食いをした界かい隈わいだった。


    　食い物の屋台がいくつか立って、籠かごに揚げ饅まん頭じゆうを入れた女が売り歩きをしている。


    　ちょうど昼の時間というのもあって、それなりに混雑し、どこも繁盛していた。


    「お一ついかがですかぁ」


    「今、金持ってないんで」


    　揚げ饅頭売りがルッカに声かけをしてくる。


    　籠の中にごろごろと揚げ饅頭が入っているけれど、何か不自然に穴が開いた並べ方だった。つまり、誰だれかがごっそりと買っていった跡がある。


    「あー……っと、こう栗くり色の長い巻き毛で、でっかい荷物を背負ってる、宿──頭に赤い花の生えてる女の子見ませんでしたか？」


    「はい、先ほどこちらに来られまして、お買い上げに」


    「どれくらい前に？」


    「そうですね、一時間は経ってないと思いますが……」


    　ルッカは少しばかり考え込む。引き離されている気がする。


    　後を追うのは楽だけれど、聞き込みながらのこちらよりリディの歩みが速いのは自明だ。


    　揚げ饅まん頭じゆうの籠かごをざっと見るに、買ったのは多くても十個ほどか。宿主相手にその程度、足止めの役には立ちそうにない。


    　その籠の中、揚げ饅頭の合間に埋もれるようにして何かがある。


    「これ！」


    「あら？」


    　売り子が気づかないうち、どうやって忍しのばせたのか。


    　饅頭の油が少し染しみてしまっているが、それはたしかに真しん紅くの花弁だ。


    「まあ、お花なんてどこから……」


    　ルッカは間かん髪はつ容いれず口に含む。揚げ饅頭の風味が中途半はん端ぱに広がる。


    「えっ」


    　ルッカの奇行に売り子が顔を引きつらせるが、説明するのも面倒だ。話せば長すぎる。


    　ぴりりと、静電気みたいな感覚があった。既に身体強化を受けているため激げき烈れつな苦痛こそないのだけれど、たしかに蜜虫の成分が含まれている証あかしだ。


    　──『ヒカリゴケ亭』に続いて……なんだ、饅頭売り？


    　ルッカがリディと会った日を思い出す。


    　あの日、二人はヒカリゴケ亭で出会い、この近くの通りの古道具屋へ行き、その間にルッカは情報屋へ。


    「そうだ、情報屋！」


    　思わず叫ぶ。すっかり忘れていた。花狩りベスキユラムの他にもまだ、事情を聞けそうなところがある。


    　あっけにとられている売り子の女性を残して、ルッカは、馬を追い越せるような速度で駆け出していた。


    



    　狭い店内の一番奥には、全くいつも通りの姿勢で老ろう爺やが構えている。


    　駆け込んできたルッカにも、驚くでも、眉まゆをひそめるでもなく、ただじろりと睨にらみつけただけだった。


    　この相手にご託たくは無用。それどころか説明の半分くらいはすっ飛ばしていい。


    「じいさん。昨日、俺が参加した狩りについて、何か知らないか」


    　この質問だけで十分だ。


    『雑貨屋じじい』はちろりと舌を出して唇くちびるを湿すと、洞どう穴けつに吹き込む風みたいな声で語り始めた。


    「また奇妙な宿主を狙ったようだな」


    「……黒服は、生きているのか」


    　老人は否定も肯定もしなかった。


    　なにしろ凄すご腕うで情報屋と言っても、魔法使いではない。


    　彼がリディの力について知っているとなれば、つまりどこからか、おそらく花狩りベスキユラムの内部からリディについての話が伝わったのであって。それができるのは黒服自身の報告をおいて他にないのだ。


    「件くだんの宿主を捜しているんだ。下へ手たをしたら今日中に街を出て行くかもしれない」


    「残念ながら、今現在の話は知らんな」


    　さすがに、調査を依頼されたわけでもない個人の一挙手一投足までは摑つかんでいないだろう。


    「頼む。急いで捜してくれ」


    　だからルッカはいつも通りに頼んだのだけれど、『雑貨屋じじい』はじろりと、猛もう禽きんの目でルッカを見据すえた。


    「私に聞かずとも、花狩りが知っていよう」


    「それは……」


    「小僧。私が仕事をしているのは、花狩りから払いがあるからだ。花狩りの裏書きがない仕事など、お前個人から受けるわけにはいかん」


    　歯がみする。


    　さすがにヒカリゴケ亭のように、ツケで、とはいかなかった。


    　焦りがルッカの背中を焦こがす。


    「そこを、なんとか！」


    「……くどいぞ」


    　苛いら立だったように老人は口の端を歪ゆがめた。


    　気色悪さというか、何らかの恐怖を搔かき起こすような仕草だ。そこには裏社会で長く生き、今こん日にちの地位を確立した獣けものの凄すごみがあった。


    　しかしルッカもここで後には退ひけない。


    　狭い店の中で二人は睨にらみ合う。


    　耳鳴りを感じるほどの静せい寂じやくがしばらく続いて、やがて老人は、ルッカを睨んだままで再び、口を開く。


    「仕事はできん。が……そうだな、あの宿主がこの間、私のところに来たときの話をしてやらんでもない」


    　うるさい犬に[image: ]えさを放ってやるような調子で彼は呟つぶやいた。


    　言われてルッカは思い出す。黒服によれば、リディはルッカと出会う少し前、なぜか、この『雑貨屋じじい』と接触していたと。


    「いいのか？」


    　こうして客の情報を漏らすのは、本来、『雑貨屋じじい』が絶対にしないことだった。


    　このような自分自身の決めごとというのは普通、絶対不ふ可か侵しんのものとして守られるのである。仕事の信頼の裏打ちとなるからだ。一つ崩せば全てが崩れる、そんな危険をはらむ。


    　しかし老人は、さして気にした風ふうでもなかった。


    「宿主相手に商売をするのは気分が悪い。このぐらいはしてやらねば」


    　彼が吐き捨てた言葉に、ルッカは顔をしかめそうになる。


    　そして、顔をしかめそうになった自分に気づいた。


    　宿主を嫌う人間は多いし、どこか社会から一歩外はずれたものとして扱われることは多い。例えばモーリーが施せ療りよう院いんでの狩りを容認したのは、それが特に問題にならないと判断してのことだ。


    　差別ともとれる、これらの事象を花狩りベスキユラムは、ルッカは、うまく利用して宿主を狩ってきた。


    　さて、そんな扱いをしておいて、宿主を理解しているなどとよく言えたものだった。ただ宿主を殺すことこそ目的で、ルッカにとって宿主そのものはどうでもよかったのだ。


    　ほんの昨日までの自分が恐ろしく、同時に、極めつけに愚かしく思える。


    　しかし、のんびりと感かん慨がいに耽ふけってもいられなかった。


    「あの宿主は、お前を捜して私のところへ来たんだ」


    　全く予想だにしていなかった言葉が老ろう爺やの口から撃ち出された。


    　耳を疑うとはこのことだ。


    　たしかにここ数年、昼飯を毎日ヒカリゴケ亭で食う生活だったから探さぐり当てるのは容易だったろうが。


    「なぜだ？　どうして俺を？」


    「知らんよ」


    　求められた情報を売るのが彼の仕事であって、事情など必要以上に詮せん索さくしないのだ。


    　都合が良すぎるとは思っていた。あの出会いは偶然ではなかったのだ。


    　街に来たばかりのリディが、なぜ、ルッカを知っていたのか。


    　心当たりなど、かつて故郷で起きた『事件』ぐらいだ。鋏プルーナーとしてのルッカの実績なら、黒服ぐらいしか知らない。


    　もし、リディの作品、リディの被写体が、宿主だけではないとしたら。


    　花に関わった人々を探って回っているのだとしたら。


    　──だとしたら！


    　それは直感に近かった。この街でのリディの行動に、ルッカの存在が何かしら影響を与えているのだとしたら、どうか。


    　ヒカリゴケ亭に花びら一つ。饅まん頭じゆう売りのところに花びら一つ。


    　では、次は。


    「さあ私が言えるのはここまでだ。これ以上は、逆さにして振ったところで何も──」


    「十分だ。感謝する」


    　ルッカは踵きびすを返して店を飛び出した。


    　まだ、花弁を飲んで得た力は残っている。


    　少しかがむようにして足に力を溜ためたルッカは、次の一歩で一息に、屋根の上まで跳び上がっていた。


    　全方位に視界を阻はばむものなし。


    　建物に遮さえぎられない寒風が、ごうと吹きつけてくる。


    　陽光の下、いらかの波がさざめき合うように輝いていた。


    　──そうだ。そうだ！　リディはドリスを知っていたじゃないか！


    　もし、リディの作品が宿主そのものに限らないとしたら。


    　ルッカは屋根から屋根へ飛び跳ねて最短距離を進み始めた。吹きつける冷たい風が顔の表ひよう皮ひを凍いてつかせていく。屋根の上で遊んでいた鳥たちが蹴け立てられるように逃げ去っていった。


    　元々直線距離は近い。この、ありえない近道を使えばすぐの場所に施せ療りよう院いんがある。


    　ルッカは速度を落とさぬまま飛び跳ねて、三階の窓からリディの使っていた部屋に躍り込んだ。床を踏み抜かないよう膝ひざで勢いを殺し、たたらを踏んで止まる。


    　いまだ窓が壊れたままの部屋。


    　部屋のど真ん中、割り板の床の上に、ひとひらの赤い花弁が鎮ちん座ざしていた。

  


  [image: ]


  
    五　贖あがないに代えて


    



    　ふと、ルッカは足先の感触から、以前よりも草が伸びているように錯覚した。


    　よく見れば今までと同じように、この庭園は一いち分ぶの隙もなく手入れがなされているのに、荒れ果てた廃はい墟きよにでも踏み入った気分にさせられる。


    　今やそこは虫たちの楽園。


    　主を、あるいは主役を失った庭園は味気なく陳ちん腐ぷになってしまった。


    　よく手入れされた芝しば生ふも生け垣がきの迷路も、ただ緑色なだけで、沈んだ印象がぬぐえない。


    　手入れされた植木の間を抜け、ルッカはナターシャの指定席であった東あずま屋やへ向かう。


    　そして、高い生け垣を回り込んだところで足を止めた。


    　薄闇やみに明かりを点ともすように、庭園を賑にぎわす一輪の花。


    　庭の草花と比べれば取るに足らない大きさの、それでも、全ての輝きを集めたよりも燦さん然ぜんとした光を宿す、赤い花弁。


    「リディ！」


    　何か考えるよりも先にルッカは声をかけていた。


    　完全に予想外の事態という様子だった。半開きの口がルッカの名を呼んだ気がする。赤く大きな瞳は濡ぬれたように光る。


    　足あし下もとには例の大荷物が転がされている。旅たび衣ごろもをだめにしてしまったからか、これから街を出るはずなのに、歩きには適さないでろう、丈たけの長い真しん紅くの服を着ていた。


    　リディの右手にはなぜか、真っ白い紙で包んだ、小さな白い花束。


    　左手には、今しがた摘んだと思おぼしき、瑞みず々みずしい真紅の花弁がひとひら。


    　緑の帽ぼう子しみたいな仮かり花はなの葉は相も変わらず鮮やかで、花弁は数枚毟むしられていた。


    　しばし、二人とも動けなかった。


    　言葉の代わりに視線だけが行き交う。


    　いくつもいくつも言いたいことが浮かんできて、でもそれは形にならず、ルッカの喉のど元もとで暴れ狂うだけだった。


    　やがて、吐き出したかったモノたちは溶けて、ルッカの中に消えていく。


    　驚いた顔のままのリディに向かって、ルッカは一歩踏み出した。


    「あっ」


    　花弁をリディの手から取り上げる。


    「……これを、追っかけてきた」


    　ただそうして、自分のしたことを確認するように。


    　リディが急にむくれたような顔になった。


    　そして彼女は。


    「褒ほめてつかわすっ！」


    　自分でも何を言っているのか分からないという調子で、顔を真っ赤にして。


    　嬉うれしいのか、怒っているのか、照れているのか、呆あきれているのか。おそらくはその全てをこめて、叫んだのだった。


    



    　庭園を渡る風、花の香りがほのかに混じる。


    　白い東あずま屋やは雨の流れた後の黒い染しみが急に気になって、朽くち果てた古代神殿を思わせる。


    　いつもナターシャがお茶してた円卓は献花台と化していた。丈たけの長い布がかぶせられた上に花束、そしてまた花束。


    　大きなもの、小さなもの、赤いもの黄色いもの青いもの……だけど一番多いのは、彼女の仮かり花はなと同じ、白い花。花束がいくつも積み上げられていた。不[image: ]ぞろいで量が多いのは、きっと、沢たく山さんの人が供そなえたから。


    　どれだけの花を積み上げても、ナターシャにとって唯一絶対の花とは釣り合わないだろう。それでもせめて悼いたむ気持ちとして人々は花を供える。


    　その上に、また一つ。くしゃくしゃになった花束をリディが供えた。


    「宿主のお前でも、ナターシャを悼むのか？」


    「まさか」


    　とんでもない、という調子で彼女は即答する。


    　あっさりとしたリディの返事を聞いても、ルッカは特に動揺しなかった。


    　宿主の心を知ろうとしなければならない。


    　人間とは違う価値観、違う行い。


    　自分が殺してきたのは何者だったか。わかったつもりでいたモノは何だ。


    　ほんの一いつ時ときでも、ドリスが変じた存在は何だったのか。


    　今さら遅すぎたとしても、これ以上遅くならないうちに、知らなければならない。


    「なら、どうして花束を？」


    　リディは少し考えてから、言葉を探すように答えた。


    「自分の花じゃなくても、花が『ない』とか『取られている』って感覚は、落ち着かないの。だから、こうして代わりを返してあげると……ちょっとスッキリする、かな」


    　なるほど、こうやって聞けば、自分の感覚とは違うにしても考えを理解できるのだ。


    　人にあらざる心──宿主の心であっても。


    「しかし、これはまた随分な量だな」


    　花束を十まで数えて、ルッカはそれ以上数えるのをやめた。


    　ここに花を供えられるのは、ほとんどが屋敷の使用人となる。庭に出入りできて彼女と仲良くなれる人間は限られる。


    「これを見せたかったの」


    　そのためにリディは花弁を撒まいてきた。


    「この子の花弁を見て、ここまで来たら……ちょっとだけ見直してあげようと思って」


    　リディははにかんだように、もじもじと視線をそらした。ルッカがここまで来てくれた事が、嬉うれしいのか、気恥ずかしいのか。


    　種を飲んで施せ療りよう院いんに運ばれたり、花狩りベスキユラムの隠れ家に寄ったりはしたが、昼飯時にルッカが『ヒカリゴケ亭』を訪れるという読みは合っていた。


    　改めて花束の山を見やる。リディが見せたかったと言うモノを。


    　寄せられた悼いたみの数。


    　それはきっと、通わせた心の数。


    　ナターシャがこんなに慕われていたなんて知らなかった。


    　より正確には知らなかったのでなく、考えようともしなかった。宿主が自分以外の誰だれかと心を通わせられるなんて思いつきさえしなかった。


    　もちろん、屋敷の使用人たちにとっては開花の脅きよう威いなど縁遠い事じ象しようで、ナターシャはただの気のいい隣人だった、ということも加味しなければならないだろうけれど。


    　宿主である誰かなど、最初からルッカは見ていなかった。宿主になる前のリディしか、ナターシャしか、ルッカは見ていなかった。


    　ドリスをそう見たかったから。


    　自然に想いをぶつけ合うほうが。恐れであっても、恨みであっても、好意であっても、そうして宿主の人格を自然に認めるほうが、よほど宿主をよく見ていると言えよう。


    　良きにつけ悪しきにつけ、気持ちが交わったとき、互いの世界は交わるのだ。


    　リディは、何なに気げなく花を誉ほめたルッカの言葉を覚えていた。リディはルッカに花の話をした。


    　自分の世界の話をして、受け入れられなければ、悲しいし、寂しい。それは何もルッカに限ったことではなかったのだ。


    　ルッカはどう思っていたか。うるさいと、宿主であることを感じて悲しいと、それだけだ。宿主としてのリディなど、ないものとしていたから。リディはただの花の手足で、心まで花に支配されていると思っていたから。


    　それは一方通行の交わりだった。


    　宿主の最も近くにいたはずなのに、彼女たちが泣き、笑うのも見てきたはずなのに、ドリスへの想いに囚とらわれて、宿主の心を、花に造られた紛まがいもののように考えていた。それをリディは敏感に感じ取ったのだ。


    　こんもりと積まれた花々は、そのままルッカへの戒いましめでもあった。


    「ご感想は？」


    「よくわかったよ。俺が、馬ば鹿かで哀れだった、ってことが」


    　この光景を目に焼きつけようと、ルッカはただじっと、花々を見続ける。


    　風に花弁がひとひら舞って、ルッカは、ふと、自分がリディの仮かり花はなの花弁を持ったままでいることに気がついた。


    　本人の目の前で捨てるのも気が引けて、ルッカはそれを何なに気げなく口に含む。


    　途端、音を立てんばかりの勢いでリディの顔が真っ赤になった。


    　濡ぬれたように赤く輝く目をまん丸く見開いて、それから、縮こまるようにして目をそらされた。


    　妙な方向に気まずい沈黙が流れる。


    「……一つ聞いていいか？」


    「な、何よ」


    　リディの反応を見て、思い出されるものがあった。


    「あの……他人に仮花を毟むしらせるのって、どういう意へぶっ！」


    　言いかけたところでリディがルッカの頰ほおを鋭くひっぱたいていた。


    　小気味良い打ちよう擲ちやく音を立てて。宿主の本気なら、骨が砕けるか、下へ手たすれば首から上を持っていかれていたはずだ。絶妙に力を調整し、ひっぱたくだけにとどめた打撃だった。


    　リディは頭の仮花みたいに真っ赤になって、半ば涙目でルッカを睨にらんでいた。


    「やらせたのはそっちじゃないかよ……」


    「うっさい黙れ」


    



    　ナターシャが使っていた椅い子すに腰掛けて、リディは日記帳をめくっている。


    「もちろん、まずは宿主を追いかけるけれど、宿主絡みの事件も調べてるの。他よ所その国まで伝わるような大事件は、特にね。何かのついでに後日談を拾えたらと思って」


    「で、俺に行き着いたのか」


    　ルッカは、リディの日記帳を肩越しに覗のぞき込む栄誉にあずかった。


    　彼女が開いている部分は宿主の関わった重大事件をびっしりと書き留めてあった。それこそ古今東西、海の向こうの話さえあったのだから舌を巻くよりない。


    　宿主と関わったために人生を歪ゆがめられた、ルッカのような人間は、ある意味で宿主が生きた証あかしだ。リディの信念の上では、追いかけるに値する観察対象なのだろう。


    「こーんな、どーしよーもない馬ば鹿かだとは思わなかったけどね」


    「すまない……」


    「別にいいの、私は」


    　とーん、と勢いつけてリディは立ち上がった。


    「ねえ、ルッカ。普通の男の人って、何したら喜ぶものなの？」


    　そして変なことを言った。


    　もし飲み物を口に含んでいたら噴き出していただろう。


    　下へ手たしたら卑ひ猥わいな意味にさえ取れそうな質問だが、リディの面おも差ざしは真剣そのものだった。


    　第一、普通の男とはどういうことなのか。普通とは何か。人間とは皆誰だれしも個性が、と、頭が哲学の旅に出てしまいそうになる。


    　ややあって理解する。


    　彼女が言う普通とは、つまり、宿主ではない者だ。


    　文脈と状況から察するにルッカを指しているのはほぼ違いない。


    　──俺を、喜ばせようと？


    　頭をよぎったのは、施せ療りよう院いんへリディを連れて行った日の出来事。


    「まさか、よくわからないからとりあえず脱いでみましたとか言わねえよな……？」


    「まずかった？」


    　脱力した体に寒風が染しみる。


    　なんだってまたそんなことを、と思っていると、見透かしたようにリディは微ほほ笑えむ。


    「この子を褒ほめてもらったから」


    　虚きよをつかれた心ここ地ちだった。


    　当たり前のことにようやく気づく。ルッカにとって宿主が、リディが異質であるように、リディにとってルッカもまた、異質な存在なのだった。


    「そういうことはな、いきなりするもんじゃない。や、別にいきなりでなきゃいいってもんでもなくてだな、あー……」


    　ルッカは天を仰あおぐ。


    　先に一歩踏み出して近づこうとしていたのはリディだった。明後日あさつての方向へ行ってしまったようだが。闇やみ夜よを歩くように、お互い手探さぐりで距離を測るのみ。好意を表現する手段すら、共通の認識が存在しない。


    　リディはぱたぱたと駆け回り始めた。ルッカの周りをぐるぐると、宿主の力を使うこともなく普通程度の速さで大きく三周して止まる。


    　そしてなにごともなかったようにじっとルッカを見ている。


    　花を褒めた言葉を思い出したのか。本当は小躍りしたいのかもしれない。


    　そう言えば、本気で殺し合った直後に別れたのに、今は殺しに来たなんて微み塵じんも思われていないようで。なぜ、どうしてリディはわかっているのだろう。


    「ルッカ。あなたちょっと変わったわね」


    「変わったか？」


    「だってルッカ。今は、仮かり花はなより先に私を見てるもの」


    　勝ち誇るようだった。


    「人間は誰かに会ったとき、普通は顔を見るでしょ。それで男どもときたら誰も彼も、馬ば鹿かみたいに私に見とれるばっかりなのに、ルッカはそうじゃなかった。ルッカはまず、花を見た。私の体じゃなく、花を褒ほめた。だから只ただ者ものじゃないって思ったの」


    　それはむしろ耳の痛い話だった。


    　花から見たと言うより、花しか見ていなかったと言うべきかもしれない。宿主であったなら、それ以外の情報はルッカにとって記号でしかなくなるから。


    　改めてリディの観察眼に舌を巻く。それとも原因はルッカのほうか。浅い流れの川は底の石の形までたやすく見通せるものだ。


    「ルッカ。これ、見る？」


    　リディは閉じた日記帳をうやうやしく差し出してきた。


    　この中にはナターシャの過去を記してある。


    「いいのか？」


    「今のルッカなら、ね」


    　衝しよう動どう的に開こうとして、ルッカは思いとどまる。


    　どうしたかったのかではなく、問題は、どうしたいのか、だろう。


    　夢とも現うつつとも知れぬ幻げん惑わくの中で聞いたナターシャの言葉を思い出す。


    　一つ深呼吸して、ルッカは頭で考えるより自分の手に答えを聞いた。


    　当たり前のように、ルッカはあれだけ見たがっていた日記帳を突っ返す。


    「それは、もういい」


    　リディは目をまん丸くしていた。


    「俺の知らないナターシャの話だ」


    「ふうん」


    　リディが言うや、横合いから何者かが日記帳をひったくった。


    「おうっ？」


    　思わず素すっ頓とん狂きような声を出してしまってから、ルッカはひったくりの正体に気づく。


    　宙に浮いた日記帳。栗くり色をした細いものが絡め取っていた。


    　手よりも長い髪が器用にうねって、大荷物の奥へ日記帳をしまい込む。関節でしか曲がらない腕と違って自由自在、動作の精度も問題ないようだ。一本一本に別の動きをさせることもできている。


    　黒服は何か知っているようだったが、ルッカはリディの他に、こんなまねができる宿主を知らない。


    「結局、これって何なんだ？」


    「……やっぱり知らなかったのね」


    　リディは半ば意外そうで、半ば予想通りと言った顔だ。


    「何だよ」


    「別に。多分、世の中はあなたが考えてるよりもいろいろあるんだと思う」


    　リディはなんだか呆あきれた様子だった。


    　なんとなく話をはぐらかされたような気もした。

  


  
    六　誓約


    



    　日も暮れかかる頃、ルッカとリディは墓地に赴おもむいた。


    　ナターシャは種を奪われた後、念のためにと遺体を焼却されたが、かつての主の意向によって墓地の一角に遺灰だけは葬ほうむられたそうだ。


    　墓に参ってみようなんて考えたのは初めてだった。


    　今までそれは、宿主として葬られた墓を認めたくなかったからだと思っていた。土葬が普通であるのに対して宿主は荼だ毘びに付され、この国では墓の場所さえも罪人などと一緒に、一般市民と区別される。


    　何のことはない。宿主として葬られた彼女たちを直視したくなかっただけだ。


    　ウヤ教の墓地は、広く天井が高いがらんどうの建物である。高い鐘かね撞つき堂に隣接して、ざらついた灰色の石を積み上げた陰気な建物がある。


    　建物の中は地面が剝むき出しで、そこに遺体を埋めて、墓石を置く形だ。


    　そんな墓地の隣に、二回りくらい小さな堂がもう一つある。


    　屋根の縁の装飾もこころなしかぞんざいで、手入れが行き届いていないのか周囲には草が伸びている。罪人、そして宿主を葬る賤せん民みん墓地だ。


    　墓があるだけ幸せ、なのだろうか。花を咲かせられるかに比べたら、墓の有無などどうでもいいことか。


    　空気がこもらないよう換気口は開いている。それでも、鉄の扉を引いて開けると、湿った石の臭においがあふれ出してきた。


    　西日が差し込む墓地は、赤と黒に塗り分けられていた。等間隔に立った四本の石柱が、鉄格子の入った、窓みたいに大きな換気口から進入してくる光に照らされ、長々と黒い影を垂らしていた。


    　中は非常に平べったい造りだ。通路の部分は石いし畳だたみが敷かれて、誰だれも埋まっていない場所には雑草が茂る。誰かが埋まっている場所には石版が嵌はまり、死者の名が刻まれている。


    「……これか」


    　ナターシャ、とだけ短く刻まれた石版。他よりも新しく、少しだけいい石を使っているようだった。


    　葬ほうむったのはナターシャの主人だった金鉱成金。


    　花を咲かせる準備ができたナターシャを花狩りベスキユラムへ売り渡すのは、死病にかかった獣けものを殺処分するような感覚で行われたのだろう。ナターシャへの愛情と矛む盾じゆんはしないのだ。


    　ルッカは花を持ってきていた。花束ではなく、花屋で買った一輪の白百合を。


    　お屋敷の使用人たちは、あれを強盗の仕し業わざだと言われているそうだ。


    　たとえ疑問を抱いだこうとも、彼らに主人を追及する権利などない。開花を防ぐため荼だ毘びに付したと言えば、どうやって死んだかなど闇やみの中。


    　──なら、知っている自分が手を合わせなければ。


    　殺した本人が祈っても供く養ようになるかは知らないけれど。


    「ルッカは……まだ鋏プルーナーを続けるの？」


    　躊躇ためらいがちな言葉。ルッカは、その言葉を咀そ嚼しやくするように間をおいた。


    「どう、したらいいんだろうな。俺は、ずっと宿主を殺し続けていたけれど、このやり方じゃだめだ。……ただの逃避で、償つぐないですらなかった」


    　傲ごう然ぜんと見上げてくるリディの顔をルッカはじっと見た。


    　夕日を浴びた深い朱あかの双そう眸ぼうが、ルッカの顔を映し出し、輝かせている。ほのかに紅潮した頰ほおが輝かしい。


    　ルッカはしゃがみこんで、ナターシャの墓に白百合を供そなえた。


    　何を祈ればいいかもわからず、ただ無心で黙もく禱とうする。


    「俺は、どうすればいいんだろうな。どうしたいんだろうな……真っ白なんだ」


    　ただリディに会わなければと、リディを捜した。だけどそれは宿主という存在にルッカが向き合ったからで、まだルッカは答えを出せていない。ようやく出発点に立ったにすぎない。


    　進歩がない話だった。


    　失望されるかと思ったけれど、彼女は、夕日に馴な染じんで溶け合いそうな笑顔を見せた。


    「ルッカ、あなたは──」


    　リディが何かを言いかけたそのとき。


    　墓地の鉄てつ扉ぴを荒っぽく開ける音が高らかにとどろいた。


    



    　ただごとならざる雰囲気を引っ提さげ、一つの影が姿を現す。


    　夕日を浴びてなお消えない影に、これは黒いだけなのだとようやく気づいた。


    　血色の悪い顔に赤い葉脈が刻み込まれている。そのためにルッカは一瞬、見慣れた顔を識別できなかった。


    「……なぜ、お前はここに」


    　声を聞いて初めて気がつく。


    「黒服！　お前こそどうして」


    　ぎょろりと黒服の目が動いてルッカを睨にらんだ。


    　この目をルッカは初めて気色悪いと思った。嫌けん悪お感と敵意が鎌かま首くびもたげる。


    「仕事だ。手負いは下がっていろ、巻き込まれても関知せんぞ」


    「仕事だって？」


    　あれだけ暴れたリディをさらに狙うなんて。


    　花狩りベスキユラムは所しよ詮せん、商売人だ。面メン子ツなどよりも、ただ[image: ]もうけを求める。無理な狩りをする道理はないはずなのだ。たとえ黒服が望んだとしても、今さらリディ相手の狩りが承認されるとは思えない。


    　黒服は忌ゆ々ゆしげに舌打ちし、独り言のように吐き捨てる。


    「懲ちよう罰ばつ任務だよ」


    　懲罰任務。そんなものがあると聞いた記憶が、かすかにあった。


    　一度は襲撃を退しりぞけた宿主に不用意に仕掛けて失敗。しかも、引き際を誤って戦い、取り逃がした。花狩りの側にしてみれば、こんな自分勝手を放っておけば、示しがつかず規律を保てないわけだ。


    　見せしめとして、成功でもなく失敗でもなく、死の確率が高い任務を強制する。


    　拒こばめば蜜虫使いたちによって、なぶり殺しにされるだろう。黒服にはもはや、リディを殺して生還する他に生きる道はない。


    「早くどけ、邪魔だ」


    　腰にさげた二本の剣を黒服は抜き放つ。


    　かたや長く、かたや短く。刃が赤光を受けて禍まが々まがしくぎらついた。


    　ルッカは動けなかった。見下すような黒服の視線を無防備に受けながら、何もできなかった。


    　黒服がリディに勝てるかはわからない。


    　だがルッカが知る限り、いくら切せつ羽ぱ詰まっても勝算のない戦いはしない男だ。もし黒服がリディを打ち倒せば、己おのれの命に代えてもとルッカが願ったリディの死がもたらされる。


    　そうしたら、そうしたら、どうなる？


    　それは決して、リディにとっても、ドリスにとっても救いにはならないだろう。


    　しかし──、


    「いいわよ、どいて」


    　進退窮きわまったルッカに声をかけたのはリディだ。


    　ルッカから奪った短刀を髪に巻きつけて持っている。


    「とっとと片づけるから」


    　淡々とリディは告げ、背負っていた背負しよい子こを放り出す。


    　ごずん、と重苦しい音がして、鉄てつ扉ぴが閉じた。


    



    　黒服がまず仕掛けた。


    　音速の踏み込みからさらに一歩、同時に初しよ撃げきを打ち込む。


    　リディは髪の短刀でこれを防ぎ、手を伸ばした。


    　その手を狙って黒服の二の太た刀ちが襲いかかった。こちらは短剣だ。


    　リディは短刀で受けた長剣を打ち返し、距離を取る。


    　後ずさるリディと追いすがる黒服。一瞬の隙にリディは、短刀を手に持ち替えた。踵かかとで石いし畳だたみをへこませ、逃げから切り返す。


    　これを黒服は右の長剣で難なくいなす。斬り上げるリディの一撃と擦すれ違いに左の短剣を振り下ろし、リディは黒服の脇を飛び抜けるように避けた。


    　いや、避けざまに舞った栗くり色の髪を黒服は右の長剣で一房ふさ絡め取り、断ち切る。


    「なっ……」


    　リディの顔に動揺が走った。


    　身を沈めた黒服は、地面を擦こすり上げるような斬ざん撃げきを長剣で放つ。


    　かわしきれずに短刀で受け止めさせられるリディ。


    　短剣が首に突き込まれ、身をよじってリディはかわす。同時に髪を一房伸ばし、無防備に差し出された手を巻き取る。


    　手首に巻きつき骨ごと握り潰つぶすかと思ったとき、黒服はその髪を長剣で断ち切った。リディの回避動作で、短刀と長剣の力の均きん衡こうが一瞬崩れ、緩ゆるんだ隙に抜け出したのだった。


    　間違いない、髪を狙っている。


    　リディは長い髪の一部だけがまばらに短くなってしまっていた。


    　宿主は異常に高い生命力を誇り、生なま半はん可かな傷では死なない。手強ごわい宿主を無力化するに、狙うのは目と、四し肢しだ。


    　手足に重傷を負わせれば抵抗は不能、目を潰してもそれに等しい効果がある。


    　触しよく手しゆ化した髪を狙うのは、四し肢しを潰つぶす戦法の応用だ。


    　しかも黒服は先の襲撃でリディの戦い方を把は握あくしていた。斬りの攻撃は刃を打ち合わせて防ぎ、空いた手や髪で本命の攻撃を放つ。


    　だから黒服は攻め手の増える二刀流を選んだ。


    　防戦一方になりかけたリディは髪を狙った次の攻撃に対し、長剣を自分から髪で巻き取った。


    　刃に触れた部分から毛け羽ば立つように髪が裁たち切られていくが、それで剣の挙動を狂わせわずかな隙を作る。


    　短剣を短刀で制し、長剣の間合いの内側に飛び込んで、鋭い平手の突きを放つ。


    　宿主の力なら人を殺すのに、体に触れるだけで十分だ。たやすく体に穴を開け、肉をえぐる。


    　取った、かと思ったそのとき、リディの体が吹き飛んだ。


    　蹴けりだ。リディは蹴りに対する意識がややおろそかな面があった。


    　戦いに対する天性の素質。ただ一度、ルッカとリディの戦いを見ただけで、リディに対する戦い方を黒服は編み出していたのだ。


    　蹴け鞠まりのように弾はずんだリディは、叩たたきつけられる直前で受け身を取り、壁を蹴って着地する。


    「やるわね」


    　燃える双そう眸ぼうを細めて黒服を睨にらみ、リディは血混じりの唾つばを吐いた。


    「ふん、随分と人間を舐なめてくれたものだな。貴様は、昨夜の戦いと全く同じ形の隙を晒さらしている。強さに傲おごったか。虫むし唾ずが走る」


    　黒服は[image: ]ちよう笑しようし、同時に侮ぶ蔑べつする。


    　リディはルッカ相手にも攻め急いで蹴りを喰くらった。その反省が戦いに活いかされていないのは確かだった。


    　もっとも、ルッカや黒服のような規格外の蜜虫使いを別にすれば、あんな細かい隙など直さなくても、本能に任せて戦っているだけで勝てるだろう。それを、強さに傲ったと言うこともできるのかもしれないが。


    　ただルッカは、あからさまに愉ゆ快かいそうな響きの言葉から、黒服という男の本質を垣かい間ま見た。


    　──快楽だ。


    　始まりは憎しみだったのだろう。しかしこれはもはや、憎しみではなく、快楽。


    　ただ宿主を見下し、傷つけ、殺害する。その場その場の快楽を得るためだけに。


    　これが懲ちよう罰ばつ任務であることすら忘れたかのように、黒服は愉たのしんでいる。


    　殺して殺して、原因も目的も、失った。


    　殺して殺して、過去も未来も、失った。


    　気がついてしまった途端、吐き気のような、焦りのような、気色の悪い薄ら寒さをルッカは感じた。


    　黒服の目つきを気色悪いと思った理由。


    　自ら戦いに囚とらわれていく、虚うつろな眼まな差ざしを──。


    　ルッカは、いつか鏡の中でも見たのかもしれなかった。


    「さて」


    　靴くつ音を反響させながら、黒服はじりじりと間合いを詰めていく。


    「抵抗を諦あきらめるなら、ひと思いに殺してやるぞ？」


    「誰だれが！」


    　このままでは壁に追い詰められると判断してか、リディはひと思いに打ちかかる。


    　髪に絡めた短刀の刺し突とつは、長剣を制するためのものだった。同時にリディは、短剣を持つ黒服の手を握りつぶそうと間合いを詰めたが、黒服が短剣でうまく牽けん制せいし、退しりぞかせる。


    　そこからは膠こう着ちやくした。


    　リディは短刀で長剣だけを捌さばき、格闘に間合いが近い短剣での攻撃に対しては、攻撃を捌くより短剣を持つ手を狙い警戒させる。これで絶妙な均きん衡こうが生まれた。


    　ただそれは簡単に殺されないというだけのことで、リディは全く反撃できない防戦一方の様相だ。


    　対する黒服も決め手を欠いている。


    　リディは時間稼ぎを狙っているのか、とルッカは思う。蜜虫は時間制限つきだが、宿主であるリディに時間の制限はない。


    　蜜虫の効果が続くのは調合次第であるが、長くても一時間。それまでに次を飲む必要があった。


    　ルッカは壁際で動けずにいた。武器を持たず蜜虫もない、どうあっても蜜虫使いと宿主の戦いに手を出せないこの状況に感謝しそうになった。


    　成り行きに任せるしかないからだ。


    　ルッカはもう、宿主を殺し続ける理由を見失っていた。だがもし、ここでリディに荷か担たんし黒服を退けるようなことがあればどうなるか。


    　鋏プルーナーとしての過去を否定する。


    　殺あやめた宿主たちの命も、費やした月日も、蜜虫に[image: ]むしばまれてきた自分自身の犠ぎ牲せいも、全てを否定する。その上にあの悲劇まで一気に背負い込むことになる。


    　罪に潰つぶされてしまう。


    　暮れなずむ空が投げかける朱あか色の光の中、影絵劇のように黒い影が踊る。めまぐるしく組んずほぐれつ入れ替わり、火花を立てて。


    　自分の心の中を覗のぞいているような錯覚にルッカは囚とらわれていた。


    　束の間の物思いから覚ましてくれたのは、紅の光にできた不自然な影。


    　はっと気がつけば、窓のように大きな換気口の外、鉄格子を透かして弓を構える射手の姿があった。『花はな弓ゆみ』を携たずさえた、花狩りベスキユラムの人間だ。逆光の中で見えにくいが、おそらくその手には赤い葉脈が浮かんでいるはず。


    　ただ、格子に厚みがあるため真っすぐにしか矢を打てないらしく、どうせ懲ちよう罰ばつ任務だからか、積極的に援護する様子も見せない。


    　入り口のある面を除いた三面の換気口に一人ずつ。入り口の鉄てつ扉ぴを塞ふさいでいるのは、おそらく射手でなく備えつけの鉄閂かんぬきだろう。外から中を封じるような構造になっているのは、死者がさまよい出るのを防ぐという宗教的な意味のある鍵だからだが、使えば宿主でもそう簡単には破れない閉鎖空間を作り出せる。


    　一度気がつくと、黒服の動きは射手が狙える場所までリディを誘い出そうとしているのが見て取れた。そして、当然リディも気がついているはずだ。


    　切り結ぶたびにはらはらと舞い散るものがある。リディの髪だ。


    　豪快に絡め取って一房ふさ丸ごと切り落とすのはできなくとも、手を狙う攻撃をかすめるように、短剣で少しずつちぎっていく。


    　時間稼ぎにはならない。このままなら少しずつ黒服が有利になる。


    　と、リディが元の長さで残った髪を二束にまとめた。


    　黒服の長剣による打ち込みを捌さばく、かと思えば、片手で持つしかない短刀の背にもう片方の手を当て、二刀流であるため片手で武器を持つしかない黒服の長剣を、肩をひねり上げるように押し返す。


    　同時に短剣の攻撃に二本の髪束を差し向けた。


    　うねり襲いくる栗くり色の鞭むちのうち、黒服は片方を苦し紛れに叩たたききったが、もう片方に手首をとられる。


    「う……」


    　黒服が呻うめく。


    　リディはその手首を引くようにして密着した。これで蹴けりは打てない。みしり、と、ルッカのいるところまで音が届いた気がした。黒服の手が潰つぶされる音が。


    「ぐ、う、うおおおおおおおっ！」


    　黒服が獣けもののように雄お叫たけびを上げた。


    　壊れかけた手がさらに壊れるのも構わず、自分からリディを引き寄せるようにした。どれほどの苦痛かは堅く食いしばった歯と噴き出す汗、憤ふん怒どの形ぎよう相そうから察せられる。


    　打ち合う力は花に強化されていても、リディの体重は見たまましかない。蜜虫で強化された力をもってすれば軽いものだ。


    　そのまま黒服は、リディを足で抱かかえ込むようにしてとんぼ返りを打った。


    　先にあるのは、弓の射線。換気口の正面だ。


    　屋根の上での戦いのとき、射手たる黒服はかなりの遠くから狙っていて、しかもリディは地に足がついていたからとっさの回避動作ができた。


    　今、リディは黒服のとんぼ返りに巻き込まれるような形で宙に浮いており、射手は換気口のすぐ外という近距離から狙っている。


    　弦げんの返る音と共に、ぱっと赤いものが散った。


    　血に濡ぬれた矢が石壁に当たって跳ね返り、落ちる。


    　リディは両足の腱けんを射い貫ぬかれていた。


    　もつれ合ったリディと黒服が地面に落ちる。短刀がリディの手から滑り落ちた。


    　背中から着地した黒服は、起き上がりざま長剣を横薙なぎに一いつ閃せん。殺すためでないから浅いが、とても鋭い、目を狙った攻撃だった。


    　これをリディは腕で防いだ。真っ向から来る刃を細く白い手を広げ受け止める。長剣はリディの掌てのひらを真っ二つに割り、腕の半ばまで斬り込んで止まった。


    　リディは短刀を拾おうとしつつ、残った髪の一房ふさで黒服の足を巻き取る。片足のすねを絞りつぶされた黒服は、さすがにびくりと体を震ふるわす。


    　それでも黒服はひるまなかった。


    「これまでだ！」


    　もはや防ぐ手のないリディに短剣で斬りつけ、瞬またたく間にリディの両目を搔かき斬った。


    「リディ！」


    　思わずルッカは叫んでいた。リディの顔に横一文字に深い切り傷がついて、そこから血が流れ出している。


    　黒服の足に巻きついていた髪がうねり、黒服の顎あごをかち上げた。縦方向に何度か転がった黒服は、倒れたまま深い息をつく。


    　片手片足をやられた黒服も戦える状態ではない。しかし髪をほとんど奪われ、片手両足に加え目まで潰つぶされたリディは、もはや完全に無力化されていた。


    



    　呆ぼう然ぜんとしていたルッカは窓の外で射手が動くのを見て我われに返る。戦いが終わったのを見て、入り口へ回っているのだ。


    　白はく昼ちゆう夢むを見るように、これから起きることがルッカには見えた。


    　彼らはリディを殺し、黒服を回収する。この任務で信用を取り戻した黒服はまた、花狩りベスキユラムの仕事に戻るだろう。


    　リディを失ったルッカはまたその下で、命尽きるまで鋏プルーナーとして仕事をするのだろう。他に、今のルッカにできることなど、残されていないのだから。


    　復ふく讐しゆうの矛ほこ先さきを失ってなお、ただひたすらに宿主を殺し続ける黒服のように。


    　もう止まらなくなる。


    　罪の意識から逃のがれるためだけに、ないと知っている己おのれの許しと、宿主の救いを求めて狩り続ける。その果てに醜みにくく[image: ]むくろを晒さらすのだろう。


    　喪失の予兆が、予感が、冷たい風となってルッカを飲み込んでいった。


    　自分が岐き路ろに立っていたのだと、今さらながらにルッカは感じていた。その片方の道が閉ざされていく──。


    「まだ……よ……」


    　かすれて、今にも途切れそうな声がした。


    　ルッカの心を読んだかのような言葉は、黒服に向けられたものだろう。だがその言葉にルッカは、はっとなった。


    　へたり込んでいたリディは無事なほうの手で探さぐり探り、腕に深々と斬り込んだ長剣を摑つかんでいた。


    　泣き叫ぶように唸うなりながら、リディはこれを抜く。赤いものが散った。


    　そして彼女は、引きちぎるように仮かり花はなを手た折おる。その花冠を、長剣の切っ先に突き刺すと、それを放った。


    　視力を失っての投とう擲てきは正確とは言えなかったけれど、一歩歩けば拾える場所に落ちたそれは、明白にルッカに向けられたものだった。


    　全てが白く遠のいていく。


    　ルッカには、落ちた剣とリディだけが見えていた。


    「戦え、ってのか」


    　この剣を取れと。


    　リディを救えと──すなわち、花狩りベスキユラムと戦えと。


    「そう……」


    　か細くも芯の通った声だった。


    　リディはまさに今、花の滅びに瀕ひんしている。


    　死を逃のがれる術すべがあるとしたら、ただ一つ。


    　ルッカに縋すがるだけ。


    　なりふり構ってなどいられないのだ。


    「私が、与え……られる、ものなら、何だって、あげる……」


    　荒い呼吸の合間に、振り絞るように、血を吐くように、彼女は言葉をひねり出す。


    　ふと、ルッカは思う。


    　与えられるもの。その中に彼女の花や、種は入っていないのだろう。もちろん、そんなものを今さら要求したりはしないが。


    　だが、それならば。


    　──リディは、何を与えられるつもりでいるのだろう？


    「……俺は。何が、欲しいんだ？」


    　二重の意味で、ルッカは呟つぶやいていた。


    　リディから受け取れるものとは何だ。


    　自分が求めているものは何だ。


    　しかしルッカ自身がわかっていないなら、リディに聞いたところで知っている道理もない。


    　はたして。リディは考え込む様子もなく、迷いなく、口を開いた。


    「ルッカが……欲しい、答え……私……持って、ない……けど……あなたの、道を……探す。共に、生きる……！」


    　ルッカは息を飲んだ。


    　冷や水でも浴びせかけられた気分だった。


    　熱が引くように、酔いが醒さめるように、頭の中で絡み合っていた余計なものが消え去っていく。


    　鮮血に濡ぬれた顔がルッカのほうを向いている。歯を食いしばっているのがわかる。潰つぶされた目がルッカを睨にらんでいる気がした。


    「だから……戦い、なさい……私の、花の、ため。ルッカ……あんな場所、なんかに……帰らないで」


    　歯車が軋きしむみたいな声で、それでもはっきりと、リディは言い切った。


    　ルッカの心臓はうるさいくらいに脈打っていた。


    　──この剣は契約だ。


    　床に転がった剣を見てルッカは思う。


    　これは未知の世界への案内状だ。受け取ればもう、これまでの自分ではいられない。引き返すこともきっと、かなわないのだろう。


    　多くの犠ぎ牲せいを払って積み上げてきたものが全て、無む駄だになってしまうのかもしれない。


    　おそろしくないと言えば噓うそになる。


    　足が竦すくみかけた。しかし、躊躇ためらいは、既に消えていた。


    　背中を押したのは他でもない、リディの存在だった。


    　ルッカは剣の柄に手をかける。


    　花のためでもリディのためでもなく、自分のために。リディがいれば自分では気がつけなかったことに気がつける、そう思うと、リディという存在を失うのが惜しくなった。


    　それに……。


    　ただ、リディの隣に今しばらく留とどまりたいと。


    　ルッカは血潮の色の花に口づけて誓った。


    



    　鉄てつ扉ぴを開いた三人の射手は、既に引き絞った『花はな弓ゆみ』をルッカに向けていた。いや、弓を引いているのは二人で、一人は剣を抜いている。当然だが三人の手には赤い紋もん様ようが浮き出ている。


    　中で起きたことを悟さとったらしかった。扉を開くなり不意を打たれないよう、一人が近接戦闘の準備をしていたのだ。


    　ルッカは駆けた。一人はあくまで剣を構えたまま、ルッカを警戒している。斬り込めばこいつが前に出る。焦って距離を詰めれば矢の[image: ]え食じきだ。等間隔に立った四本の柱を使い、じらすように走り回る。


    　弓を持った二人は矢先をさまよわせている。


    　射れば次の矢をつがえるまで隙ができる。


    　蜜虫を使ったと同等か、それ以上の身体強化を受けているルッカ相手に、それは致ち命めい的な隙だ。そうとわかっているから簡単には矢を放たない。


    　ただ、花狩りベスキユラムの射手であるからには一発必中の腕を持っているはずで、二の矢など必要ない可能性も高い。


    　最初の一撃をルッカがかわしきるか、それが勝負だ。


    　射手はそう思っていただろう。


    　走り回る中でルッカは、矢を拾っていた。石柱から飛び出しざま鋭く手首を返して、石壁に叩たたきつけられて先が丸くなった矢を放り投げる。


    「うわっ！」


    　蜜虫を用いての戦闘は速度も力も極まり、一刹せつ那なで判断し状況に対応しなければならない。


    　回転しながら高速で飛んできたモノが何であるか判断する前に、二人の射手は攻撃を防ぐべく、矢に矢で対してしまう。


    　てんで見当外はずれの方向に放たれた矢は、虚むなしく天井を削っただけだった。


    　ルッカは一気に剣を持った男に斬りかかった。弓を持っていた二人が剣を抜くまでのごく短い時間、その間に一人片づけたい。


    「もういい、剣を抜け！」


    　呼びかけるのはあまりに不用心だった。


    　他へ意識を向ける言葉は、それだけで集中をわずかに揺らがせる。


    　片手で剣を持ったルッカに対して両手で剣を構えて打ち合ったのも、不用心だ。たしかに力負けはする。全力で剣を振れば弾き合い、片手の分しか力が乗っていないルッカの剣が押し負ける。


    　ルッカは力を込めるより、勢いを殺して相手の剣を受け止めるようにした。そうして剣をいなす間に、空いた手で首筋に手刀を叩き込む。


    　綺き麗れいに首の骨の折れる音がして、男は崩れ落ちた。


    　──弱い。


    　己おのれを鼓こ舞ぶするように、ルッカは心の中で吠ほえた。


    『花はな弓ゆみ』を使う射手はまず弓の扱いが第一だ。だから、剣の腕はまちまちである。


    　黒服はどちらも有能だった。この射手に関して言うなら剣術はそこそこ使えるようだけれど、蜜虫を使っての戦い方は全くなっていない。


    　今回の仕事において、黒服は鋏プルーナーと同じ立場、そしておそらく花狩りベスキユラムにとって、リディは何が何でも欲しい獲物ではないのだ。黒服がリディに負ければ、射手はそのまま引き上げていたはずだ。


    　だから、これ以上の相手に対する戦力はない。


    　残るは二人。逃げればいいものを、二対一なら絶対に勝てるとでも思ったか、雄お叫たけび上げて斬りつけてくる。


    　ルッカの剣ごと叩たたき潰つぶす気でいるかのような勢いで、ただ力任せに剣を振るばかり。それ自体は剣術としておかしくない。普通の剣術とはだいたいこうしたものなのだが、蜜虫を使っての戦いには不足だ。


    　ルッカも長剣を両手で持った。


    　一撃を捌さばき、切り返してもう一人の剣も受ける。烈風の如ごとく突き上げる攻撃を半身になってかわし、突きにはより長い長剣で突き返す。


    　足を狙った攻撃には半歩下がり、即座に踏み込んで剣を踏みにじる。


    　剣を抜き取る間にもう一人に斬り込んだ。一呼吸で二度斬りつけ、かろうじて受け切るも射手は尻しり[image: ]もちをつく。


    　それを深追いしない。最初の一人が次の攻撃を繰り出す。何の面白みもない斬ざん撃げきを軽くいなしたルッカは全身を回転させてなぎ払うように蹴けりつけた。


    　この衝撃に射手は踏みとどまった。素直に蹴り飛ばされて受け身を取っていればまだよかったろうものを、骨の二、三本は蹴り砕いた感触があった。


    　尻[image: ]をついていた射手もその間に起き上がる。


    　ちょうど二人[image: ]そろって剣を振り上げた隙に、飛び込むように、稲いな妻ずまとなって二人の間を駆け抜けた。


    　すり抜けざま振るった剣に重い手応ごたえがある。


    　地を削りながら足を止め、踵きびすを返して見た先に、真っ二つにされて地に落ちていく男の姿があった。


    　残る射手は、一人。


    　ちょっと睨にらみながら剣を振って返り血を落としてやると、小さく悲鳴を上げて賤せん民みん墓地の屋根まで跳ね上がり、そのまま屋根を飛び渡って逃げていった。

  


  
    



    肆　　旅立ち


    



    


    一　ひとつの終わり


    



    「貴様が、こんなまねをするとはな」


    　賤せん民みん墓地はどす黒く赤い闇やみに包まれていた。


    　仰あお向むけに倒れたまま黒服はせせら笑った。自じ[image: ]ちようだったのかもしれない。


    　リディの髪で締め上げられた手と足は、無残にねじくれ変色していた。ここまで酷ひどい傷は蜜虫をもってしても、ほぼ回復が望めない。


    「宿主殺しに全てを捧げていたはずの貴様が……」


    「黒服」


    「殺せ。もはや、花狩りベスキユラムには戻れん。懲ちよう罰ばつ任務は成功か、死かだ」


    　成功か、死か。もし黒服にまだ蜜虫使いとしての価値があればどこかで使われたろう。


    　妙に清せい々せいとした様子の、全てを諦あきらめきった目だった。


    　胸のどこかが痛んだ気がした。


    　──これは、俺か。


    　ありえたかもしれない未来の姿だ。リディとの戦いで緩かん慢まんな自殺を望んでいたルッカの姿だ。


    　他に[image: ]たどるべき道がなくなって、何を残せたかも定かでないまま死んでいく。


    　せめてケリをつけねばなるまい。


    「わかった。仕事仲間のよしみで、とどめを刺してやる」


    　神妙な心持ちで言うと、無視されたのかと思うくらい長く時間を空けて、黒服は鼻から長い息を吐いた。


    「仕事仲間、なあ」


    　それは苦笑と言うには重く黒ずんでいた。


    　ただ、こうするしかなかったから、こうして生きてきた。その果てに訪れた死だ。


    　長い仕事を終えて家路についたような顔だった。


    　リディをとらえたとき、ルッカはきっとこんな顔をしていたのだろう。


    「さあ、殺せ」


    　静せい謐ひつな声音だった。終わりを迎えたことにただ、安あん[image: ]どしている。


    　鋭く胸が疼うずく。涙してしまいそうになったけれど、それは冒ぼう瀆とくであるように思えて、ルッカは耐えた。


    　ルッカは左胸めがけ長剣を突きおろした。


    



    　突き立った剣が墓ぼ標ひようのように残る。


    　神ではなく彼自身に祈りを捧げ、ルッカは背を向けた。


    　ナターシャみたいな格かつ好こうになっているリディがいた。


    　矢で射抜かれた場所、ざっくり切られた腕と目の部分に、裂さいた服が縛りつけてある。無事な手と長く残った一房ふさの髪で手当てをしたらしい。


    「お疲れ」


    　リディは軽い調子だった。


    「リディ、お前もうちょっとかける言葉があるんじゃないか？　……立てるか？」


    「そんなに早く治らないわよ。足は五日くらいかけるんじゃないかしら。目はこの感じだといつだかわからないけど」


    「治るのか、その大怪け我が」


    「少なくとも私はね。他の宿主は違うのかな？」


    　なんとなくルッカは言葉を飲み込む。


    　思い出したのは、開花を見た宿主だ。彼女は隻せき腕わんで隻せき眼がんだった。


    　ルッカの行動原理となった出来事なのに、思い出すことをルッカはこれまで拒こばんできた。あの事件からつまみ食いした教条だけを後ご生しよう大事にしてきたのだ。


    　今なら向き合えるだろうか。


    「逃げたほうがいいんだよね、これ」


    　リディがむっつりと言う。


    　街中にいる限り、宿主は花狩りベスキユラムの目から逃のがれられない。


    　重傷を負っていると知れば、まず間違いなく狩りの算段を立て始めるだろう。


    「だな。逃げるか」


    「だったらよろしく」


    　リディはひょいと手を差し出す。


    「歩けないんだってば。前も見えないし」


    「……わかった、そらよ」


    　肩越しに手を引いてしゃがみこんでやると、リディはルッカの背中に身を預けた。


    　軽いのは、仮かり花はなの効力がまだ続いているからばかりでもないだろう。血の臭においと、花の匂い。なんだかわからない、いい匂いもした。背中が妙に温かい。


    「背負しよい子こに乗せられるかな」


    「このままがいい」


    「荷物はどうすんだよ」


    「根性」


    「お前な」


    　ルッカはリディを背負ったまま、背負しよい子この荷物を適当にほどく。食料品を少し降ろして、なんとか座れそうな領域を作ってみることにした。


    　リディも含めたら人間が普通に持つにはちょっと厳しい荷物だ。仮かり花はなの身体強化が効いている間に、これを持って街を出ておきたい。


    「な、リディ。俺、話がしたいんだ。俺が今、こうして、ここに来るまでの話をさ。いろいろと調べたみたいだけど、俺の口から話したいんだ」


    　初めてルッカは、自分について誰だれかに話そうと思えた。この道へ引き込んだ責任として、重すぎる荷物を一緒に背負って貰おう。


    　それは久しぶりに愉ゆ快かいな予定だった。


    　うなずく気配だけが背中越しに伝わってきた。

  


  [image: ]


  
    二　もうひとつの終わり


    



    　迷路のような左右に、石を組んだ小さな堂がずらりと並んで、鉄柵さくで仕切られている。仕切られた領域一つが一家族の墓に当たるのだ。


    　墓場の敷地こそ共同で管理されているが、そこから先は家族の場所。手を入れる者がない墓ぼ標ひようは、途端に苔こけむして朽くち果てる。


    　ルッカは冷たい石造りの堂を、無言で磨みがき続けていた。


    　明るくなり始めた山際から、乾いた風が吹きつけてくる。この時期ガランでは既に防寒具が必需品だが、郷里ふるさとの風は暖かく、作業をしているうちに上着を脱ぎ捨ててしまったほどだ。


    　目の粗あらい布を手て桶おけに突っ込んで、絞り、そしてまた磨く。


    　畑にも人影を見ないような早朝。こんな時間に街外れの墓地に参る人はいないようで、辺り一面に、厳げん粛しゆくな死の静けさが満ちていた。時折、どこか遠くから鶏の声が響き、それがかえって静せい寂じやくを重く感じさせる。


    　何度目かの鶏の声が聞こえたところで、ルッカは見切りをつけて手を止めた。


    　一時間近く磨き続け、落ちる汚れは落とした。それでも墓標である石堂には、雨う滴てきの跡が黒くろ々ぐろと刻まれ、磨いても磨いても消えなかった。


    　──消えないんだな。


    　そして長く、息をついた。冬も近いはずなのに、溜ため息いきに白い色がつかない。吐き出したモノが地に堕おちていくのか、天へ昇っていくのかもわからなかった。


    　濡ぬれた手を服の裾すそで適当にぬぐい、ルッカは脱ぎ捨てていた上着に手を突っ込む。


    　褐かつ色しよくの木の実をのせた、丸い小さな焼き菓子が三つ。


    　ルッカはそれを石堂の中に安置した。


    　これは人間が食べるものでなく、特別な日に死者に供そなえるため、この地方で古くから使われているものだ。昨日のうちに、隣の街で買っておいたのだった。


    　およそ十年ぶりで手入れがされた石堂は、少なくとも死者を弔とむらう体てい裁さいぐらいは整って見える。ルッカはその光景を静かに見下ろしていた。


    　どんな言葉をかけようか、ここに[image: ]たどり着くまで迷いに迷っていたのだけれど、いざこうして墓の前に立ってみれば、そもそも喉のどから絞り出せる言葉など何一つ存在しなかった。


    　言葉ごときで届くはずもないのだから。


    　それほどまでに重く、ただひたすらに重かった。


    「ああ……」


    　意味のない詠えい嘆たんを一つ。


    　それきり、ルッカはくるりと、墓標に背を向け去って行った。


    



    　────


    



    「遅いっ！」


    　扉を開くなりルッカは指を突きつけられた。リディがむっつりした顔で見上げてくる。部屋着代わりに、新しく買った旅たび衣ごろもを着ていた。


    　ルッカが出しゆつ立たつする前にはやや怪しかった目も完治しているらしく、つぶらで大きな目に赤い光が燃えている。頭の上には相変わらずの緑の帽ぼう子しみたいな葉っぱと、ルッカが綺き麗れいだと誉ほめた真しん紅くの仮かり花はな。黒服に切られた髪も尋じん常じようならざる速度で伸び、既に背中の下半分くらいまで達していた。


    「向こうまで行って帰って二週間じゃなかったの？」


    「十五日で戻ってきただろうが」


    　狭い部屋の中に入ると、たった半月でよくもこれだけと言うくらい散らかされていた。


    　大きな窓から燦さん々さんと午後の日差しが差し込む。その日差しに照らされた床には買い食いの痕こん跡せきらしい串類などが散乱し、図書館にでも行ったらしく、寝台には崩れかかった本の山ができている。部屋の隅に脱ぎっぱなしの洗濯物が積んであったり、適当に中空に紐ひもを渡して服も下着も干してあるのが、ますます混こん沌とんとした印象に拍車をかけた。


    　プルガの街はかなり大きな交易都市だった。この街は南から流れてくる宿主が多く立ち寄る場所で、宿主が街の中で歩いていられる最南端とも言われていた。


    「金は足りたか？」


    「十分ね。……それで、やってきたんでしょ」


    「ああ」


    　満面の笑みを浮かべ、リディが尋たずねてきた。ルッカの変化を自分のことのようにリディは喜んでくれている。


    　リディをこの街において、かつて逃げ出した故郷の里まで、往復二週間。


    　清せい々せいしたとは言えない。これで解決した気になって忘れてしまうのは、どうやら無理らしいから。肩の骨を砕きそうな重圧を感じる気がする。だけど、決して暗くなるばかりでない。顔を上げて歩いて行こうと、そんな気分だった。


    　結局のところ宿主について何も知らなかったのだと、ルッカは思い知った。


    　だから今こそ宿主について知らなければならない。……いや、ルッカ自身が知りたいのだ。


    　そしてその先で、失った家族と、殺あやめてきた宿主達の命に、何らかの形で釣り合いを取らなければならない。


    　それは償つぐないだなんて生やさしい言葉で表現できる道ではないのだろうけれど、それでも、ただ、進むだけだ。


    　少なくとも、一人きりで歩む道ではないのだから。


    「なあ、リディ」


    　部屋に一つだけの丸椅い子すにルッカが座ると、リディはそれに向かい合って寝台に座る。


    「これからどこへ行く？」


    「そうね……」


    　ざわり、と栗くり毛の一部が逆巻き、崩れた本の隙間から日記帳を引っ張り出した。髪の先が器用に動き、腕組みしたリディの前にそれを広げて持つ。


    「ルッカがいいなら、私の里帰りに付き合って欲しい」


    「里帰りぃ？」


    　宿主という存在からかけ離れた単語に、ルッカは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。じろりとリディが睨にらんでくる。


    「そんな驚かなくてもいいでしょ。私が宿主になった場所って事」


    「な、なんだそういう事か」


    「って言っても、ちょっと普通じゃないの。説明すると長いけど……ま、行ってみればわかるか」


    　含みを持たせ、リディは悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えんだ。

  


  
    あとがき


    



    　はじめまして。


    　もしかしたら出版から数年経って、私の別作品を読んでファンになった方が私の原点を見てみようと古書店でこの本を手に取った……という可能性もあるのですが、今からそんな先のことを妄想していても鬼が笑死してしまいますのではじめまして。


    　霧きり崎さき 雀すずめと申します。


    　この度、第八回小学館ライトノベル大賞におきまして審査員特別賞を頂き、こうして作品を世に出す機会を頂くことになりました。


    



    　あまり近況報告的な話ばかり、あとがきに書いてしまいますとリアルタイムで読んだ方以外には意味がない感じになってしまいそうなので、方針としましては執筆に関わる裏話や、作者の誰得な個人情報を、あとがきで小出しにしていこうと思います。


    



    ・実は「タイトルを変えてみようか？」という話があったのだけれど、編集の江え橋ばしさんと私で「いい案が浮かんだらそれにしよう」と話しあってるうちに、結局そのまま出版していた。


    ・蜜虫や花弁で赤い葉脈が浮かぶのは、実はかなり後の修正で付いた設定だったりする。


    ・応募原稿の段階では、仮花はもうちょっと「ピク●ン」みたいな感じだった。


    ・自分のキャラには平気で飲ませるのに、作者は酒を飲まない。飲めないのではなく飲まない。アルコールの味が嫌いなのである。


    



    　私は元来「応援して下さった皆さんへの感謝の言葉」とかそういった類たぐいのものを馬鹿にしているヒネガキだったのですが、本当に、そういう言葉って自然に湧いてくる感じですね。


    　小さい頃、散々本を読み聞かせて、本好きの地盤を作った両親に。


    　投稿を始めた当初から作品を読んでくれて、血も涙も容赦も無いダメ出しをしてくれた、高校の司書の先生と妹に。


    　わけわからん趣味にうつつを抜かしている私を放置してくれた両親に（二回目）。


    　審査員特別賞を下さった新しん房ぼう大先生に。


    　私の作品を見初めて下さった編集の江橋さんに。


    　素敵なイラストを付けて下さったrefeiaレフエイアさんに。


    　小学館の皆様や印刷所の方や、とにかくもうどこかで関わって頂いたすべての方に。


    　そして、今こうして私の本を手にとって下さった貴方に。


    　ありがとうございます。本当にありがとうございます。


    　今後ともよろしくお願いします。

  


  
    霧崎　雀


    Suzume Kirisaki


    



    新人賞の賞金をアテにしてアイリッシュハープなんぞ買ってしまいました。結局忙しくてろくに弾けてない辺り見事にパターンに入ってます。何はともあれよろしくお願いします。
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